















Fate/Prototype 蒼銀のフラグメンツ　３









文／桜井　光

イラスト／中原

原作／TYPE-MOON





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　一九九一年、二月某日。

　東京都港区倉庫街の一角にて。




「閉じよみたせ。閉じよみたせ。閉じよみたせ。閉じよみたせ。閉じよみたせ。

　繰り返すつどに五度。

　ただ、満たされる刻を破却する──」

　男の言葉が高らかに響き渡る。

　それは、詠唱だ。

　本来であれば、魔術の奥義であってさえ成し得ない奇跡を導くための言葉の群れ。

　ならば男は奇跡を信じる者であるのか。否。二〇世紀を生きる魔術師たちの多くと同じように、男もまた怜れい悧りな現実主義者ではあった。常ならざる神秘を行使する者であればこそ、世界をありのままに見つめる冷ややかな視線が必要となる。

　敢あえて表現するなら、そう、可能性だ。男の詠唱を裏付けるのは。

　少なくとも、男が確信を得るに至るだけのものではあった。

　すなわち──

　聖杯。

　そう、聖なる杯。

　救世主とその弟子たちが最後の晩餐ばんさんの際に用いた杯か？

　中世の騎士たちが追い求めた聖遺物か？

　もしくは、それらの原型オリジナルとも語られる〝古いにしえ〟の釜かまか？

　詳細は不明。話を仲介してきた魔術協会の人間は何を言うこともなかったし、そもそも協会に依頼を持ち込んだという聖堂教会の神父たちにしても、杯が何ど処こから持ち込まれたものかを知ってはいても、由来については知らされていなかった。

　確かなことはひとつだけだ。

　教会の神父が一度だけ見せた、あの聖杯が──本物だったということ。

　目を奪われ、圧倒されてしまったあの瞬間を、男は今でも明確に覚えている。

　荘厳の存在感。

　神秘の凝集を思わせる輝き。

　何よりも、あの、凄すさまじいまでの魔力量。

　全身の魔術回路が励起するかのような錯覚さえ思わせる。男が視認し、感じ取った聖杯の実体は、ただ呼吸するだけで魔力を際限なく生成させ続けるという伝説の竜種にも等しい存在だった。

　しかも、男が見たのは小聖杯シンボルに過ぎないのだと言う。

　極東の果てに位置する都市、この東京の何処かに隠された大聖杯セイントグラフの魔力量は小聖杯をも遙はるかに凌りょう駕がし、およそあらゆる不可能を可能にするという。

　一言で表すならば、そう。万能の願望機か──

「──告げる」

　詠唱に集中しながらも、男の意識の片隅に記憶が蘇よみがえる。

　神父は語っていた。

　聖杯起動の暁には、必ずや願いは果たされると。

「汝なんじの身は我が下に」

　魔術の窮極、根源。

　すべての魔術師たちの悲願にして大願にさえ、到達し得るのだと。

「我が命運は汝の剣に」

　故に。

　まずは絶大な小聖杯の力を用いて、善き魂を召喚せねばならない。

　数は七つ。聖杯によって規定された数。

「聖杯の寄るべに従い、この意、この理ことわりに従うならば応こたえよ」

　誰にでも可能な訳ではない。

　聖杯に選ばれた七人の魔術師マスターだけが、善き魂たる七体の英霊サーヴァントを召喚できる。

　英霊召喚。まさしく、成し得ない奇跡。有り得ざる神秘。七人七騎の殺し合いに参加させるため、最後の一人と一騎となって大聖杯の使用権を得るため、人間の魔術師程度には手が届かないはずの存在を、英霊を──ある種の使い魔サーヴァントとして従属させようというのだ。

「誓いを此処ここに。

　我は常世総ての善と成る者、

　我は常世総ての悪を敷く者」

　響き渡る呪文じゅもん。

　完遂されるはずはない魔術儀式。

　起動するはずのない、床に描かれた魔法陣。

「汝三大の言霊を纏まとう七天、

　抑止の輪より来たれ、天秤てんびんの守り手よ──！」

　けれど。

　嗚呼ああ、見るがいい。

　今、魔力の光が魔法陣から放たれるさまを。

　今、かたちのないはずの霊体がエーテルを介して仮初めの肉体を得るさまを。

　果たして、不可能の召喚は此処に可能を証明した。

　呪文を紡ぎ終えた男の目前に、こうして、現界を果たしたのだ。

　恐らくは、人間の手によって完全な形で召喚された史上初の英霊サーヴァントの一体。

　階梯クラスは暗殺者アサシン。




　それは──

　暗がりに似合う姿だった。

　髑髏どくろの仮面を被っていた。




　──そして、若く瑞々みずみずしい、女のかたちをしていた。





[image: ]






　サーヴァント・アサシン。

　潜入及び偵察と工作に長じた〝暗殺者〟の階梯かいていで召喚された英霊である。




　高い敏びん捷しょう性せいを誇ってはいるが、他パラメーターについては高性能ではない。

　三騎士──剣士セイバー、槍兵ランサー、弓兵アーチャーのような敵と正面切って相対すればまず無事では済まないだろう。

　自おのずと、採用できる戦術は奇襲に限られる。




　だが、奇襲に於おけるアサシンは恐るべき性能を発揮する。

　それを可能とするのが「気配遮断」スキルである。




　前提として、サーヴァントは基本的に高い感知能力を有している。

　魔力の反応であれば魔術師マスターも感知は可能だが、英霊の感知能力はマスターのそれを上回る事例が多い。魔力だけでなく、サーヴァントに特有の気配を彼らは感じ取ることが可能とされている。




　アサシンの「気配遮断」は感知能力を無効とする。

　霊体化による気配の消失とは異なるので注意されたい。

　このスキルによって、アサシンは肉体を持ったまま自在な奇襲を行うだろう。




　驚異の一語に尽きる。

　対処、対応は非常に困難だ。




　超常にして神話の再現にも等しいサーヴァントであれば、突然の奇襲に対応することも時に不可能ではないだろう。が、マスター本人であればどうか？

　攻撃や防御の性能が三騎士に及ばないとは言え、英霊は、英霊。

　魔術師では、アサシンには到底敵かなわない。




　ことマスターへと対象を絞った攻撃行為に於いて。

　アサシンは最強であると心得よ。




　記録上、第一の聖杯戦争に於けるアサシンは最低三名のマスターを屠ほふった。

　是これは厳然たる事実である。




　アサシンを憂えるならば、自らのサーヴァントを常に待機させねばならない。

　しかし、それも総合的には悪手あくしゅではあって──




　アサシンを恐怖せよ。

　あれは、正しく運用されれば最強の英霊の一体となり得るものだ。





（古びた一冊のノートより抜粋）
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　最高だ──

　史上初のはずの英霊召喚を果たした男は、この瞬間を内心でそう形容した。

　我知らずに喝采かっさいの言葉を叫んでいたとしても不思議ではない。

　自らの家系たる仁じん賀が家の歩みは無駄ではなく、こと魔術の世界に於いては後進と見なされている極東にあって、数百年の歴史を積み上げてきたことは有為そのものであったという強い実感も得た。

　召喚の工程そのものに大した術理は存在しないが、それでも、今まさに東京で行われつつある史上初の大規模魔術儀式──聖杯を巡っての闘争たる聖杯戦争に相応ふさわしい魔術師であると自身が見み出いだされたのは、仁賀の家系あってのものに違いない。

「はは」

　男は、笑って。

「ははは」

　男は、笑って。

　それから、高らかに喝采した。

　先刻の呪文の時と同じか、それ以上の高揚を以もって。

「やった、やったぞ」

　ひとりきりの喝采をどれだけ続けたろうか。

　数秒か、数分か。一〇分以上ということはなかったはずだが、その時の男は完全に時間感覚を失っていた。史上初であろう英霊召喚を成し遂げてみせたことは、聖杯の力に依よるものであると正しく認識してはいても、そこまでの歓喜ではあった。

　男──

　仁賀征せい爾じは魔術師だった。

　瘦やせ形の男だった。

　研ぎ澄まされた鋭利、と取るか。

　青ざめた貧相な容貌ようぼう、と取るか。

　見る者によってその印象は一八〇度変わるだろう。

　だが、この瞬間はどうだ。

「……俺は、やったぞ」

　極東に於いては比較的古く、名門と呼ばれるに相応しい家系に生まれ育った。

　二十代で当主の座を魔術刻印と共に先代より譲り受け、聖堂教会からの依頼であるとはいえ魔術世界の中心たる魔術協会の主催にも等しい都市規模の魔術儀式に選出されるだけの腕を持った魔術師ではあったが。

　彼は、己の二十数年の人生と己の家系に必ずしも満足はしていなかった。

　名門とは言っても、相対的なものに過ぎない。

　玲れい瓏ろう館かん家のような正真正銘のそれとは規模が違うし、表の社会への影響力も薄い。

　更に極東は魔術世界では後進的な辺境と見なされており、事実、ロンドンに本拠を置いている時計塔──魔術協会のレベルには程遠い。すなわち、真理、魔術の窮極にして最高の神秘たる根源に程遠いということに他ならない。

　家系の魔術たる錬金術を学びながら、魔術刻印を受け継ぎながら、仁賀という男は常に焦燥と渇望に駆られていた。これでいいのか。自分も、父や祖父のように、研鑽けんさんと継承の果てに未来の子孫が大願を手にすることを夢見ながら生きていくだけなのか？

　違う。

　違ったのだ。

　自分は選ばれた。

　これまで感じて来たのは焦燥、渇望、否──野心であったに違いない。

　東京へ持ち込まれた聖杯の由来など知ったことではない。

　聖堂教会の連中が厳おごそかに語る「大聖杯の起動はすなわち奇跡の証明」「故に、貴方あなたたち魔術師の協力を経て我らは奇跡を証明するのみ」「貴方たちが、聖杯の万能を用いて大願を果たすことを阻むものではありません」といったお題目を鵜吞うのみにする訳ではないが、ここは、乗ってやろう。

　魔術協会の使いの態度は忘れられない。

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れい。時計塔は、極東に於ける魔術儀式を、聖杯戦争を、根源到達へのアプローチとしては下策、念のために記録しておくべき事柄としか捉とらえていないのか？

　真実は不明だが、この自分を、仁賀征爾という男を侮っているのは明らかだった。

　だが。しかし。

「ははは。英霊……いいや、サーヴァントとしてみせた！　この俺が！

　伝説を、神秘の具現を、使い魔の一体として枠に塡はめることが出来たのか！」

　確実に、着実に。

　大聖杯への一歩をこの自分が歩んでみせたのだ。

　聖堂教会から、他の魔術師が英霊召喚に成功したという報しらせは受けていない。

　ならば、やはり。史上初。この世界でただひとり、完全な形での英霊召喚を最初に果たしてみせたのだろう──

「俺は！　やるぞ！」

　決意が。高揚と共に唇からこぼれる。

「俺は！　六人六騎のすべてを屠り！

　この東京の何処かに隠された大聖杯を必ずや見つけ出し！

　この手に聖杯を──魔術師の悲願たる根源をもたらせてみせようとも！」

　喝采まじりの叫び。

　声が、暗がりの倉庫を震わせる。

　内部の貨物をすべて廃棄してがらんどうになった倉庫内部には、今、仁賀以外には召喚したばかりのアサシンだけしかいなかった。協力者などいない。家系に近しい魔術師を戦力として東京に呼びつけることもなかった。

　仁賀は、聖杯戦争の本質は孤高の戦いであると認識していた。

　己のすべてを懸けて行うべき闘争、と。

　故にこそ、既に家系の財産すべてを注ぎ込んでいるのだ。倉庫の中でどれだけ叫ぼうとも気にする必要はない。周囲の倉庫群は中の貨物ごと買い取って、自らの魔術工房として手を加えている。港区倉庫街のこの一帯は、今や、仁賀征爾の領域だ。

　足を踏み入れる魔術師あれば、屠ってみせよう。

　攻め込んで来る英霊でさえも、返り討ちにしてみせるとも。

　自分とこの女とで。

「……サーヴァント」

　漸ようやく、彼は認識する。

　召喚を通じて自らと魔力的に繫がった相手を。

　現界を果たした英霊、自らの最大戦力にして聖杯戦争の鍵かぎたるサーヴァント──




　──それは、年若い女の姿をしていた。




　そう認識した、瞬間。

　突然の情動が仁賀の脳裏を過よぎった。

　英霊は極めて強力な存在だ。人智を遙かに超えて、神話・伝説を地上に再現し、魔術師の行使するそれなど児戯であるかの如く神秘を自在に行使してみせる。

　故に、喩え若い娘であったとしても。

　ただの女であるはずがない、のに。

（女……）

　そう、思った。

　胸の奥が弾んでいた。

　体の芯しんが熱くなった。

　二十数年を生きてきたこの身に覚えのない反応だった。

　或あるいは、その瞬間、英霊の召喚という事実に人生最高の昂たかぶりを得ていなければ、彼は反応しなかったのかも知れない。冷静に、超常の神秘の具現としての女を観察する余裕があったのかも知れない。

　だが、そうはならなかった。

　興味を抱いた。

　有り体に言えば、そう、欲情していた。

　若さに満ちた張りのある肢体に。

（年は……十代の半ばか、後半……か……）

　見み惚とれた。

　瑞々しく、しなやかな女の姿に。

　均整の取れた褐色の肢体に。

　ぴったりとした薄い黒衣に覆われた、その肉体に。

　戦うために鍛え抜かれていることを見抜くこともなく、ただ、意図的なまでの女らしさに満ちた女の肉体に目を奪われた。

　哀しいかな、彼は、刃やいばを以て命を懸ける武に触れる者ではなかった。

「……お前……俺の、サーヴァント、だな？」

　仁賀征爾は気付かない。
















　この女が、紛まごうことなき戦士であることを。

　肢体も。黒い薄うす衣ぎぬも。女の武器に過ぎないというのに。

「俺の召喚に応えた……俺の願いを、果たすために……お前は来た」

「はい」

　何かを堪こらえるような、押し殺すか如き声だった。

　女の声だった。

　仁賀は、女もまた欲情しているのだと認識した。

「なら、俺を主人マスターとして認めている……そうだな？」

「はい」

　何かに耐えるような、大人しく静かな声だった。

　女の声だった。

　仁賀は、女が自分を待っているのだと認識した。

「お前の名を知りたい。言え」

「私の名を、貴方は御存じないのですね」

　何かを悟ったような、酷ひどく落ち着いた声だった。

　女の声だった。

　その表情は白い仮面に覆われていて、覗うかがうことはできない。

　目元から鼻にかけては隠されている。だが、顔の輪郭、そして形の良い唇から鑑かんがみれば美しい顔立ちをしていることは確実に思えてならない。仁賀は、仮面の向こうで女が蠱こ惑わく的に微笑んでいるさまを想像した。

「私は、アサシンの名と階梯クラスとに導かれた者にございます」

「そうか」

　自らの襟元を緩めながら、頷うなずく。

　女は求めている。

　なら、応えてやらねばならない。

「私は、あらゆる命を、殺す者です」

「そうか」

　女へと一歩ずつ近づいて、頷く。

　女は憂えている。

　なら、慰めてやらねばならない。

「殺すことしかできない者です。それでも、お側に仕えて……宜よろしいのでしょうか」

「無論だ」

　女の頰に手を伸ばしつつ、囁ささやく。

　女は迷っている。

　なら、自分が導かねばならない。

　出会ってしまったのだ。運命の相手に。ならば、こうする他に何がある？

　仁賀征爾は一切の疑問なく彼女の圏内に足を踏み入れる。迷わず、憂えず、ただ求めるがままに行動しているのは自分自身であることに、彼は気付かない。魔術的な精神防御を施してあるにも拘かかわらず、自らの領域たる魔術工房の内部であるにも拘わらず、彼はそうしてしまう。

　サーヴァントの能力スキルに依るものか？

　否。そうではない。

　それは、マスターに認識できるものではない。

　小聖杯の膨大な魔力に裏打ちされた召喚に伴う、性能パラメーターと能力スキルとで構成される魔術的存在として英霊を押し込めた〝サーヴァント〟という形態を把握しただけでは、理解できるはずもない。




　──それは、彼女という存在の在り方だから。




「なら、我があるじマスター。貴方に、我が身すべてを捧ささげます。名も、宝具も」

　習性と言っても構わない。

　女は──

　アサシンは、伸ばされた男の手を握る。頰に触れられるより先に。

　それから、くるりと掌てのひらを返す。体のバランスを崩された仁賀は背後に倒れかけるが、直前に、優しく抱き留められる。結果的に、床に片膝ひざを突いたところで彼女に上から抱えられる形となっていた。

「な……」

　何をする、と言うよりも早く。

　女が寄り添っていた。

　視線の先に──仁賀の真上には、女の顔があった。

　頰に、無造作に伸ばした黒髪に、女の指が触れる。

　ああ。この女は欲しい。いいや召喚を果たした瞬間からこの俺のものだ。

　共に大願のために歩む者だ。

　大願とは何だ。いや、それよりも今はただ、口付けキスがしたい。

　そう、彼は考えた。刹せつ那な。




　──唇と、唇が、重なる。




　彼にとっては生涯初めての体験だった。

　異性との交友関係が皆無だった訳でもないが、それでも、こんなものを味わったことなど一度もなかったと断言できる。声を発するための器官は、口は、舌は、塞ふさがれているので、代わりに彼は喉のどで呻うめいた。甘美の呻きだった。

　柔らかな唇だった。

　熱い、口付けだった。

　たちまち陶然となって──

　何もかもが曖昧あいまいになる。意識と思考が淀よどむ。

　大願。悲願。家系。

　魔術協会。聖堂教会。

　聖杯。大聖杯。小聖杯。

　英霊。召喚。性能。宝具。

　何かがひどく気に掛かるが、それ以上を彼が想うことはなかった。

　熱く、柔らかく、蕩とろけるほどに甘い快楽が唇と舌越しに脳髄へとたっぷり染みこんで。




　──そのまま、仁賀征爾は二十数年の生涯を終えた。
















「……真名、ハサン・サッバーハ。宝具は妄想毒身ザバーニーヤ」

　ぽつり、と。女が言葉を漏らす。

　既に唇は離れていた。

　女が手を離すと、生命の熱を完全に失った仁賀の体がぐにゃりと床へと倒れ込む。

「我が身すべては毒の塊」

　爪、肌、肉、体液。

　すべてが毒。

　すべてが刃。

　すべてが死。

　それが、ハサンの名を持つ女の正体ではあった。

　女のかたちをした毒。

　毒として完成した女。

　遙か、インド神話に於ける〝毒の娘〟の再現が如くして在る暗殺の華。

　上質の香水が如き体臭さえ、吐息さえ、毒。

　瑞々しくも艶つややかな肌さえ、肉体さえ、毒。

　特に、粘膜のそれは強力に過ぎる。人間の魔術師がどれほどの護符や魔術で身を守っていようとも、ひとたび触れれば、その結果から逃れる術すべはない。英霊の身であろうとも、この死の接吻キスを二度も受ければ同じ結末を迎えるだろう。

　つまりは──

「すなわち、死」

　女は、戦士だった。

　正しくは、暗がりで命を奪い続けて来た者だった。

　定められ、命じられるままに。

　自らの在りように従って。

「…………」

　糸の切られた操り人形が如くくずおれたマスターを見つめると、女は、息を吐く。

　深く、深く。切なげに。

　周囲に生物がいたならばその動きを止めていただろう、毒の息。

　数秒の間そうしてから。

　女は、マスターの死体に屈かがみ込んで。

　冷たくなり始めた唇に、もう一度、自らの唇を近づけて──




「……あなたでは、なかった……」




　触れるか触れないかの距離で。

　短く、そう言った。
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　以前の記述の通り──




　魔力なくして彼らは存在し得ず。

　すなわち、マスターなくして彼らは存在し得ない。




　厳密には、英霊サーヴァントの召喚及び現界に用いる魔力は、聖杯──

　小聖杯が行うことになる。

　聖杯こそが不可能を可能とする。

　是は、大聖杯が万能の願望機であるという傍証として考えられる。




　ただし。

　召喚した後のサーヴァントの肉体維持、その他、戦闘行動等による逐次消費。

　これらの魔力については、すべてマスターが受け持つことになる。




　更に言えば──

　マスターはサーヴァントにとっての〝現世への寄る辺〟となる。

　召喚された英霊は、その時代の人間であるマスターを要かなめ石いしとして現世に留とどまるのだ。

　やはり、マスターなくして彼らは存在し得ない。




　ならば、マスターを失えば？

　英霊本来の性質にも依るが、多くはただちに消滅する。




　マスターを失った時点でサーヴァントは寄る辺を失い、現世から霧散する。

　単独行動スキルを有していれば一日から数日間は肉体を維持できるが、単独行動スキルはアーチャーのクラス特性であり、他クラスのサーヴァントには当てはまらない。




　だが、例外は存在する。

　神話、伝説、逸話に於いて長期の単独潜入等の相応の活躍を果たした英霊は、クラスに依らず単独行動スキルを有する可能性がある。

　故に、マスターを殺害した直後でも決して油断するな。




　更なる例外が──




　大量の魔力消費による霧散の抑制、肉体の維持である。

　一例が、以前も記述した、魂の〝摂食〟による魔力補充・維持となる。




　先述の通り、我ら魔術師にとって魂の〝摂食〟は必ずしも禁ではない。

　しかし、過剰に行えば神秘の漏洩ろうえいを容易に招く。




　例外の例外が発生した場合、速やかに──適切な処置を行う他にない。





（古びた一冊のノートより抜粋）
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　私は、何をしているのだろう。

　私が、私としての意思を有した上での現界。

　有り得るはずのない事象を前に、私は、何をしてしまったのか。

　いいえ。

　いいえ。

　何をしているの、私。




　現界した私は確かに私だった。

　生前とは違う、けれども生前と同じく、毒の華、毒の娘。静謐せいひつのハサン。




　私の前には男がいて。

　男は、生前の私が出会った多くの男たちと同じく、私を求めて。

　私は、私の在るがままに、彼に触れて──




　殺した。また。

　殺してしまった。

　今度こそはと思ってしまったから。




　それは、願い。

　それは、私の浅ましさの極み。




　寄り添う者のすべてを殺す、毒として在った私のたったひとつの願い。

　私に触れても──

　死なず、倒れず、微笑みを浮かべてくれる誰か。

　私は逸はやったのだろうか。聖杯を得る前から、このひとなら或いは、と。




　もしくは。

　私は、狂っているのだろうか。




　私に触れて、命を保っていられる生物などいるはずがないのに。

　たとえ強きょう靭じんな幻想種であろうとも、私は殺してしまう。今や、生前にも増して、私の体は毒だというのに。宝具。私の在り方は、今や、英霊として、そういう形に昇華されてしまったのだから。




　故に、私は願いを果たせない。

　私のマスターである彼を殺してしまったのだから、もう、私は聖杯を得られない。

　私はもう、消滅するのを待つしかない。




　この私は霞かすみと消えて、愚かしさと無念の記憶を座へと送り届けて。

　消えてしまうしか、ないのに──




　止められない。

　私、消えたくない。

　私、死にたくない。

　私、まだ、諦あきらめてはいないのね。




　無辜むこの者を──

　この極東の都市に生きる人々を、殺して。殺して。殺して。

　私を目にして近付いてくる男に、触れて。触れて。殺して。

　一日。二日。

　もう、三日。




　私は人を殺あやめながら、仮初めの体を維持している。

　私は魂を喰くいながら、仮初めの命を維持している。

　もう、望みなど、ないはずなのに。




　渇き、何かを求めながら。

　飢え、何かを欲しながら。

　それは、魔力？　この現界を維持し続けるための糧に過ぎないモノ？

　いいえ。

　いいえ。

　何か、ではなくて。

　きっと誰かを求めるように。




　私は彼らを殺し続ける。今夜も。

　私は街角に立ち続ける。今夜も。

　能力でこの姿を変えて──せいぜい、服装ぐらいのものだけれど。




　雑踏の中、疲れた顔をした男たちが私に声を掛けてくる。

　私は微笑んでみせる。

　精一杯。これから殺める相手が、せめて、最期の瞬間まで夢見心地でいますようにと、僅わずかな想いを秘めながら。




　けれど、ああ。

　どうしてだろう──

　男たちは言う。

　ああ、きみは、寂しいんだね、と。





──それは、噂だった。






「いいえ」





──大人にそっと声を掛ける外国人の少女。






「私、寂しいのではないんです」





──それは、夜だった。






「でも……」





──夜遅くの街中に少女は姿を現して。






「哀しいの」





──それは、死だった。






「だから、笑えていないのかな」





──名前の通りに必ず死をもたらして。






「……貴方は、慰めて、くれますか？」







　そんな風に。

　男たちの声へ、なるべく静かに応えながら。

　今夜も私は、触る。

　今夜も私は、殺す。




　ひとり。ふたり。

　小さなホテルの部屋で五人目の男に触れて、口付けて、殺した後で──




　私は、再び駅前へと向かう。

　東京の夜のことが徐々に分かってきたような気がする。




　正しく言うなら、私に近付いて来てくれる東京の男たちの習性について。

　彼らは日々にとても疲れていて、何かに苛いら立だっていて。

　夜の雑踏にひとりで佇たたずんでいる私を見て、声を掛けてきてくれる。




　色々な人がいる。

　ひとりでいる私の身を案じる素振りの男。

　本当に、慰めようとしてくれているように見える男。

　情欲を隠さない男。

　集団もいる。

　危険な──人間たちの基準で言えば、危険な、軽度の武装を施した男も。




　誰も彼もに、私は触れる。

　基準はたったひとつ、声を掛けてきてくれたかどうかだけ。




　さあ、駅へ行こう。

　東京都豊島区池袋、池袋駅の周辺。この地域はとても人が多くて、いい。

　特に、駅北口のあたりがいい。




　住宅街が近いから、帰宅の途についている男たちが多くて。

　それに、ええ──

　とてもホテルが多いから。

　声を掛けられたら、すぐに、どこかの部屋へ上がれるの。




　でも。あまり何度も、そうしていると……。

　武装した人々に取り囲まれてしまう。




　騒ぎになってしまうと、私に声を掛けてくるつもりのない人まで殺してしまう。

　だから、なるべくいざこざは避けないと。

　私は狂っているのだろうけど、せめて、私の中の決まりルールは守りたい。




　連続で北口の近くに立つのはやめよう。

　東口に、しよう。




　そう、思いかけて──

　私は、私がサーヴァントであったことを否いやが応でも思い返す。

　感じ取る。ふたつの気配。二体の英霊が、今、まさに池袋駅近辺で激突しているのを。

　方角と距離から、恐らく場所はサンシャイン60のあたり。




　逃げよう──




　そう、思ったはずだった。

　私は既に、聖杯戦争に参加することはできないのだから。

　けれど、それを知らない彼らが私の存在に気付けば、私は、殺される。

　だから逃げる他にない。




　私は、自らの気配を完全に遮断しながら、暗い路地裏で跳躍する。

　たちまち雑居ビルの屋上へと降り立つ。

　ビルの屋上を次々と跳んで、もう、池袋を離れてしまおう。




　サーヴァント同士の戦闘に巻き込まれる訳にはいかない。

　死にたくない。

　まだ、生きていたい。

　まだ、諦めたくはないの。




　だから、私は、生きて、生きて、生きて。

　生き延びて──




「あら？」




　──声が、した。鈴の音の鳴るような。




「あなた、珍しいのね。ううん、サーヴァントの知り合いは多くないけれど」




　──運命が、其処そこには立っていた。




「あなた、アサシンよね」




　──少女の姿をして。




「へえ、そう」




　──すなわち、全能が如き少女。少女が如き全能？




「あなた」




　──月夜に微笑む、それは、世界の王女ポトニアテローンであるように見えて。




「主人がいないのね？　それじゃあ……」







　少女の真っ白な手が。

　星明かりと月明かりを浴びながら。

　輝き、目ま映ばゆさ、そのままに──私の、褐色の肌に触れていた。

























　一九九一年、二月某日正午。

　東京都新宿区──




　ＪＲ新宿駅東口付近。俗に言うところのアルタ前。

　駅を出た直後の右手側に交番を見掛けた時には冷や汗を搔かいたものの、來きた野の巽たつみの心配はどうやら杞き憂ゆうで終わってくれそうだった。新宿という場所のせいなのか、正午という時間のせいなのか、正真正銘の平日であるにも拘かかわらず東口の周辺は多くの人で溢あふれている。

　新宿の人混み。基本的には二十歳前後の男女が多いように見えるけれど、正直、他人の年頃を当てるのがどうにも巽には苦手だった。昨夜だって、新しい友人の年齢をかなり間違えた。とは言え、大学生だろうか、自分と同じくらいの年格好の男性も多い。

　これなら、自分と彼──新しい友人の姿も目立つまい。

　すらりとして清涼な印象のある外国人の彼は、整った顔立ちで、もしも教室に連れて行きでもしたら女子生徒の黄色い歓声が飛び交うことは間違いないものの、落ち着いた風貌ふうぼうの彼は、どういう理由か、人混みの中によく馴染むというか。

　其処そこにいるのが自然に見える。

　巨大なアルタビジョンをふと見上げて、へえ、と静かに頷うなずきながら歩く彼。

　確かに。馴染なじんでいる。

　それでも、整った容貌に、穏やかで優しげな翠みどり色の瞳ひとみ。

　彼に一度でも気付いてしまえば、目は留まる。ほら、今も、横を通りすがった若い女性たちが「予定がなければいつまでも見つめているのに」といったような表情を浮かべながら、残念そうに西新宿方面、手書きの映画看板が壁面にずらりと連ねられたＪＲ線路脇の小道へと歩いて行く。

「頭は理解しているつもりでも、やはり驚いてしまうね」

　おっと。彼が何か言っている。

　女性たちをぼんやり視線で追うのを止めて、巽は彼へと向き直る。

「ああ、うん。そうだな。外人さんって、やっぱり目を引くっていうか」

「この画面アルタビジョンのことさ」

「あっ」

　これはいけない。

　完全に、変なやり取りになった。

　人の話は平静な気持ちで聞きなさい、と母方の祖母からよく言われていたのに。

「そうだよな、お前の時代には街頭ビジョンなんてなかったろうし。テレビ、まだなかったろ？ ……あれ、でも、現代の知識は一通り備わってるんじゃなかったっけか」



















「言ったろう、理解しているつもりでも、って」

「あ。ごめん」

　またやってしまった。

　すっかり抜けていた。

　自分の悪い癖を呪いつつ、巽は頭を下げる。

「気にしないでいいよ、巽。分かり難にくい感覚なのは確かだ」

「悪い、ほんと。……それで、えっと、どうかな。新宿。お前の言ってた通り、人のいっぱいいる場所に来てみたけど」

「うん。いいものを見られた。外観こそ変わるものはあっても、人は変わらないね」

「んー？」

　何を言ってるのか──

　自分と同年代か、せいぜい二十歳前後にしか見えないというのに。

　この新しい友人は、実に、変わった物言いをする。

　けれど、それも当然ではあるのだろう。

　何故なら、彼は。

「連れてきてくれてありがとう、マスター」

　彼は、人間ではなく。

　現代を生きる者ではなく。

　この、來野巽によって召喚された──サーヴァントであるのだから。
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Fate/Prototype　　　　　　




蒼銀のフラグメンツ







『Beautiful Mind』
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　サーヴァントの知識について。

　先述した通り、聖杯戦争が如何いかなるものか、召喚された瞬間から英霊サーヴァントには一通りの前提知識が聖杯によって自動的に付与されている。




　自身が魔術師マスターによって現界しているという事実。

　七騎の英霊と七人の魔術師。三画の令呪。

　最後の一騎と一人となって聖杯を手にすれば、自らの願いが叶かなうということも。




　本来の在り方とは異なり、性能パラメーターと能力スキル、そして階梯クラスとで構成される魔術的存在として召喚されていることも。その他、英霊同士は独特の気配を感じ合うという性質さえも──




　自らがその一部となる聖杯戦争の仕組みルールを、彼らは理解している。

　万が一にもマスターの側に何らかの問題があり、前提知識の殆ほとんどを、或あるいはすべてを得ていない状態で偶然にも令呪を得て英霊を召喚した、といった場合であっても、サーヴァントは正しく状況を理解し、己おのが主人へと聖杯戦争の何たるかを語り得るだろう。




　一方で──

　英霊たちは、現代に対する知識も聖杯によって与えられる。

　聖杯戦争の開かれる東京に於おける言語や一般的な知識を自動的に付与されるのだ。




　故に魔術師の側は、異境の英雄の母語を調査・学習する必要はない。

　同時翻訳を可能とする魔術を行使することもない。

　修得難度が比較的高いとされる日本語を、サーヴァントは母語のように操る。




　監督役の語る所では、是これは、聖杯戦争を円滑に進めるための効果であるという。

　是により、現代の様相を目にしても、耳にしても、英霊たちは自分たちの生前と比して混乱することもなく目的のために戦い続けるのである。




　だが、心せよ。

　既に〝知り得た〟状態ではあっても、それは経験ではない。

　現代の何かしらに対してサーヴァントが強く興味を抱く可能性は十二分に有り得る。




　自らの英霊の性質をよく理解せよ。

　決して、彼らの意識を聖杯戦争から引き離してはならない。





（古びた一冊のノートより抜粋）
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　來野巽は平凡な青年だった。

　少年から青年へと差し掛かった頃合いの、世田谷の都立高校に通う高校二年生。

　成績は中の中。

　運動も中の中。

　気になる女子は、三日に一度は笑いかけてくれる隣席のクラスメイト。

　趣味は野鳥観察と、読書。

　そう、成績には反映されないまでも、本はそれなりに読んでいるという自負はあった。

　とは言え、世界の真実なんてものは知りようがなかった。

　何もかもが平凡だった。

　取り立てて何かが優秀ということもなく。

　せいぜい、双眼鏡や一眼レフカメラのファインダーの向こうに捉とらえた動物が、何故だか妙に長く動きを止めることが偶然にも多く、動物観察や撮影が得意だった程度。

　けれど、一九九一年二月某日。

　こうして彼と新宿を歩いている瞬間から数えて、二日前のこと──




　平凡でないことをした。

　と言うか、見付けてしまったのだ。

　全国共通模試の結果が記されたプリントアウトで偏差値が丁度中間あたりなのを見たこともあって、自分はさほど特別な人間ではなさそうだと自覚した矢先のこと。昨年末に亡くなった母方の祖父の遺品、形見分けの品が実家から送られてきて。

　そう、唯一、クラスメイトたちと異なる点があるとすれば、巽は世田谷の小さなアパートで春から一人暮らしをしていたぐらい。バブル崩壊の煽あおりだか何だかで地方に転勤が決まった父に母と妹は付いていって、受験を控えた自分だけが都内に残る形。

　送られた品々に特別な何かを期待することもなかった。

　日本史の教科書に名前があるような偉人の子孫である証拠とか、とんでもない額になりそうな美術品だとか、そんなものがあるとは予想もしない。今ではすっかり卒業してしまった漫画やアニメに耽ふけっていた数年前であったら、神話や伝説にあるような剣や宝石のようなものが自分に受け継がれて、めくるめく冒険の日々が始まるきっかけとなる──なんてことを夢想したかも知れないけれど。

　古い写真。古い本。インクの切れた古い万年筆や、第二次世界大戦に従軍していた頃のことが記してある手帳のようなもの。祖父の遺のこしてくれたささやかな品々を、ひとつひとつ、想い出と共に嚙かみしめながら確かめていって。

「何だ、これ？」

　過酷な戦争の日々が淡々と綴つづられた手帳とは別の、黒い手帳。

　そこには奇妙な文字の羅列があった。

　何かの呪文じゅもんのような、と思ってしまうのはオカルトチックな本を幾つか好んで読んでいたせいだろうか。それとも、今にして思えばこの身に備わった遺伝的形質のせいか。兎とも角かくも巽はその長い文章を読み上げた。

　魔法陣もないのに。

　言葉は確かに、魔術としての機能を果たしたのだった。

　光を見た。電灯のそれとも、炎のそれとも、月や星、太陽のそれとも違う、科学雑誌にあった核技術特集で目にしたコヒーレント光を巽は一瞬だけ思ったものの、青い光ではあっても異なる性質の光だというある種の確信があって。

　そして、彼が現れたのだ。

　新しい友人。

　年頃は自分よりも些いささか上であるように見える、外国人の男性。目の色が綺き麗れいだった。

　アパートの玄関を開けてやって来たのとは違う。六畳間の上に浮かんで幾何学的な模様を描き出す光──擬似的な魔法陣だろうとは彼から後で知らされた──から、まるで、沸き上がるように。青い光の粒子を纏まとうようにして、実体化したのだ。

　直後の巽の反応は平凡なものではあって、特筆すべきことでもない。

　一応、語っておくと──

　驚きょう愕がくの果てに悲鳴を上げた。静かに、と彼のジェスチャアを見て何とか落ち着いた。

　どう対処すべきかを迷った。大丈夫、と彼が口にする言葉を真正直に信用してみた。

　これは来客なのかと考えた。少し待って、と彼へ告げつつ急須でお茶を淹いれてみた。

　魔術を知らず、神秘を知らず、暴虐を知らず、死地を知らず、平穏の中でのみ育った巽にとっては精一杯の反応ではあったのかも知れない。結果的に、突然の闖ちん入にゅう者を前にして〝対話〟という行為を選んだことは正解のひとつではあったのだろう。

「それで、ええと」

　ひとしきり──

　巽が口にした呪文と祖父の遺品の何かを触媒きっかけにして、本来であれば有り得ないような超常の事象が起きたこと。その事象によって彼がこの世田谷区の片隅の小さなアパートへ姿を見せたこと。彼の名前。

　等々を卓袱ちゃぶ台だい越しの彼の口から聞かされた巽は、二杯目の熱いお茶を喉のどへ流し込んでから、努めて冷静に、祖母の言葉を思い出しつつ切り出した。

「バーサーカー？　ジキル？　ハイド？　お前のことはどう呼べばいいんだ？」

「バーサーカー。そう呼んでくれて構わない」

「そっか」

　けれども狂戦士バーサーカーという感じじゃない。

　それが巽の得た、闖入者である彼への印象だった。

　確か、バーサーカーというのは北欧の古い戦士たちの異名のはずだ。成績には殆ど関係しない知識ばかりが羅列された本の類たぐいを読んでいて良かった。同じ単語を耳にしてもクラスメイトの何割が意味を取れるだろうか。

　そういった点に関しては、自分はそう平凡でもないのかも知れない。

「真名は極力、口にしてはいけない。何処どこに他の魔術師の耳があるのかは分からないからね、きみが望むと望むまいと、僕の正体は隠しておくのがきみのためだ」

「そんなもんか」

「そうだね」

　彼──バーサーカーは穏やかな青年に見えた。

　外国人らしく、床に直接腰を下ろすのは少しやり難そうではあったものの、きちんとこちらが教えたように胡座あぐらを組んで畳の上に座って、巽の目をまっすぐに見ながら言葉を返してくる。問えば、答えてくれる。

　特殊な趣向を凝らした強盗のようなものではない筈はず、と巽は確信していた。

　見るからに金も物もないと分かる一人暮らしの高校生のアパートに押し掛けたりしても何の利得メリットもないだろうし、それに何よりも、彼の瞳。
















　噓を言っているようには感じなかった。

　祖父の遺品を引き合いに出されたからではなく、直感で、巽は昨年に逝去した祖父の澄んだ眼まな差ざしを思った。どこか似ている。何かの意図を以もって相手を誘導しようとしている言葉とは違う、ただ、自分の目にしてきた事柄だけを語る、静かな瞳だった。

「真名、か」

　──真名ジキル。もしくは、反英雄ハイド。

　バーサーカーは、自らの本当の名前としてその二つを巽へ告げていた。

　流石に知っている。海外の、古い小説の主人公の名前だ。善人の学者が、特殊な薬で自分の中に秘められた〝悪人〟の部分を暴走させてしまう、とか、そんな話だった。

　学者の名がジキル。薬で出現する〝悪人〟の人格が名乗るものが、ハイド。

　どちらも厳密には同一人物の名前。特殊な性質を持っている小説の登場人物ならではのものではあって、対して、現実の人間は二つの名前を普通は持たない。

　それでも巽は彼が噓を言っているとは思わない。

　ならば、やはり？

「片方が本名で、もう片方は、本名にちなんで普段使いしてる偽名とか？」

「どちらも僕の真名だよ」

「そっか」

　よく分からない。

　ある種の平行線を描いているという気はしていた。

　何か、決定的なものがこの会話には欠けている。

「お前、さ。バーサーカー。大切なことだからちゃんと答えて欲しいんだけど」

「何だい」

「……人間、だよな。お前？」

「違うよ」

「ん？」

　なるほど。

　それは確かに決定的なずれではあった、けれど。

「流石。いい目を持っているね、巽」

「うん？　目？」

「きみの予感通り、僕は人間ではない。きみと共に聖杯を目指すサーヴァントだ」




　そうして──

　明確に理性を有して語る彼の口から、巽は『聖杯戦争』の存在を知った。

　万能の願望機、聖杯。

　神話の再現者、英霊。

　神秘の行使者、魔術師。

　世界に厳然として在る数あま多たの神秘、知られざる魔術の世界を。

　自分の〝右目〟が、ある種の魔術行使を可能とする〝魔眼〟であること。母方の一族は恐らくは魔術師の家系の末裔まつえいであり、口伝なりの継承がなかった以上は既にその過去はなかったものとされているのだろうけれども、巽自身は、その形質を隔世遺伝として偶然にも受け継いだのだろうということ。

　そして、自分が、聖杯戦争の参加者たる魔術師マスターのひとりとして選ばれたことを。

「聖杯戦争、か。そいつが東京で始まるんだな」

「そうだとも。いや、もう既に始まってる……とも言えるだろう」

「なるほどね」

　正直なところ。

　半分くらいしか理解できていない、という自覚はあった。

　魔術の世界？　聖杯？　英霊？

　魔術師？　自分が？

　理解どころか信じるにしてもかなりのエネルギーを必要とするような内容ばかり。

　それでも、バーサーカーを名乗る彼の言葉はすべて真剣に聞こう。

　巽はそう決めていた。出会ってからの僅わずかな時間で、ただ、それだけを決めた。

　何もないところから人が現れるという超常の事象を目にしたから、ではない。そんなものは奇術トリックの類でどうとでもなる気がする。

　聞こうと決めた理由。それは──

　彼バーサーカーの瞳が、やはり、似ていたからだろう。

　最後に巽が目にした、祖父の透き通った双眸そうぼうと。
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　聖杯の絶大なる力を以て召喚される英霊は、英雄である。

　少なくとも聖堂教会の人間はそう魔術協会へ語ったという。




　是は一面では事実ではあるが、特殊な例外が存在している。

　それが〝反英雄〟だ。




　悪の性質を持ちながらも英雄と定義される者。

　いわゆる〝反英雄〟とはそういった者たちだ。文字通りに聖なる杯であるという聖杯が、悪に類する者を召喚することは本来であれば有り得ない。

　善悪といった観念的なものをここで論じるつもりはない。

　が、少なくとも聖堂教会の語る〝善き魂〟が英霊であるならば是は矛盾ではある。




　理由は幾つか考えられる。

　本来の性質は正しく善でありながら、例外的に悪を内包する英霊──であるとか。

　善悪がやはり観念的なものであるならば、この説も些か苦しいだろう。




　別の可能性を語るとすれば。

　そも、聖杯は〝善き魂〟ばかりを導くものではないのだ、という仮説。

　であれば、正しき英雄の中に〝反英雄〟が混在していても道理ではあろう。




　聖堂教会の人間はこの仮説を強く否定している。

　彼らの言葉を借りるのであれば。




「聖杯はまったき善である」と。




　彼らは断言する。

　故に、万が一にも〝反英雄〟が聖杯戦争に姿を見せたのであれば、前者の説こそが正しいに違いない。彼らはそのように我ら魔術師に語りはしたが──




　彼らが彼らの奉ずる神にかけて誓う言葉は、彼らにとっては絶対である。

　であればこそ、ここは彼らを信ずる他にない。が。




　妙な胸騒ぎが在る。

　占星術なりで何かしらの予見を得た訳ではなく。ただ──

　言いようのない不安が、今、私の胸には在る。





（古びた一冊のノートより抜粋）
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　夜の新宿。京王百貨店屋上。

　空が見たい、と小さく口にした彼を巽はここへ連れてきた。

　まだ東京にいた両親や幼い妹と一緒にこの場所へ来たのは子供の頃で、中学にも上がっていなかったように記憶している。そう、はっきりとした記憶だった。

　夜が消えたかのような東京に暮らしていると不思議と夜空をあまり見上げなくなる、と語っていたのは確か母だったろうか。母の故郷にして祖父が住んでいた田舎は随分と緑深い山間の小さな集落に在って、夜ともなれば見渡す限りの星空が現れて、子供心にも「すごい」と思ったもので──そのせいか、空にほど近いこのデパート屋上に来た時、我知らずに幼い巽は空を見上げたのだ。今も、こうして。

　少ないながらも、星は在る。

　祖父のいた田舎ほどではないまでも、美しく煌きらめいて。

「……冬の大三角は、どれだっけか」

　白い息を吐きながら、呟つぶやく。

　空へと向けていた視線を戻すと、ひどく懐かしい光景がそこには在った。デパートの屋上につきものの、小さな遊園地じみた遊戯施設──幼年向けの乗り物が幾つか並ぶ京王スカイプレイランド。午後五時を過ぎているから、もう営業は終了している。

　人の姿は殆どない。

　フェンス近くのベンチのひとつへ腰掛ける巽とは裏腹に、彼、バーサーカーは涼やかな瞳を星の少ない夜空へと向けていた。何を思っているのだろう。彼の故郷、というか、生前の彼が暮らしていたという英国首都ロンドンとは、見える星も違うのだろうか？　それとも、星の見え方が異なるのは北半球と南半球だったろうか？

「二日前。出会った夜にも言ったね」

「ん」

「僕は、確かに小説として語られる物語の登場人物ではある。正確には、そのモデルとなった人間だ。いいや、その人間が死後に英霊と化したものが、聖杯ときみによってサーヴァントのかたちとして導かれたものだ」

　それは、確かに二日前の晩にも聞いた言葉だった。

　あの時と同じ感慨を巽は抱く。すなわち。

「ややこしいな……」

「すまない。でも、これが事実なんだ。生前は碩せき学がくたらんと客観をこそ心掛けていた僕だけど、今は、この上ない程に確かな客観的事実を有しているからね。人間ではなくサーヴァントであればこそ、僕はそう断言できるのさ」

「いいよ。信じる。お前はサーヴァントっていう存在で、人間じゃなくて、俺と一緒に聖杯戦争ってのをするために来たんだろ」

「ああ」

　星空からこちらへと向き直りながら、彼が頷く。

　美男子だった。

　小説で読んだジキル氏というのはもう少し年齢が上のような気がしたけれど、それを口にすると彼はこう答えた。必ずしも僕たちサーヴァントは死亡時点での姿で現界するばかりではないようだね、と。どうにもそういうものらしい。

「僕は、前世紀……十九世紀の人間だ」

「もう聞いたぞ」

「そうだね。もう言った。だからこそ、この二十世紀を生きる人々を、街の姿を目にしてみたかったんだ。この一九九一年の東京がどんな社会、風俗であるのかは、聖杯から付与される知識もので把握はしていたけれど」

「それも聞いた」

「ああ。そうだね。そして僕は今日、知った。人々は変わらないと。街もそうだ、多くの人々がその生を謳おう歌かする場所に他ならない」

　そう言って、何故だかバーサーカーは微笑んだ。

　柔らかく、優しい表情だった。

　アルタ前だけではなくて、夜に至るまでの間じゅう絶えず振り返ったり囁ささやき合ったりしていた通りすがりの女性たちがこの微笑を目にできたら、きっと喜んだろうに。こんな夜中の殆ど誰もいないようなデパート屋上で、自分にだけ向けるのは勿体もったいないな、と巽はぼんやりと思考する。どうして笑ってみせるのか、この、時を超えて現れた──小説の主人公と同一人物であると名乗った新しい友人は。

「えっと、満足したってことか？　それならまあ俺も良かったよ。わざわざ平日に授業さぼって案内した甲斐かいがあるってもんだし」

「感謝しているよ、巽」

「いや。あらたまって礼を言ってくれって意味じゃないぞ？」

「感謝しているのは本当なんだ。だから、言わせて欲しい」

　妙に改まって、何だろう。

　内心で首を傾げてから、実際にも首を傾げてみせる巽へとバーサーカーは言った。

　語調を変えずに静かな印象のまま。けれど、何処かに僅か、熱意を──

　否。きっと、決意を込めて。

「僕は今尚なお、悔やみ続けている。霊薬を用いての実験が導き出したものであったとしても、自らの裡うちに在った〝悪ハイド〟を止められなかった自分自身の人生を。命と引き替えに止めた時には、既に多くの犠牲を出していたという事実を」

　真しん摯し。真剣。

　決して声を荒げたりしている訳ではないのに、叫びのように、切なげな言葉。

　余計な口を挟める雰囲気ではなかった。

　だから、巽は黙って、彼の視線と言葉を受け止める。

「僕は無力なサーヴァントだ。宝具として現出する霊薬を用い、狂化──獣化と言ったほうが近いかな──つまり、反英雄ハイドとしての性質を顕あらわさないことには一般的な人々と殆ど大差がない。英霊特有の気配を有さない代わり、一切の能力スキルも発動せず、割り当てられた性能パラメーターも発揮されない」

　一旦いったん、彼が言葉を切る。

　それは昨晩に聞かされた話だった。

　だから、現界したまま外を出歩いてもまず敵に感知されることはない、と。

「僕は無力だ。暴走せずには力を発揮することも難しい。正体を探り合いながら死闘を繰り広げることになるだろう聖杯戦争に、僕という個は、きっと向いていないだろう。

　だとしても、僕は思ってしまう。僕がかつての人生を送った時間、場所と変わらずに人々が在るこの街ならばこそ、今なお胸に燻くすぶる無念を晴らしたい、と」

「……それ、今日、外に出掛けたいってお前が言ったのと関係してるんだな」

　やっと、巽は言葉を告げる。

　意味を違たがえていませんようにと、僅かに何かへ願いながら。

　すると、三つの名を持つ彼サーヴァント・バーサーカーは──

「そう。聖杯戦争は、魔術師たちの性質によって暗闘として定められてはいるけれど、しかし英霊の力は甚大だ。荒ぶる神話、伝説の再現として振るわれる彼らの力は、きみのお祖じ父いさんが目にした大戦のそれにも等しいかも知れない。激化すれば、東京は文字通りの戦場と化し、多くの人々が犠牲となるだろう。だから、僕は」

　再度。彼は、微笑みながら。

　瞳は真剣なまま、真摯なままで。

　ただ、顔のかたちだけを優しげなものへと変えながら。

　こう言ったのだ。




「今度こそ、初めから正義の味方で在りたい」

　──と。





[image: ]






　過去、巽は正義の味方だったことがある。

　変身したり巨大なロボットに乗り込んだりして、街を脅おびやかし、多くの人々を恐怖に陥れようとする邪悪な怪人たちや組織を相手に、与えられた正義の力を以て立ち向かい、街と人々の平和を守り続けた──他の、同年代の男子たちと同じように。




　幼い頃の日々。

　他愛たわいなく世界を守っていた、過去。

　たとえば、この京王スカイプレイランドで無邪気に遊んでいた頃だ。




　小学校低学年の頃までは、そうだった。今はもう遠い過去の記憶ではあって、実感を伴って思い返すことはあまりない上に、そうしようとするとあまりに気恥ずかしいから取り立てて思い出そうとはしない。

　でも。確かに、自分は正義の味方だった。




　テレビで見た仮面を纏うヒーローたちと自分とを同一視して、近所の友人を邪悪の怪人や組織の尖兵せんぺいとして。勿論もちろん、入れ替わりに自分が邪悪の側でヒーローに立ちはだかったことも、同じぐらいの回数あった筈だ。幼いごっこ遊び。興味なげに、それなのに「お兄ちゃんと一緒がいい」とついて来る妹を主に人質役にしたりして、日が傾くまで世界を救い続けたり、世界を襲い続けたりした。




　楽しかった？

　よく覚えていない、というのが正しい。

　巽の中では幼い頃の他の記憶と一緒に、漠然と〝皆で遊んだ楽しい過去〟として納められていて、正義の味方にまつわるものだけを取り上げて楽しいとか、楽しくなかったとか、そう明確には整理されていない。




　ただ、ひとつだけ。

　気恥ずかしさを乗り越えて思い出される事柄が、ひとつ、あった。




「ねえ、お兄ちゃん」

　そう──

　妹が声を掛けてきた時のこと。




　珍しく遠出をして遊んで、丸子川沿いに歩いて家へと帰る最中のこと。現在住んでいるアパートにごく近い場所にあった二階建ての一軒家へと、二人並んで手を繫つないで。

　同じ年頃の子に比べても小柄だった──今はすっかり背も伸びて、生意気にも「来年にはお兄ちゃんを超しているかも」なんて宣のたまっている──妹は、大抵、巽が遊びに向かう場所にはついてきていて。




　帰りは、必ず手を繫いで歩いた。

　母からも父からもそうするように言われていたし、こちらが手を伸ばさなくても、妹は勝手にこちらの手を握ってきていたから、自然とそうなった。

　あの頃の妹はあまり沢山喋しゃべるほうではなかったから、帰り道も、大抵、何かを話すのは自分ばかりで、妹は「うん」と頷くばかり。故にこそ、あの時のことははっきりと今も覚えている。思い出せる。




「さっき、ノリくんが、わるものやったときね」

　詳細は覚えていない。

　ただ、確かに、同級生のノリミツと遊んだ後のはずだった。




　ノリミツが悪役。東京を襲う邪悪の尖兵役。

　対して巽が正義の味方。悪と戦う改造人間とか、そういうモノ役。

　そして、妹は普段通り人質役で──




「ちょっと、こわかった」

　何が妹にそう言わせたのかは分からない。遊んだ具体的な内容までは現在の巽は思い出せなくて、ただ、比較的演技派というか入れ込んでしまう性質たちのノリミツが悪役をやると見事なまでに大声で悪そうに笑ったり、テレビの中の悪役さながらにあれこれと口上を述べるもので、近所の大人たちからはよく「うるさい」と注意されていた。




　だから多分、怖かったのだ。妹は。

　すっかり悪役気取りで振る舞うノリミツの言葉が。声が。




「ちょっとだけだよ」

　そう言う妹の手は、僅かに。ほんの僅かに。

　震えていて──




「でも、お兄ちゃんがいたから、こわくなかった」

　なんだそりゃ。

　怖かったんじゃないのかよ。

　確か、自分はそんな風に言って、妹に笑ってみせたのだと思う。
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「……正義の味方か」

　京王百貨店の夜の屋上で、新しい友人の言葉をぽつりと反芻はんすうする。

　來野巽は平凡な青年だった。

　成績は中の中。

　運動も中の中。

　趣味は野鳥観察と、読書。

　到底、世界の真実なんてものは知りようがなかった。

　魔術を知らず、神秘を知らず、恐怖を知らなかった。

　同年代の男子たちとまったく同じく、何とかいう昔の占星術師が〝予言〟したという一九九九年ハルマゲドンを八年後に控えながら、時たまに「予言が本当だったら」と話すことはあっても、それなりに忙しく、それなりに楽しみながら一九九一年を過ごしているだけで。

　何もかもが平凡だった。

　幼い頃に、友達を相手にごっこ遊びをしていた過去さえ思い出すこともなく。

　けれど──

（東京が、戦場になる？）

　聖杯戦争。

　そういう名前のある種の魔術儀式であるとは聞いていて、戦争というからには命のやり取りをするものなのだろうかと朧おぼろ気げに認識してはいた、ものの。有り体に言えば実感は薄かった。他人はおろか自分自身の命が危機的状況に陥る、ということさえ具体的な感慨は浮かんでいなかった。突然言われても、そんなものは無理だ。

　だからこそ、普段とそう変わらずにバーサーカーの話を聞くことができたし、こうして新宿の街を案内することもできた。他ひ人と事ごと、という言葉が一番近かったかも知れない。

　けれど。今。

　東京が戦場になる、という旨の言葉を聞いて──

　思うことがあった。

　感じることも。

　東京、という名前はこの国に於ける都市の名前だ。

　紛まごうことなき首都。自分の暮らしている街。

　父の転勤に際して巽ひとりが住み慣れた東京世田谷に留とどまることを選んだのは、勿論、最大の理由は受験のためではあって、他に何かを意識したことはなかった。

　そうだとしても。

　思うことがあったのだ。

　感じたのだ。

　ああ、東京を、來野巽という人間は〝自分の街〟だと認識していることを。

　東京。小学校や中学校からの付き合いである腐れ縁の悪友たちがいる、この街。

　東京。朝、ゴミ出しの時にいつも挨拶あいさつしてくれる和やかな老人がいる、この街。

　東京。夜、学校帰りに立ち寄っては言葉を交わすコンビニ店員がいる、この街。

　東京。通学に使っている私鉄駅前でいつも忙せわしく行き交う人々のいる、この街。

　──三日に一度は笑いかけてくれる隣席のクラスメイト女子がいる、この、東京を。

「正義の味方、か」

　再度、我知らずに同じ言葉を呟いていた。

「滑稽こっけいだと笑ってくれても構わないよ、巽マスター」

「笑うもんかよ」

　短く返答した。

　素っ気なく言った、心からの言葉だった。

「俺、魔術とか、そのへんのことはさっぱりだ。この右目だって、お前に言われるまでそんな大したもんだとは思ってなかったし、ちゃんと使えるかどうかも分からない」

「僕が指導するよ。生前は魔術師ではなかったけれど、薬学の果てに錬金術の一端ぐらいには辿たどり着いていた。ある程度は、教えられることもある」

「それで勝てるのか？　魔術師や英霊って、化け物じみてるんだろ」

「分からない」

「はは、何だよそれ。正直だなー」

　軽く笑ってみせる。

　きっとこれも、実感が薄いせいだ。

「笑わすなよな」

　肩を竦すくめて、巽はまたも夜空を見上げる。

　星は少ない。

　遺品整理のために実家へ戻っているだろう母や妹も、多分、同じように空を見ているだろうという妙な確信があった。まだ忙しく地方の新しい職場で働いている筈の、今時っぽく言えば企業戦士をやっている筈の父も、きっと、空を。

（親不孝、ってのとは違うよな。巻き込まれちまったんだし）

　自分の体に浮かび上がった、痣あざのような模様を思う。

　令呪。自らのサーヴァントへの絶対命令権にして、聖杯戦争の参加者であることを厳然と示す、聖杯から賜ったとされる黒色の翼紋。羽の数は一枚。枚数が多ければ多いほど優秀な魔術師であることを示すそうだから、どうやら自分は最下位らしい。

　どう考えてみても分は悪い。

　何とかできる、と考えるほうがどうかしている。

　魔術のもたらす驚愕、英霊たちの振るう力の絶大を未いまだ目にしていないまでも、巽は比較的冷静に認識していた。

　自分の知らない世界。

　神秘の、魔術を操る者たちが跋ばっ扈こする世界。

　この二晩でバーサーカーから聞かされたところでは、魔術師たちは生身ながらも警官隊なり軍隊なりとも渡り合える者もいて、こと英霊ともなれば戦闘機や戦車さえ破壊してみせるのだという。信じる信じない以前に、呆あきれるほどの化け物たちだ。

　常識的に考えて、平凡な自分が相対してどうにかできる相手とは思えない。

　訓練された警官や軍人なりが敵かなわないものを、この自分が？　空手教室なんて半年で辞めてしまったし、せいぜい、幼少期のごっこ遊びの中でしか世界を救ったこともないような、高校二年生の男子が？

　馬鹿げている。そう、理性が明確に告げているからこそ、巽は笑う。

　確かに、大いに馬鹿馬鹿しい。

　昨晩聞いたバーサーカーの性質は、聖杯戦争という仕組みには如何にも不向きではあるし、そんな状態で六人六騎をすべて倒さなくてはいけない、と来る。

　けれど、それでも。

「……逃げられないなら、やるしかないよな」

　この瞬間。

　來野巽は覚悟を決めた。

　本当の戦場を知る人間だとか、実際に魔術の世界を知る人間であれば、そんなものは覚悟でも何でもない。ただ成り行きに身を任せたに過ぎない、と表現するだろう。巽も、この覚悟なり決意なりはその手の類なのだろうとは思ってはいた。

　それでも、だ。

　巽は、これが自分なりの回答だと確信する。

　自分の街を守る。

　巻き込まれた以上は、できる限りのことをする。

　あとは、祖父よりも早くに亡くなった優しい祖母の言っていた通りに。

　平静な気持ちを失わずに、やるべきことを見据えて。

「やろう、バーサーカー。俺は正義の味方じゃないかも知れないけど、でも、俺は、俺に笑いかけてくれる皆のいるこの東京を守りたい。聖杯戦争が東京を壊して、人を殺すっていうなら、俺は──それを止めたい」

　ささやかに。

　平凡に。

　けれど、確かに自分なりの意思を込めて、巽は目前の人ならぬ者へと告げていた。

「……ありがとう。ならば今ここに、僕の願いは果たされた」

「うん？」

「かつての生の中で、悪の狂気と誘惑へと堕おちてしまったが故に〝反英雄〟と化した我が身の心からの願いは、正義を果たすことに他ならない。

　だから巽。僕はおよそ、きみという少年によって召喚された瞬間から」




　──聖杯への願いは。既に、果たされている。




　そう言葉を述べてから。

　夜空を背に、こちらへと向けて、手を。

　三つの名を有する新しい友人が右手を伸ばしていた。

　表情は、静かでありつつもやはり真剣。真摯。

「聖杯戦争を止め、東京を救う。きみの願いは聖杯によって叶えられるものではなく、自らの手で成すしかないものだ、マスター」

「やれることは全部やるさ。バレンタイン前に気になる子が死んだりしたら、俺、死んでも死にきれないぞ」
















　敢あえて軽く言って、巽も。右手を伸ばす。




　それは──

　星空の下での誓いだった。

　正しくマスターとサーヴァントの間で交わされるものとは些か違う。




　──新たな友人同士の、決意と、覚悟の誓い。
















　一九九一年、二月某日──

　バーサーカーの召喚から八日目。深夜。

　東京都杉並区、閑静な住宅街の静かな裏路地にて。




　都内であるにも拘かかわらず、その路地は緑の領域に面していた。

　住宅街にはおよそ似つかわしくない、あまりにも広大に過ぎるそれは〝森〟とも形容できるだろう。黒い森。たとえば新宿の御苑ぎょえんや代々木公園、中野区江古田の森公園、台東区上野公園、といった大型の公園施設付近であれば珍しくもないが、少なくとも地図上に於おいてこの一帯にはそれらのような施設は存在せず、故に、森が如く茂る鬱蒼うっそうの正体は私有地であるに違いなかった。

　つまりは、余人が立ち入ることを許された場所ではない。

　鉄条網の絡まった柵さくで覆われた様子を見れば、すぐに分かる。成人男性には容易に乗り越えることが可能な程度のものではあっても、十二分に立入禁止の意思表示は成されている。充分以上、とも言える。柵には人払いに類する強力な魔術が仕掛けられており、目にした人間は接近や侵入の意図を減衰させるだろう。

　ある意味では親切な設計だった。

　悪意を以もって私有地へ足を向けようとする者も、冒険心に溢あふれる子供や無軌道な若者も、数あま多たの死の罠わなを魔術と魔力で編み上げた黒い森へ踏み入ることがない。およそ魔術の心得のない者は離れて行くし、魔術師でさえも警戒して退散することが予想される。

　実に──有り難い。

　そう、金髪の青年は内心で今夜も思う。

　幾重にも折り重ねられた死の結界に覆われた黒い森は、二〇世紀という現代に即して表現するなら紛争地帯の地雷原以上に危険な場所だ。惑星地核の液状外核なり、太陽にほど近い宇宙空間なり、生命体の存在をおよそ許さない万死の空間にも等しい。

『……なんで地学とか物理っぽい表現するんだよ、バーサーカー』

（きみの教科書を読ませて貰もらったからね。いや、すまない）

『でも、やっぱり危ない場所なんだな。そこは』

（そうだね。ただ、宇宙空間でさえも人は宇宙服という叡えい智ちで生命を繫つなぐことを可能としている。同じように、とはいかないけれど、僕はサーヴァントという性質によって死の森を進むことができる。対魔力スキルこそ所有していないが）

　宝具使用によってバーサーカーに与えられる性能パラメーター、中でも耐久力については三騎士に分類されるサーヴァントとの正面切っての戦闘にも通用し得る。神話や伝説に語られる猛威に耐える肉体は、自己改造スキルに伴う形態変化によって最適化されており、およそ死の魔術結界の悉ことごとくを受け止めてみせる。無論、限界が存在することは語るまでもないが。

『人類は多分、地核の熱なんかに耐えるスーツは開発できてないと思うぞ』

（いつか叶かなうさ。人の持つ可能性は無限だからね）

『無限？』

（無限だとも）

『そんなもんかね』

（そういうものさ、マスター）

　マスターとの声に依よらない遠隔でのやり取り──念話を行いつつ、青年バーサーカーは落ち着いて思考を巡らせる。把握できる範囲では、死の森への侵入を果たそうとしたサーヴァントは自分を含めて二騎。更に追加するとすれば、池袋を中心に〝魂喰ぐい〟によって一般市民を殺害し続けていたあの悪鬼、英雄の矜きょう持じさえ失ったと思おぼしきアサシンか。気配遮断スキルを使用されていれば、同じサーヴァント同士といえども気配を察知することは不可能。その可能性さえ除くなら、この〝森〟は未いまだ他サーヴァントに狙われてはいない。昨夜の一件を除けば。

　聖杯戦争。その戦況をこそバーサーカーは思う。

　膠こう着ちゃく状態だ。

　都内各地で各サーヴァント同士が時折遭遇戦を行うことはあっても、未だ、七人七騎ともに恐らくは健在。そして、明確にマスター一名とサーヴァント一騎が座していると判明しているのは、この杉並の〝森〟ただひとつ。

『なら、方針は変えずに行こう。バーサーカー』

「了解だ。巽たつみ」

　最後の言葉は声と重ねて。

　翠みどり色の視線を〝森〟へと向ける。

　黒い森。死の森。広大極まる敷地を有する邸宅の、それは、言うなれば裏庭のようなものではあって──正しく森林ではない。邸宅の主人によって誂しつらえられた偽物。

　すなわち、極東の魔術世界を牛耳るとさえ密ひそかに伝えられる名門の家系・玲瓏館れいろうかん家の本邸へと続く唯一の入口。玲瓏館邸の敷地すべては今や脅威の魔術工房であり、先述した通りの強固極まる結界を有しており、あからさまなまでの罠として用意されたこの〝森〟の一角の綻ほころびだけが外部からの強行侵入を可能としている状態だ。

　当初は、些いささか違っていた。

　召喚から二日目の折、密かに邸内への侵入を試みたバーサーカーの体感からすれば、ある程度の消耗を覚悟すれば突破可能な結界であるのは確実だった。けれど二日後。敷地全体を覆う結界は、恐るべき強度にまで強化されていた。まるで別物だ。魔術にそう詳しくはない彼であっても、その驚嘆の技のほどは理解できた。

　まさしく万死の空間。惑星地核の液状外核か、太陽にほど近い宇宙空間か。

　現代の魔術師には成し得ることのない絶技とも呼べる結界設計と構築、神話と伝説の具現たる英霊の中でも最も魔術行使に長たけた階梯クラスを以て現界せし者の仕業。

　──まず確実に、術の英霊キャスターの手による工房の再構築。

　玲瓏館邸は〝神殿〟級の魔術的要塞ようさいと化したのだ。

　突破可能と判断したあの夜に強行しておくべきだったと言えるか。しかし、あの時は未だ、玲瓏館の魔術師が聖杯戦争参加者であるという確信がなく、マスターの了承を受けての行動でさえなかったのだ。故に、速やかにバーサーカーは撤退してしまった。

（……過ぎたことは悔やまない、か）

　マスターが昨日語った言葉を思い返す。

　亡くなった祖母の言葉だとか。

　結果的に強力な神殿級工房の成立を阻むことができなかったこと、キャスター召喚よりも前にマスターとなる玲瓏館当主を倒せなかった──殺害できなかったこと。そして、昨夜に遭遇した剣の英霊セイバーと思しき蒼銀の英霊を前に撤退するしかなかったことを後悔するバーサーカーへ向けて、巽青年はそう言ってくれたのだ。

　ならば。悔やむまい。

　彼のように、今はただ、自分にできることをしよう。

「──密やかなる罪デンジャラスの遊戯・ゲーム」

　真名解放と共に、小瓶に納められた液状の宝具を服用する。

　ここが勝負の頃合いだ。

　セイバーも玲瓏館邸へ狙いを定めたのであれば、事態は一刻を争う。

　故に、躊躇ためらわない。副作用のもたらす危険リスクを今だけは思うまいと強く意識して。

　ごくりと吞のみ込む。

　口から。舌から。喉のどから。胃の腑ふから。エーテルで構成された全身の隅々にまで宝具は瞬時に染みこんで、たちまち仮初めの肉体を変質させてゆく。

　恐らくは狂戦士バーサーカーという階梯かいていであるためだろう。生前の折にこうして投薬した後に変じた姿とも異なり、自分をモデルとした小説作品として描き出された姿とも異なり、本質に近い形へと彼ジキルは変わるのだ。

　変貌へんぼう。変化。変身。自己改造。

　骨格が軋きしみ、筋肉量は増加し、体たい軀くは強固に、牙きばや爪は剣の如く伸張する。

　存在そのものが拡大しながら変容していく。黒い影にも似た朧おぼろを全身に纏まといつつ。

　肉体が変わる。

　意識が変わる。

　あらゆる理性が搔かき消えて、凶暴を具体化した破壊衝動の塊へと変わる。

　獲物を求める貪欲どんよくは前傾の姿勢に顕あらわれて、殺意と敵意の奔流が瞳ひとみを赫あか色に輝かせる。




『■■■■■ゥ──』




　決意、魂の奥底に沈めながらも確かに秘めながら。

　狂獣と化したバーサーカーは呻うめく。

　まるで、あまねく人間の血を貪むさぼらんとする〝獣〟のようにして。

　けれど、あまねく人々の命を守らんとする〝英雄〟たらんと願いながら──
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　同時刻。

　玲瓏館邸裏の〝森〟を遠くに望むマンションの空き部屋にて。來きた野の巽は二四時間営業のコンビニエンス・ストアで買ったおにぎりを片手に、普段は野鳥観察に使っている双眼鏡越しに、幾度目かになる友人バーサーカーの〝襲撃〟を見守っていた。

　彼の捨て身の行動によって、玲瓏館邸が「神殿とさえ呼べる工房」と化してしまったと発覚したのが四日目。巽が気付いていなかった第一の侵入未遂を数えれば、正確には六度目の試みだった。最初の二度は〝侵入〟ではあったけれど、以降の四度については明確に巽もバーサーカーも〝襲撃〟と自らの行為を認識している。

　挑戦──

　そんな表現も可能だろうか。

　東京に君臨して何かしらの邪悪な儀式を遂行せんとする魔術師の打倒。

「……言葉が通じる相手ならいいんだけどな」

　鮭のおにぎりを飲み下してから、小さく呟つぶやく。

　屋内ではあっても暖房器具も何もない部屋なので、声を出すと白い息が漏れる。寒い。

　ジャンパーは脱げない。というか、寒さに身を晒さらしてこれ以上の消耗を行うのは愚の骨頂に過ぎるというもの。魔力経路パスを通じて自分の魔力が際限なくバーサーカーへと届けられているのを、強く巽は実感する。

　魔術回路によって魔力に変換される生命力の消費。

　急激なまでの消耗と疲労。

　普段は一切感じることのないそれは、宝具の使用によってバーサーカーが真にサーヴァントとしての性能を発揮し、狂気の暴風と化した瞬間から強烈な疲労と消耗といった形で巽にのし掛かる。実に、きつい。つらい。学校の外周を全力で走り込むよりも厳しいだろうと思えるものの、不満は言わない。言えない。言うつもりもない。
















　昨夜のことを覚えている。

　剣の英霊、セイバーとの戦いに際してバーサーカーが後れを取ったのは、きっと自分が魔術師としてあまりに未熟な為なのだ。かろうじて遺伝した魔眼を使える程度の巽では、充分な魔力供給が行えていない。第二位のサーヴァント階梯を有する狂の英霊バーサーカーは、本来、直接戦闘力であれば三騎士に及ぶだろう──というのは、魔術を知らず、神秘を知らず、聖杯戦争をその詳細までも知り得ていない巽であっても予想できる実感であって、同時に、口惜しさを覚える要因のひとつでもあった。

　俺が、もっと優秀な魔術回路を持った魔術師なら──

　俺の友人はその力を遺憾なく振るえる筈はずなのに、と。

「頑張れ、バーサーカー。今夜は思いっきりやってくれて構わない」

　そのための補給物資おにぎりだ。

　今月分の生活費にと両親から送られた仕送りの多くを費やして、高価なドリンク剤を始めとしてあれこれ買い込んでいる。この数日間で巽が経験したところでは、魔力の消費は体力の消耗に近いように思えていたので、こうして体力を補えそうなものを揃えはしたが、実際、これで合っているのかは分からない。

　費やされる生命力をドリンク剤やおにぎり程度で補えるのかどうか。

　友人は一応、無駄ではないと言ってくれてはいる。

　完全に有用という訳ではない口ぶりではあったので、多少の落胆はした。しても、諦あきらめはしない。東京を戦場にはしたくない。させない。その一心あればこそ、來野巽は自分にできるすべてを行おうと決めていた。

「玲瓏館……」

　双眼鏡の先に見える、黒い森。

　その館に棲すまう人物を思う。

　杉並区のただ中に強固な結界を敷いて、移動する気配さえない玲瓏館当主。

　その意図は、きっと──

　邸宅を自らの砦とりでとして籠ろう城じょうを選んだということに違いない。日本史や世界史の授業はさほど得意ではないまでも、流石にそれくらいは巽にも推測できる。確かに、宇宙空間なり地核なりを友人が口にする程の結界を張ってみせるだけあって、守りには相当の自信があるのだろうとは思うも、市街地のど真ん中で籠城戦を選ぶとは恐れ入る。

　昨夜のセイバーとバーサーカーの激突を除けば、現在のところはサーヴァントが入り乱れての攻城戦の類たぐいは行われていない。それでも。魔術師マスターの誰かが大規模な魔術なりを行使したり、破壊力に優れた宝具をサーヴァントが真名解放すれば──たとえばテレビでたまに目にするような、東南アジアの紛争国の写真や映像にある類の惨むごたらしい光景がこの街でも起こりかねない。

　それだけは、絶対に止める。止めたいと、巽は心から願う。

「昨日の女の子、今夜は……流石にもう、森にはいないよな」

　二個目のおにぎりを口にしながら。

　バーサーカーの〝目〟を通じて視認した、小さな女の子の姿を思い出す。

　生来備わった魔眼によるものか、何らかの魔術行使なのか。変身中の友人の視界を、完全ではないまでも巽は共有していた。

　だからこそ、見えた。

　昨夜。恐怖に立ち竦すくんでいたあの子──

　黒い森に侵入したバーサーカーと遭遇してしまったあの子はきっと、玲瓏館家の縁者に違いない。小学校中学年か高学年あたりの年頃の、ただの女の子だった。とても綺き麗れいな黒髪をした、大人しそうな子だった。可愛い子だった。小さい頃の妹のことを思い出して、いいや、思い出さずともそうしただろうか、魔力経路を通じて自分と繫がったバーサーカーに対して巽は懸命に「その子を殺すな」と命令を送り続けた。

　しかし。狂化スキルの発動によって理性を失った友人には、言葉は殆ほとんど届かない。

　脆ぜい弱じゃくな魔術回路しか持たない巽が消耗し過ぎて、変身状態を継続・維持できなくなることで漸ようやく宝具が解除し掛かって、本能的に危険を感じ取ったバーサーカーが自ら撤退するのを待つしかない──という事実はこの数日間で理解できていたから、もう、令呪を使って止める他にない、と決意した矢先に彼が現れたのだった。

　セイバー。見えない武器を使う英霊。

　自ら名乗った訳ではないから、本当は階梯も定かではない。

　だが、セイバーに違いないと巽は確信している。バーサーカーを相手に見事なまでに戦って、黒髪の女の子を守ってみせたあのサーヴァントは、まさしく、第一位の階梯を与えられるに相応しい正真正銘の英雄に違いない、と。

　おとぎ話の王子さま。

　もしくは、中世の騎士物語に登場するような高潔の騎士。

　表現するとしたら、そんな姿で──

（あいつなら、話、通じるかもしれないな）

　僅わずかに期待を込めながら思う。

　否。無理な話だ。

　マスターが敵サーヴァントと遭遇することは死を意味する、ときつく友人から言い付けられている。理屈は巽にも分かる。聖杯戦争に参加する七人七騎はおよそ〝願い〟というものを持っていて、その成就のためにこそ命を懸けて戦う。敵対するマスターと出会ったなら、サーヴァントはまず間違いなく刃やいばを向けてくるだろう。自分の生きた時代とは遠く離れた二〇世紀の現代で、自らの〝願い〟を果たすために。

　女の子を守ってみせた、あのセイバーであっても例外ではない筈なのだ。

　英霊は戦う。その強大な力を用いて。

　英霊は争う。その出自に拘わらず。

　この街に。人々に。甚大な被害が出てしまう。

　既に、池袋だけではなく都内各地でアサシンによる〝魂喰い〟が続いている。

　誰かが今夜も殺されている。




　──だから、止めよう。

　如何いかに無謀な挑戦なのだとしても。




　バーサーカーが調査したところでは、東京の暗がりに君臨するという陰の支配者。

　玲瓏館当主。座して動くことなく、この東京を聖杯戦争の渦中に突き落とそうとしているに違いない悪の魔術師を、巽はどうしても放置する訳にはいかなかった。

　やるべきことが目の前にある。敵を、見付けてしまったのだ。

　皆のために、やらねばならない。

　どれだけ劣勢でも。未熟でも。無謀でも、無様でも。

　宝具を用いて狂獣と化したバーサーカーの驚異的な破壊力でも、幾度の挑戦を経て、未だに本邸へ到達することも叶わない。強力な魔術を操ると思しきキャスターと遭遇できてもいなければ、その宝具が何であるのかさえ判明していない。

　それでも。

　來野巽は諦めず、挑み続ける。

　悲鳴を上げそうになるほどの断続的な消耗に今夜も耐え続けながら。

　今夜こそは──

　自分と、新しい友人──バーサーカーの手で。必ず。

　聖杯戦争を止めるのだ。
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　聖杯戦争を止める──

　つまり、綺麗に言えば〝倒す〟とか。

　有り体に言うのならば〝殺す〟とか。

　巽自身、ある程度までは、そういう物騒な行為が必要になるものと予感していた。

　東京を壊させないために。

　人々を殺させないために。

　警察なりの国家権力ではどうにもならないというのは、アサシンによる〝魂喰い〟事件が一向に解決しないことを鑑かんがみれば明白だった。連続殺人事件。表向きには露呈していないようではあっても、バーサーカーと共に調べた──新しい友人はあれこれと便利な霊薬を調合してくれたから──限りでは、あれは連続殺人だ。

　多数の成人男性が原因不明の変死を遂げている。

　犠牲者はアサシンと思しき白い服の少女とホテルへ入り、翌朝には死んでいて、部屋の鏡には必ず同じ言葉が口紅で書き付けられて。

　警察は頑としてそれらの情報を隠しているものの、既に、巽の通っている高校では〝午後十一時の死のメアリーデス・メアリー〟という噂になっている。テレビでは奇妙なほどに語られることがなく、唯一、公共ではラジオの深夜番組でのみ僅かに語られて、あっという間に若年層に広まったらしい。

　小中学校でも似たような話が出回っているのだとか。

　少し前に流行した人面犬だとか口裂け女とか、その手の都市伝説に成り果てて。

「どうやら、玲瓏館家が圧力を掛けているようだね。警察に」

　数日前。バーサーカーはそう言っていた。

　聖杯戦争に関する事柄は隠されてしまうのだ。人が、どれだけ死んでも。

「不確定情報の中には、聖堂教会が動いているという噂もあったよ」

「教会って、お祈りとか懺ざん悔げとかするあの教会か？」

「近いかな。そのものではないにせよ」

　よく分からないまでも、この社会には巽の知り得ない暗がりがあって、聖杯戦争はそれに深く結び付きながら運営されていることだけは把握し得た。簡単には止められない。交番へ駆け込むなり、一一〇番に電話を掛けるなり、まっとうな手段では無理なのだ。

　同じく暗がりの行為によって挑むしかない。

　この手を血に染めてでも。

　けれど──

　敵を〝倒す〟のか。

　敵を〝殺す〟のか。

　聖杯戦争を止めるために、聖杯戦争を行う連中と同じことをするしかないのか？

　巽の意思が明確になったのは、バーサーカーの召喚から五日目のことだった。

　とある噂を高校で聞きつけた巽は、日課となりかけていた玲瓏館邸への〝襲撃〟を後回しにすることを選び、夜の東京、千代田区へと足を運んだ。具体的にはＪＲ秋葉原駅周辺。パソコン通信が趣味というクラスメイト男子が語ったところによれば、深夜の秋葉原雑居ビルのいずれかの屋上に、毎夜、青白い磷光りんこうを纏った〝幽霊〟が現れるという。それは一人であることもあれば二人のこともあり──

　死人が出る前提で話が運ぶ〝死のメアリー〟に比べれば、ささやかな噂だった。

　口紅でメッセージを残す少女殺人鬼ほどのインパクトはない。

　それでも巽は秋葉原へと赴おもむいた。

　一人、もしくは二人。

　それは、もしやサーヴァントのことではないのか──という予感があったから。

　雑居ビルのひとつを選び、バーサーカーはその屋上に待機。巽は地上をうろついてマスターを探すことにした。魔術さえ使わずにいれば一般人だと思われるはずだから、なるべく、何か異状があっても見ないように心掛けて。目にしてしまえば、神秘の秘匿の一環としてマスターの手で命を奪われかねないとバーサーカーが教えてくれた。

　目にしてはいけない。神秘を。

　知り得てはいけない。魔術を。

　魔術師というのはそういう生き物なのだと彼は言った。アサシンの例からも十二分に分かるように、社会的な道徳観、倫理観、そういったものを彼らは必ずしも重要視することなく、人々の目に触れざる神秘の学究をこそ尊ぶのだと。なるほど。ただ、神秘の性質は広まることで薄まるのだ、という言葉については、巽にはよく理解できなかった。

「きみが何も見ていないと判断されれば、或あるいは、敵マスターはきみを処分すべきか迷う可能性もある。万が一、ではあってもね」

「ず、随分低い可能性なんだな」

「きみの立てた作戦だよ。覚悟が揺らいだかい？」

「いいや」

「なら、決して何も見ないこと。東洋のサムライがするところの半眼ハンガンというやつだよ、焦点を合わせずに周囲を把握するようにして。いいね。その代わり、異状を感じた瞬間に僕を呼ぶんだ。令呪で。分かったね」

　令呪。絶対命令権にして、聖杯からもたらされた強力な魔力そのもの。

　巽の左肩に浮かんだ一枚羽の黒色模様。

　総じて三画しかないそれは極めて貴重と理解していたが、緊急時には躊躇えない。

　心配性の友人へと巽は頷うなずいて、そして作戦が開始された。必ずしもサーヴァントが現れるとは限らなかったし、そのマスターが路上に姿を見せるとも限らない。午後七時を過ぎた秋葉原では殆どすべての店舗がシャッターを下ろし、ビルからは明かりが消えて、人通りはおろか車通りもぐんと減って、都内の中心部近くの街とは思えないほどの静寂と暗がりに満たされはするものの──

（……しっかし、行き当たりばったりな上に捨て身だよな。これ）

　自分で立案したとは言え、呆あきれる内容だ。

　巽は内心で溜息ためいきを吐きながら夜の秋葉原、殆ど人のいない街中を歩いたのだった。




　そして──

　頼りなげな予感は見事に現実となって巽の前に姿を見せた。

　見てしまった。

　あれだけ、見てはいけないと言われたのに。というか、半眼なんて時代小説ぐらいでしか見掛けたことのない特殊技術が巽に可能だと、何故あの友人は考えたのか？　まさかサムライの国の男は誰でも同じことができると思ったのか？　分からない。分からないまでも、もう遅かった。見てしまった。違う。正確に言えば、そう。

　見付けたのだ。

　路上駐車した自動車セダンの運転席から、サイドウィンドウを開けて空を見上げている若い女性の姿を。あれだ。確信していた。幸運の女神は微笑んだ。間違いなくあちらよりも先に自分は察知した──！

（やったぞ！　俺の方が早い！）

　気を逸はやらせた。

　今となっては愚かな行動だったと思う。莫迦ばかにも程がある。

　当然、事後には憤慨する友人から延々と叱り付けられる結果にはなった。彼の言い付けを守ることなく、巽は独断で行動に出てしまったのだから。

「……ッ！」

　自身の〝右目〟に。意識を傾けて。

　魔眼を発動させて──この数日で発動は二秒で行えるようになっていた──急激な魔力の消耗を感じながらも女性を見つめる。宝具使用に比べれば多少はましだ。視線。手て応ごたえ。掛かった。発動と行使の仕組みを教えてくれたバーサーカーの語っていた、対象となった生物による自動的な抵抗とやらは失敗してくれたらしい。つまり、魔眼が正しく効果を発揮したのだ。対象のあらゆる動作は〝止まる〟。

　身動きの取れない筈の女性へ駆け寄って。

　開いたままのサイドウィンドウ越しに、右腕を摑つかむ。

　思ったよりも華奢きゃしゃな手応え。

　反応はない。動かない。動けないのだ。

　それから──

（どうする。巽。來野巽！　お前、ここから！）

　──自分は何をするのか。何をすればいい。この状況、この姿勢から。

　魔眼が可能とするのは一時的な生物の動作停止のみ。

　強力な効果ではあるだろうが、決定的な攻撃ではない。つまり、自分の魔眼では誰かを傷付けたり──殺したりすることは、できない。

　武器。持っていない。再三、何か持てと新しい友人には言われたものの。

　素手。魔眼が保もたないし、空手さえ長続きしなかった自分には。無理だ。

　それに、何より。

　そもそも。だ。




　──誰かを殺すことなんて自分にはできない！




　それなら。

　何故、自分はこうした？

　魔眼を使って。動きを止めて。敵であるはずの相手にこんなにも近付いて。

　銃や爆弾を持った人間以上に危険な存在となり得るのが英霊や魔術師だ、と友人は巽に説明してくれていた。自分自身もそうだと。言ってみれば、戦場で武器も持たずに兵士の腕を摑んでいるようなものか。兵器の端に触れている、という方が正しいだろうか？

　自分は莫迦なことをしている。

　どうする、來野巽。お前はここから何をする？




　──回答はあった。決意と共に。
















　多分。きっと、そうなのだ。

　言い切ってしまうには多少、自信や根拠は頼りない程に薄くはあったけれど。

　最初から。この日、秋葉原へ行こうと決めた時から。

　こうしようと思ったからこそ。

　夜の秋葉原路上にて、この刹せつ那なの時、無謀の独断に巽はすべてを懸けたに違いない。

「聞いてくれ」

　静かに。落ち着いて。

　祖母の言いつけを思い出しながら、巽は、女性へと言葉を掛けたのだった。

「……俺は、聖杯戦争を止めたい」
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　聖杯戦争の運営について。

　聖杯戦争とは、言うまでもなく聖堂教会よりもたらされた大聖杯と小聖杯を中心として執り行われる魔術儀式に他ならない。

　魔術協会は教会の持ちかけに応じた形となる。




　だが、聖杯戦争は決して教会の運営の下で行われるものではない。

　教会から監督役は派遣されるが、あくまで監督役。運営者とは異なると心得よ。




　万が一にも聖杯戦争が第二回、第三回と続くことになれば、或いは──

　聖堂教会と魔術協会の協議が持たれ、聖杯戦争の運営権がどちらに在るのかを検討することにはなろうが、少なくとも史上初の儀式であるこの東京で行われる聖杯戦争に於いて、明確な運営者は存在していない。




　七人七騎による殺し合い。

　聖杯の奪い合い。




　それこそが、聖杯戦争に他ならない。

　教会も協会も、本質的にはこの魔術儀式にとっては補佐役に過ぎない。




　神秘の隠匿は魔術師にとっての絶対の決まり事ではあるが、それ以上の微細なルールは本来的にはこの聖杯戦争には制定されていない。

　つまり──




　殺し合い、奪い合い、一人と一騎が残るまで。

　聖杯戦争の進行は誰にも止められることがないと心得よ。





（古びた一冊のノートより抜粋）
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　恐らく、ではあるけれど。

　バーサーカーは玲瓏館当主を殺してしまうつもりなのだろう──

　新たな友人の到来から七日目の夜、魔力経路を通じて際限なく消費されていく自分の魔力を感じ取りながら、そう、來野巽は考える。宝具の真名解放によって戦うための姿へと変わった友人は、数々の結界による妨害を一身に受け止めながらもかつてない勢いで黒い森を進撃していく。傷付いていく彼の仮初めの肉体が分かる。諦めず、退ひかず、ただただ前へと歩み続けていく彼の決意が分かる。

　無軌道に暴れて森を出たりしないのは、変身前の彼の決意に依るものなのだろう。

　凄すさまじいまでの意思の力。なのだとは思う。

　でも、そこまでだ。

　狂化スキルによる理性の喪失は絶対的であり、それ以上の例外は望めないことを巽は既に理解している。数日間の経験がそう言っている。

　だからこそ、バーサーカーの意図も読める。

　理性を失って狂獣と化した彼は破壊と殺戮さつりくだけを求めてしまうから、鋼鉄の意志を以てしても、せいぜいがベクトルを定める程度。この場合、向けられる先は玲瓏館本邸。ひたすら進んで、破壊し尽くして、本邸ごと当主を殺害できれば作戦は成功。きっと、彼はそういう風に考えているのだと巽は思う。

　それが最良。

　それが最善。

　バーサーカーというサーヴァントの性質を鑑みても、彼と巽という人材の持つ要素リソースから考えても、他に望むべき展開はある筈もない。

　それでも、だ。

（──殺したくない。分かるだろ、ジキル）

　友人の二つ目の名を思いながら、魔力消費の感覚に耐えて。

　対話を試みたい。

　そう、來野巽は明確に考える。秋葉原の夜と同じに。

　魔術師や英霊は思考する兵器や怪物のようなものなのだと捉とらえるように、と教師のように新しい友人は語ってくれた。ある程度の納得はした。彼の〝目〟を通じて幾度か視認したサーヴァント同士の戦いを思えば、その言葉には揺るぎない正当性がある。現実とは思えないような力を持った存在がぶつかり合う戦闘は、これまでの人生で巽が目にしてきた漫画やアニメとは比較するべくもない迫力として映った。

　どちらかと言うと──

　そう、戦場を記録した映像に近い。

　ヒーローの超人的な勇姿や活躍ではなく、死を予感させる恐ろしい何かだ。

　大昔の戦争でもいいし、先年の中東で起きた戦争でもいい。東南アジアの紛争国のそれでも構わない。何でもいい。記録でも記述でも、映像でも音声でも、何でも構わない。

　戦場記録の類に以前からそういう感慨を得ていた訳でもない。むしろ、この数日の出来事を経てこそ、巽は知った。銃持つ兵士の姿や兵器に対して感じる、子供の頃にいつも目にしていたテレビのヒーローにも通じる類の格好良さとは別の、漠然とした靄もやのようなものこそが、まさしくこれであったのだと。

　死。命を奪うもの。

　覚悟や決意の有無になど一切拘わらず、向けられた人々を無慈悲に破壊する力。

「嫌、なんだよ……俺はさ」

　伝わるはずがない。

　既に、友人は自ら狂気の獣へと変わった。

「お前に、誰も殺させたくない。分かるだろ。ジキル。玲瓏館の当主は……悪い奴なのかも知れない。殺人事件だって隠してる。でも、俺たち、そいつが本当にどんな奴かは知らないんだぜ。それに……」

　念話で精神へと直接語り掛けても、肝心の精神が真っ白なら届くものも届かない。

　分かっている。分かっていて、巽は語る。呼び掛ける。言い放つ。

「玲瓏館の、お屋敷……丸ごと壊すつもりだろ、お前。そんなことしたら、あの子」

　昨夜、友人が殺しかけた黒髪の女の子。

　怪我ひとつさせずに事なきを得たのはセイバーの存在あればこそ、蒼銀の騎士があそこで阻まなければ、鉤爪かぎづめが彼女を抉えぐっていたかも知れない。直前の行動から思えば、野獣のように変異した顎あごで、頭ず蓋がいごと嚙かみ砕いてしまった可能性だってある。それもかなりのパーセンテージで、だ。

　耐えられない。

　小さな女の子を殺すのも。

　自分が止めきれずに、正義を望む友人バーサーカーにそうさせてしまうことも。

「……子供を殺して、正義もないだろ。ジキル」

　本当は話し合うべきだった。

　六度目の〝襲撃〟を実行してしまうよりも前に。

　でも、言葉では敵かなわない。落ち着いて、バーサーカーなんて名前が似合わない程に理性的に話す彼に、多くの知識と経験を備えた彼に、ただの高校生に過ぎない自分が何か言って通じるとは思えなかったから、巽はこうすることを選んだ。選んでしまった。

　作戦は変わらず〝襲撃〟一筋。

　ただ、玲瓏館当主を殺してしまう寸前で──令呪を使おうと密かに決めていた。

　絶対命令権によって、バーサーカーの爪と牙を止める。

（当主のところまで辿たどり着く頃には、流石に……キャスターは撃破できてるだろうから、森の結界は消えてる、よな。だから、急いで俺はマンション降りて、走って……バーサーカーの前でビビッてるはずの当主と話す。それで……）

　あまりに都合の良い考えではある。

　それはそうだ。

　何もかもが巽とバーサーカーの有利に運んだ場合の仮定、ではあって。

　昨夜のようにセイバーに邪魔されず、新宿を散策した日の深夜に遭遇した物もの凄すごい美人の槍の英霊ランサーにも邪魔されず、秋葉原でバーサーカーを撃ってきたアーチャーにも邪魔されず、未だ目にしたことのないライダーにも邪魔されず、黒い森を統べるキャスターが大人しくバーサーカーに倒されてくれて、それでやっと叶う話だ。何とも巽にだけ都合が良い、夢物語にさえ等しくある。

　甘いだろうか。

　甘い。とことん甘いと、巽自身、そう思う。けれど。

「……秋葉原でさ。あの女の人には、少しだけ伝わった。そう思うんだよ、俺」

　念話を重ねた言葉。

　暴風となって荒れ狂う友人には届いていなくても、告げる。

　それから、真っ白な息を吐く。

　寒さを感じないのは全身に汗を搔いているからだ。バーサーカーの活動に伴う急激な魔力消費は今も続いていて、やっと、友人は黒い森の中程に差し掛かったあたり。巽としては数キロを全力疾走した以上の疲労を感じている。飲み干したドリンク剤はもう五本、おにぎりを口にする気力はもう残っていない。多少の目め眩まいもあって、ああ、これが続いてしまうと本当に生命に関わるのだろうなとも強く思う。

　自分の左肩に、右手で触れる。

　令呪。ここで使ってしまうべきだろうか。一画は残しておけば最後の最後で〝止める〟ための手は残るのだから、二画までは使用しても良い筈だ。緊急事態のために、常に一画は残すようにときつく友人には言われたものの、今夜は勝負時。セイバーが昨夜に姿を見せた以上、既に、玲瓏館邸は聖杯戦争の戦場と化したと考えるべきなのだから。




「使うの？　令呪」




　声が、部屋に響いていた。

　綺麗な声だった。

　巽以外には誰もいないはずの空き部屋に、今、確かに同年代の女の子の声がした。

「え……」

　何と言った。何と言われた？

　声。言葉。静かに響く綺麗な声だった。違う。令呪。そう言ったのだ。言われた。令呪を使うのか、と。そういう内容だった。確かに！

　咄とっ嗟さに巽は振り返る。

　目眩があるせいか、勢いよく頭を動かすとこめかみの奥がひどく痛む。

　気にしない。多少の苦痛は、新しい友人が黒い森で受け止め続けている死の魔術の連続を思えばどうということもない。子供の頃から、痛みには強い方だ。もっとも、小さい頃の妹や親しい同級生と比べての話で、別に他者より優れた特徴という訳ではない。

「……何、してるの？」

　再度、声が響く。

　女の子の声。

　そう、女の子に違いない──

　この季節にしてはやけに薄着の、白い、体にぴったりと張り付くようなワンピースを纏った少女がそこにいた。声の印象通りに年齢は巽と同じくらいか、少し下か。気のせいなのか、妙に、艶なまめかしい雰囲気があった。

　きちんと服を着ているのに。

　下着姿のような、心こころ許もとなさと儚はかなさがあるような。

　剝むき出しの肩や首回り、すらりと伸びた太股ふともも──瑞々みずみずしい褐色の肌。

　妙に、視線を吸い寄せられる、というか。

（な……何考えてんだ、俺！）

　反応が遅れた。

　咄嗟に、何をすべきか判断付かずに混乱し掛けてしまう。

　考えろ。思い出せ。何を言われた。何か、重要な、大切なことを言われた筈だ。ほんの数秒前の記憶を巽は思い返すことができない。気付かない。衣服の下で大量の汗に濡ぬれた肉体が、思考が、魔力消費による多大な疲弊だけではない何かによって浸食されつつあることが分からない。恐らくは一流の魔術師であっても気付くまい、この一室にゆっくりと満ちてゆくそれはおよそ魔術の気配なく、魔力の痕跡こんせきもない。

　常人であればこの時点で陥落していただろう。

　少女の姿に、肌の艶つやに、ただ立ち尽くすだけで男を誘惑する存在そのものに。

　だから、巽が次の言葉を述べられたのは、ある種の奇跡ではあった。

　許容量を超えつつある魔力消費のためか、それとも、血脈によって継いだ魔術回路がこの極限状態にあって何らかの魔術を導いたか。どちらにせよ結果は同じだが。

「ち、違うんだ、えっとこれはその」

　瞬間的に。

　巽は、自分の中の常識に基づいて判断を下した。

　つまり、音もなく現れたワンピースの少女は人間なのだろう──と。

　あるとすれば隣の部屋の住人か。さっきまでは誰もいなかったはずだけれど、こちらが気付かないうちに帰宅していて、窓を開けたまま巽の発していた独り言なり物音なりに気付いてやって来たのかも知れない。

　なら、可哀想に、さぞこちらの姿が不審に見えただろう。

　申し訳ないとさえ巽は思う。

　空き部屋に、一人。知らない男が双眼鏡で外を見ている。

　これでは完全に変質者か犯罪者だ。変質者で犯罪者か。違う。そうじゃない。自分には目的があって、その目的のためにこうしているのであって、きみが思うようなことは何もしていない、等々。説明する。時折、舌がうまく回らずにしどろもどろになってしまうのは、焦っているからだと判断した。判断。何が判断できているのかも分からずに。

　何もかもを間違えながら、巽は少女に語り掛ける。

　懸命に。

　必死に。

　魔力消費に耐えて、何らかの介入に耐えて。

「だ、から……だから、ここにはいない方がいい」

　何があるか分からない。

　狙われる、危険なんだ、できれば友達の家に行ったりしてくれると有り難い──

　言葉を尽くして説得を試みる。見なかったことにして帰ってくれ。できれば、隣の部屋からも少しだけ離れて。危ないんだ。ここには、人智を超えた恐ろしい存在が来てしまうかも知れない。ここに自分がいると敵に気付かれれば、きっと、今すぐにでも。

「……」

　少女がくすりと微笑む。

　良かった。分かってくれた。




「あなたはマスター、ですよね」




　戦慄せんりつ。悪寒。怖おぞ気け。

　咄嗟に、巽は〝右目〟による生物操作を試みる、が──通じない。

　消費され尽くしてしまった魔力のせいか。力が足りない？　違う。違う。残量が僅かではあっても確かに魔術回路が働く感覚はあって、魔眼としての機能を〝右目〟が果たそうとしていることが分かる。ただ、通用しないだけだ。目の前の少女には。夜の秋葉原で女魔術師を拘束したはずの力が、この少女には抵抗されている。それだけだ。

「……サーヴァント！」

　友人が幾度も語った言葉が、今更、脳裏に蘇よみがえる。

　秋葉原の夜の出来事以降は、日に何度も言われるようになった内容だった。

　危険は回避しろ。魔術師は敵だ。サーヴァントも。特に、後者には人間は勝てない。もしも遭遇してしまったら、本当の緊急事態に陥ってしまった時には、きみの魔眼程度ではどうにもならない。今度こそ迷わずに、令呪の一画を消費して僕を呼べ。

　令呪を用いたある種の瞬間移動であれば、距離と時間の無理を超えて──

「来るな」
















　駄目だ。近付かないでくれ。

「来るな」

　駄目だ。もう、それ以上は。

「俺に令呪これを使わせないでくれ。俺がこれを使ったら……！

　すぐに、俺の友達が来る……俺の、友達は……！　きっと、きみを殺す！」

　目の前に、少女がいた。

　褐色の肢体が思い切り巽を抱き締める。しなやかに、柔らかに、包み込むように。

　顔が近い。可愛い、と思った。綺麗、かも知れない。それとも両方。

　息が掛かってしまいそうだ、と思った刹那。唇が──




「優しそうなひとで良かった」




　優しく。愛いとおしく。

　少女の唇が、こちらに触れていた。

　ほぼ同時に、口腔こうこうの中を艶めかしい何かがぬるりと蠢うごめく感覚。

　そして──背筋から脳髄までのすべてを蕩とろかしながら走り抜ける、無慈悲の陶酔。

　熱と甘美。

　或いは、影の英霊アサシンの宝具がもたらす死の息吹ポイズンブレスか。

「──────」

　最期の瞬間。來野巽が脳裏に浮かべたものはそれほど多くなかった。

　せいぜい幾つかの横顔程度。

　新しい友人。妹。両親。悪友たち。三日に一度は笑いかけてくれる、隣席の、いつか告白しようと密かに想っていたクラスメイト女子。




　それから──

　どういう理由なのか。




　杉並の住宅街で僅かに見掛けただけの、小学生の女の子。

　陽を返して煌きらめく、あの、透き通る瞳を備えた横顔が浮かんで。
















　一九九一年、二月某日。

　奥多摩山中の地下、幾重もの結界によって守られた大規模魔術工房にて。




　迷宮の如き工房だった。

　二桁けたに及ぶ人数の魔術師が総力を結集して組み上げた〝守護〟の要塞ようさいであり、たとえ英霊ほどの強力な神秘であろうとも侵入は困難。魔術によって各種結界の解除を試みようにも、ひとつの結界を解く間に魔術の罠わなが愚かな術者を抹殺する。物理的にも、工房内部の天井や壁面に貼り付けられた無数の固定砲台ガンターレットの類たぐいが侵入者を粉砕せしめる。

　堅牢けんろうにして強固。

　魔術のみならず、銃器や電子機器までをも駆使した不屈の要塞。

　聖杯戦争に対して一族が選択した戦略を体現するかの如き工房ではあった。

　成る程確かに、現界したキャスターの形作る『神殿』には神秘のわざとしては到底及ぶまい。空間を異界化することも、惑星中心核の灼しゃく熱ねつや宇宙空間の真空が如き壮烈の罠を配置することも叶かなわない。聖杯戦争の要かなめとなるサーヴァントを撃滅することは難しくとも、しかし、こと部外者の侵入を阻むという一点については他にひけを取ることはない。人間の軍隊であろうと、魔術師の一団であろうと、そして英霊であろうとだ。

　すべては聖杯戦争の参加者たる一族の長おさを守るため。

　魔術工房の最奥に形作られた暗がりの広間。古き王の〝玉座〟が如き座に在って聖杯獲得を望む、仮面の老人──伊勢三いせみ一族当主たる伊勢三玄しず莉りをこそ守るべくして、工房は最大限の強化を施されたのである。

「聖杯を得よ」

　暗がりの中で、仮面越しに響く玄莉老人の声。

　そこには、深く深く積み重ねられた感情がある。

　怒り。憤り。もしくは誇りの具現か。

　現代社会の幾らかとの〝共生〟を果たすことで大いなる隆盛と発展を遂げた伊勢三一族はしかし、魔術師の家門としては大きく他家に後れを取っていた。特に、関東はおろかこの極東地域に於おける最高の名門と呼べる玲瓏館れいろうかん家に対して──

　事実、魔術の家系としての伊勢三の名は、年を経るごとに失墜の一路にある。遠き英国の『時計塔』を中心とした魔術協会からは後進の家系と侮られ、ほぼ唯一、彼らに認められるだけの極東の一門と言えば玲瓏館家のみ。断じて許されない。本来、伊勢三一族の歴史は他家の追随を許さぬほどの長さを誇っていた筈はずなのだ。それを、たかだか数世紀前にこの地を訪れた西洋魔術の家系の台頭をこうも許す、等とは。

「……この上、万能の願望機たる聖杯までが玲瓏館の手に落ちた暁には、我ら伊勢三の名は今こそ地に堕おちる。許されぬ。許されぬ、それだけは」

　更なる声に、仮面が震える。

　無表情に形作られた仮面は、現状の伊勢三一族を象徴していた。

　是これこそは血脈を重ねた結果として衰えてしまった魔術回路を補うための礼装であり、他者から奪取した魔力を装着者のものへと置き換える機能を有する。数百年前より極東へ渡ってきた西洋魔術の一部と現代科学とを融合させることで伊勢三一族が編み上げた、独自技術オリジナルである。一族による運営の下で都内各地に点在する総合病院を活用して多数の入院患者から生命力を吸い上げ、今も、召喚に成功した強力極まるサーヴァントの現界維持のために消費を続けている。

　魔力とは生命力に通じる。奪取を続ければ少なからず死者は出るだろう。

　だが、玄莉老人は顧みない。

　無辜むこの人間たちがどれほど死のうと意に介することはなく、魔術の徒にとっては禁忌にも等しい科学の力を用いていることこそが後悔の対象であるのだから。今この瞬間に命を蝕むしばまれる人々の苦しみなど何するものか、禁忌に手を掛けながら一族を存続する他ない我が身の無力をこそ玄莉は憂えるのだ。

　古き神秘をこそ尊ぶ魔術師の血脈にあって、科学、等と。

　言葉にすることもおぞましい。

　だが、耐えねばならない。戦わねばならない。

「東京に隠された聖杯をこの手に納めるのだ。その時こそ、古来よりの『伊勢の巳へび』の恩おん寵ちょうを失い、西洋の魔術に手を伸ばし、それさえ叶わず科学に手を染めた一族の罪をそそぐことにもなろう──」

　魔術師一千年の大願を此処ここに果たし、伊勢三こそ極東はおろか世界最高の家系であると知らしめねばならない。科学なぞに手を伸ばした魔術師の恥と、時に弱小泡沫ほうまつの家系にまでも蔑さげすまれる伊勢三の一族の誉れと栄光を取り戻さねばならない。

　厳かに、老人は言葉を続ける。

「故に、告げる。我が儀式によって召喚果たせし英霊よ、何としても聖杯を得よ」

　一言一句のすべてに、一族の無念と悲願とが込められて──

　しかし。




「何と小さき器だ、つまらん」




　吐き捨てられる言葉がある。

　天上より響くが如き、荘厳にして絶対の宣告だった。

　冥めい府ふより届くが如き、無情にして冷酷の唾棄だった。

　玄莉老人の視線の先に佇たたずみながら、眩まばゆいばかりの王の気配を纏まとう──太陽の瞳ひとみを持つ男からもたらされた声。侮ぶ蔑べつと表現するのは些いささか異なるだろう。この男、褐色の肌に黄金の装飾と白色の衣ころもを纏った人物にとって、あらゆる者は自分に比肩し得る存在ではなく、等しく〝民〟のひとりに過ぎない。

　それは、玉座を模したものに腰を下ろした仮面の老ろう爺やであろうと変わらない。

「愚かだな。そして、ああ、何よりも滑稽こっけいである」

　言葉を放ちながら、男は──

　今まさに現界を果たした騎の英霊ライダーは僅わずかに思考する。

　いつの時代も変わらぬものではあるか。

　数あま多たの民の中には、愚かしさを窮めたかの如き者も時には在る。

　幾千年を経ても、大地に満ちる遍あまねく人々にはおよそ何の変わりもないのだろう。

　自らの手に余る小さな器のみを有し、輝くものや目を引くものなどひとつもない。

　民も。兵も。将も。ファラオに非あらずして人を統べんとする諸国の王どもであっても、そこにはさほどの大差もない。

　故にこそ──

　人が凡骨であることそれ自体は、ファラオたる彼を憤らせるものではない。

　けれど。ああ、然しかして。

　身の程を弁わきまえることなく天へと手を伸ばすのであれば、太陽として、神として、アメンとムートに並ぶ存在として、小さき者に罰を下す必要がある。罰。すなわち、死。

　地上の神性たる我が身への不敬と不ふ遜そんは万死に値するのだから。

「東の果ての地に在りし魔術師よ。貴様、余の召喚に際して触媒を使った筈だな。

　明かすがよい。触媒には何を用いた。ヒッタイト王との決戦の折に余が用いた弓なり戦車なりの残ざん滓しか、ヒッタイトと交わした約定の碑文か、それとも余自らの木乃伊ミイラをよもや奪い取ってみせたものか？」

　彼の口にしたものはすべて、古きが故に多大な神秘を秘めた品ばかり。

　特に、世界最古とされる不戦条約──二大国間の和平条約を王自らが記したという碑文や、神の座する世界を引き寄せて現世との合一を目もく論ろんだ地上の神なりしファラオと崇あがめられた者の遺い骸がいなど、如何いかなる巨大な力を有し得るものか計り知れたものではなく、魔術師にとっては垂涎すいぜんの的だろう。

　叱責しっせき、糾弾にも似た男の言葉を受けた玄莉老人の表情は見えない。仮面故に。

　ただ老人は首を横に振るばかり。

　いずれの神秘も、無論、奥多摩山中地下に現界せしライダーの触媒たり得ず。

　神秘溢あふるる古代エジプトに於ける最大の英霊たる彼を聖杯戦争のサーヴァントとして現界させ得るものは、唯一、彼からの寵愛を受けし彼女に関わる遺物のみ。

「……お前の考えている通りだ、偉大なるファラオよ。我らは、お前の召喚に際してネフェルタリ王妃が最後に身に付けた首飾りを触媒とした」

「そうか」

　沈黙。そして。

「はは！　よくぞ余を調べたものだ。確かにな、余は自らに由来するものよりも、我が太陽の燿かがやく者、美しきネフェルタリの香りにこそ誘いざなわれるに違いない！」

　呵々かか大笑して──

　瞬間、男の双眸そうぼうが鋭く輝く。

　巨大極まる殺意の視線が玉座に叩たたき付けられていた。

　同時に、輝く舳へ先さきだけを地下空間に顕現させた太陽船メセケテット──正真正銘の宝具の一端によって放たれる灼熱の閃光ウラエウスが、玄莉老人の座す周囲の空間をあっさりと抉えぐり取ってみせる。

　激しい光と炸裂さくれつ音。

　強大な英霊の召喚に際して張り巡らされた四重の魔術結界など、意味はない。

　結界が割れる。老人とライダーとを密ひそかに隔てていた透明な防弾ガラスも砕け散り、魔術防御が施されたはずの分厚い壁が外殻の鋼鉄ごと粉砕される。東西冷戦下に於ける核戦争の発生を想定して設計されたシェルターとしての側面を有するこの地下工房といえども、太陽船が真の威力を発揮すればたちまち消滅するだろう。

　玉座から転げ落ちた老人は、見ることになる。

　ゆっくりと自らの許もとへ歩み寄ってくる、光輝の人の姿を。

　絶対の死が人のかたちとなったが如き、怒れる王の姿を。

　老人が今も生存しているのは一族の魔術師たちが施した結界の防御が成功した訳でもなければ、幸運のもたらした偶然でもない。一撃で消し飛ばしてしまっては罰にもならぬ、と判断したライダーによる敢あえての行為が玄莉老人の命を僅かに拾ったに過ぎない。

「凡俗が」

　冷ややかに。

　光輝を纏いながら、ライダーは告げる。

「余の最愛たる妃きさきの寝所を穢けがしたとあれば、自らの末路を想像はしていよう？　選べ。神の獣に喰くわれるか、一族諸共もろともにここで消し飛ぶか。……ああ、令呪を用いようとは思うなよ。貴様の言葉が届くよりも、我が光が此処を灼やくほうが遙はるかに早い」

「お、お前は……聖杯への願いを、放棄するというのか……！」

「不敬者の掌てのひらで踊るよりは、そちらのほうがましだ。さあ、選べ」

　二者択一。どちらも末路は同じか。

　絶対不可避の死の宣告。

　物理的な衝撃の如くして視線を通して流し込まれる殺意の塊を受け止めて、否、受け止め切れる筈もなく、玄莉老人は三秒の間に二度気絶した。殺意と暴威への恐怖に対して、耐えるべくもなくあまりに滑稽、あまりに愚劣、あまりに無力。だが、これも無理からぬ事態ではあるのだろう。生来よりの王者の気風を持つ者でもない限り、魔術師風情がこのライダーのもたらす王気に耐えられる筈もない。
















　それでも。しかし。

　老人は自らに魔力を賦活させる礼装の自動機能によって二度目覚め、三度目の失神状態へと陥るよりも直前には、自ら魔術を用いて意識を保った。

「ほう。魔術師如きにしては肝が据わっているな。

　死の瞬間を、意識明めい瞭りょうに保ちながら味わってみせるつもりか？」

「……否いな」

　荒い息を吐きながら、玄莉老人は僅かに語る。

　不敬を許せと言うつもりはない。

　既に殺される覚悟は出来ている。

　魔術師すべての大願果たすため。

　伊勢三一族の権勢を示すがため。

　そのためにこそ、モンの如くしてアメンの如き御身を召喚したのだから──

「成る程」

　老人の言葉を受けてからライダーが声を返すまでの間、僅かに二秒。

　伊勢三の一族にとっては僥ぎょう倖こうの極みと言える二秒間ではあった。

　考える素振りを見せた後、光輝の男は空間に浮かんだ宝具たる太陽船を何処どこかへと消しつつ、大仰に、白色の衣を翻しながら宣のたまったのだった。仮面越しに表情を引きつらせる伊勢三玄莉の瞳を、実に冷ややかに見下ろしながら。

「余は光輝であり、余は天であり、余は寛大である。

　その命、暫しばし預ける。覚悟が在ると言ったな。ならばその想い、その願い、果たして余のマスターの願いに足るものかどうか、貴様の一族とやらの価値を余自らがこの目で確かめてみるとしようではないか」




　──但ただし。よもや、つまらぬものであれば。

　──即刻、貴様と貴様の一族は我が光輝に灼かれて蒸散するのみと知れ。
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　聖杯戦争に於ける籠ろう城じょうについて。

　この場合の籠城とは、魔術師マスターが工房に座して外部に姿を一切見せないという戦略を示すものである。英霊サーヴァントはあまりに強力な存在であるが故に、遭遇戦を忌避して工房に籠もる行為は、一見すれば理に適かなっている。




　如何に戦闘に勝利したとしても、マスターが傷付き死しては意味がない。

　自らの命を守ることは確かに肝要ではあるだろう。




　しかし、キャスターの階梯クラスを除けばサーヴァントは籠城戦に適していない。

　居場所が明らかとなれば、いずれ敵陣営が殺到することになる。

　神殿級の強力な工房なくしては守り通すことは難しいだろう。




　更には、英霊のみを工房外で活動させて敵陣営の打倒を図るにしても、魔術師の操る魔術による補佐や令呪による強化なくしてサーヴァント戦を勝ち抜くことは──不可能ではないまでも、単純に、不利ではあるだろう。




　宝具の使用等により一戦を勝利したとしても。

　以降、宝具の情報と英霊の性質が明らかになった状態で他陣営と単騎で戦い続ける、等の行為は大きな危険を有する。




　これらの事実から鑑かんがみるに。

　籠城戦は、キャスター陣営にこそ相応ふさわしい戦略である。




　例外的に──

　召喚したサーヴァントが極めて強力であった場合。




　魔術師の補佐など必要とせず、複数の敵陣営との同時遭遇でさえ揺るがない戦闘力を有する大英雄であるならば。宝具の情報が明らかになろうとも、圧倒的な力によって敵を粉砕し得るのであれば。




　魔術師は己おのが身を守るべく工房に籠もり、戦闘の一切を英霊に任せる──

　このような戦略も些か現実味を帯びてくる。





（古びた一冊のノートより抜粋）
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　確かに、迷宮の如き地下工房ではあった。

　意外にも照明は行き届いており、コンクリート建材で形成された地下空間の大部分には暗がりは殆ほとんど見当たらない。先刻の召喚の間ばかりが暗かったのか。まず、これは僅かな好印象ではある。ライダーにとって、光輝は不可欠なものであるのだから、万が一にもこの地下工房を〝自陣〟と定めることがあるならば、暗がり満ちて夜陰の如き、といった内部ではあまりに相応しくない。

「しかし、こうも明るいというのに。何だこれは」

　無機質の建造物は、まるで墳墓の内を想わせる。

　彼以前のファラオであればそこに何かを感じることもあっただろうが、こと彼に限って言えばむしろ逆効果に過ぎない。

　生前、彼は自らの王墓をさして重要視しなかった。

　天上と地上の融合を企図し、神としてその両者に対して永遠に君臨せしめる者こそファラオであると自ら規定した彼にとって、〝死後の家〟たる王墓の類は興味と関心の対象外であって、同時に、ある種の嫌悪の対象でもあって──

「余の不興を自ら買わんが如くだな」

　明るいのは良い。

　だが、わざわざ墓の如き場所に自ら籠もるのは苛いら立だつというもの。

　それでも、この目で確かめると口にしたのだから、すぐに破壊し尽くすのでは言葉を違たがえることになる。公明正大は地上の神ファラオとして当然の態度であり、故に、今少しの猶予を与えようと意識しつつ、ライダーは地下の工房を歩いて回る。

　それほど多くの者とすれ違うことはなかったが、総じて、地下工房に在る伊勢三一族の者たちは、二〇世紀というこの時代に於いては碩学せきがくや医師の類が身に着ける装束たる白衣を纏っている。聖杯からもたらされるという〝最低限の知識〟は当代の世相を伝えてくるが、しかし、神秘の体現者たらんとする魔術師が、文明の先端たる学問を修めた碩学や医師の恰好かっこうをする等という情報はもたらされていなかった。エーテルで構成された仮初めの頭脳のどこを探ってみても、やはり思い当たるものがない。

「──ふうむ」

　数えて十二人目がこちらへと恭うやうやしく一礼する様を眺めつつ、ライダーは首を傾げながら七つ目の大部屋の様子を見やる。

　成る程──

　幾らかの納得を覚えつつ、彼は頷うなずく。

　覗のぞき込んだ部屋の中は大型の計算機械コンピューターで埋め尽くされている。

　錬金術なりで組み上げた儀式道具や礼装の類ではなく、正真正銘、現代文明によって生み出された機械類。大型のフィルム型記録媒体が音を立てながら幾つも回転しているあれは恐らく、自動的に付与された知識によれば、スーパーコンピューターというものだ。

　他の部屋も似たようなものだった。中には、如何にも現代文明じみた機械装置に繫つながれたホムンクルスの培養槽らしきものさえあった。

「仮面の老爺の言葉通り、か」

　この一族は、魔術師としては実に珍しくも現代科学に対してある程度の適応を果たしているようではあった。むしろ、これ以上の発展が見込めようもない術理の向上を、本来的に魔術師が忌避すべき現代科学で補っている──ということか。

　それはまた、随分と滑稽な。

　現代科学と魔術との〝融合〟を試み、それを果たした──

　と言えば聞こえは良いが、ライダーの視点からすれば哀れの一語に尽きる。融合などであるものか。是は、足りぬ神秘を機械で補わんとして更にほつれ、それを補わんとしてさらにほつれを繰り返すばかりの所行に他ならない。

「醜いな」

　元来、彼は魔術師を美しいと思うことはない。

　生前にも似たような輩やからはいたし、臣下の中にもそれなりに使い手の姿は在ったが、あれらの大半は世界に在って世界から乖かい離りせし世捨て人の集まり。ファラオに平伏するという民として当然の行為も思い付かないような暗愚も、さして珍しくはなかった。無論、現代に古代エジプトに於ける魔術師の血脈が残っているかは定かではないが、時を長らく経ていても連中の習性はそう変わるまい。

　そう前提した上でも、更に、伊勢三の一族の在り方は醜かった。

　滅びを前に、かくも足搔あがいてみせるなど、まるで──

　死に際し、死を嘆いた我が身を思い起こさせてしまう。

「灼くか」

　呟つぶやいた言葉のままに、まさに行動に移すべきかと思考した刹せつ那な。

　とある部屋にライダーは足を踏み入れていた。

　白色の部屋だった。蛍光灯なる当代の照明、白きに過ぎるその明かりに照らされた地下工房各所の中でも、特に強く光に満ちた部屋だった。僅かに目を細めながら、彼は部屋の様子を注意深く観察する。

　灼き尽くそうか、と苛立ちと共に考えたばかりだというのに。

　目を留めてしまう対象があった。直前の思考と感情の一切をよそに。

　視線の先には──

　寝台ベッドに横たわる、小さな、ひとりの人間がいる。

　大小さまざまな機械装置に無数のケーブルで繫がれた、幼子おさなごだった。

　何らかの拷問でも施された後か？　身体の大半には何らかの欠損がある、とライダーは一瞥いちべつだけで読み取ってみせる。欠損は、四肢のみならず内臓にまで及ぶ。機械装置の幾つかに埋め込まれた計器類へ視線を向けて、彼はそれらの情報を読み取ってみせる。どうやら幼子は、生来、病魔に蝕まれているらしい。

　年齢は読み取れない。

　四、五歳か？　この有様ではまともな成長を果たせるとも思い難い。外見相応の年齢かどうかも怪しいだろう。どころか、主要な臓器の幾つかも殆ど機能していないとくれば、最も早はや、生きているのが不可思議なほどだが、魔術と科学とを滅茶苦茶に組み合わせた伊勢三の技術によって辛うじて命脈を保っていると見える。

　恐らくは、不幸にも魔術回路でも有しているのだろう。

　零落しつつある魔術の家系であるならば、親より魔術回路を受け継いだ者は、少なくとも次代の子に継がせるまではどんな手を使ってでも生かそうと言うもの。病魔が、脈のひとつ毎に、息のひとつ毎に、幼い身には耐えきれぬほどの苦痛をもたらそうとも。

「………」

　ライダーは、幼子の目を見る。

　幼子は、瞼まぶたを開けて、色素の薄い瞳で太陽の輝きを見つめ返して来る。

　言葉はなかった。

　不敬である、とは不思議と感じない。

「貴様、名は」

　返答はなかった。

　苦しそうな幼い呼吸が、プラスチック製の呼吸装置越しに響くのみ。

　是には些か苛つきはしたが、しかし、ライダーは罰を下そう等とは考えなかった。読み取った計器類の情報が正しければ、この瞬間にも、男児は多大な負荷を受けている。苦しみか痛みかは分からぬまでも、それが相当のものであることは見て取れる。

　故に、興味を抱いた。

　こうまで病魔に冒されながら、この者が何を想うのか。

「余は偉大なるファラオである。貴様が余の民として天上の余に祈願するのであれば、聞き届け、慈悲をくれてやっても構わんぞ」

　静かに、ライダーは幼子へ告げる。

　つまり。望むのであれば、今すぐに殺してやろう、と。

　無論、彼は死は安寧であるとは考えない。考えないが──

「……願う、ことは、あります」

　呼吸装置越しに、震える声が届く。

「世界の……」

　あまりに弱々しい響きではあった。

「人々が、幸福で……ありますように……」

「何？」

　幼子の言葉に我が耳を疑う。

　同時に、死の病魔を秘めながら声を放つこの幼子に対して感じるものがあった。

　気配だ。魔術師に特有のそれではない。魔力であるとか、魔術回路、魔術刻印、否、明確に実在する器官なり力なりが発する類のものではなく。もっと不明瞭で分かり難い、しかしライダーにとっては何よりも確かに感じ取れるものだった。

　王者の気風、否。

　戦士の気質、否。

　魔術の才能、否。そんな卑しいものである筈がない！

　この感覚。この気配。この高潔。

　そして、嗚呼ああ、今まさに告げられた言葉こそ──







　あれは、遠い遠い過去の日のことだ。

　無論、この二〇世紀たる当世に英霊として召喚されるよりもずっと以前。

　確かな肉体、魂カーを有していた頃のこと。父王たるセティ王と共にファラオとして立つよりも、ほんの少し以前。少年の身でありながら王太子として認められて地神ゲブの玉座を与えられ、オシリス神復活の地たるアビドスの神殿建設を任され、ヌビアの副王として為政者の経験を積んでいた頃。

　清らかなるナイルの大河のほとりにて。

　暫し、軍務と政務を忘れて誰より愛したふたりと微笑み合ったのだ。

「こうして三人で会うのは、いつ以来なのでしょうね」

　そう言って、はにかむひとりは最愛の少女。

　数年後に正妃として迎えることになる美しき乙女、ネフェルタリ。

　四人の妃と六人の側女、数百人の愛あい妾しょうを持ち、多くの女と子を生なした人生にあって、正真正銘の最愛と敬愛を捧ささげ続けた相手。あらゆる者の中で最も美しい女であり、紛まごうことなき最良のひとであった彼女。

　こうも明確に思い出すことができる。この可か憐れんな姿、実に。女神そのもの。

　その舞踊の麗しさと歌の見事たるや、恋と愛の女神であるハトホル神の地上における顕現に違いなかった──

　穏やかで、愛らしく、そして心優しき少女であった。

　運命の大敵であったヒッタイトの王妃ブトゥケパと文ふみを交わしていたと知った時には、大層驚いたことを覚えている。ネフェルタリはブトゥケパ妃と共に、ヒッタイトと結んだ和平条約について喜び合っていたのだとか。自らも戦場に立つほどの勇ましさを見せながら、真には慈愛に満ちて、その心は花のように明るく地上に映えるのだ。

「きみたちが壮健で何よりだ。僕は、きみたちとこうして話せるのが幸せだよ」

　そして。

　静かに語るひとりは、最愛の友人。

　麗しくも慈悲に深い母によってナイルのほとりで拾われ、自らと共に育てられたナルナの少年。この地上にあってただ一人、ファラオとして地上を統べることになる自分と並び立つに相応しい才能と人格を有した無二の兄弟。

　自分たちのように褐色の肌ではなく、ナルナ人びと特有の白い肌をした少年だった。

　拾い子でなく、母がその胎はらから生み落とした子であれば、肌の色がこのように白く透き通っていなければ、きっとセティ王は王太子としての地神の玉座をこの兄弟に与えたに違いない。もしもそうなっていれば、自分は、多少の嫉しっ妬とはあろうとも、ならば武勇の将軍として兄弟を補佐しようと決意するだろう。

　心よりそう思うことが可能なほどに、自分は確かにこの兄弟を愛していた。

「遍く人が幸福であれば良いと、僕は思うんだ」

　それは、兄弟たるこの少年の口癖のようなものだったように思う。
















　あの日にしても同じだった。

　再会を喜び合いながら、少年はこう言ったのだ。

「人と世が平和でありますように。天空におわす神々も、ファラオも、ナルナの人々が奉じるという神も、きっと同じことを願っていると思う」

「ほう。お前はファラオでもないのにファラオや神々の心が分かるのか？」

　夢見がちな兄弟へと自分が告げる。

　誰よりも賢いと尊称される身でありながら、その実、この兄弟のほうがよほど知に長たけて物事を見ているのだという実感はあった。だから、この言葉は多少の揶揄やゆが含まれてはいたけれど、悪意などなかった。お前がそう言うならばそうかも知れない。そういう気持ちが少なくとも半分はあった。

「そんな風に意地悪を言わないで、ラーメス」ネフェルタリが微笑む。

「何を言う。こんなもの、意地悪などではないだろう」そうだ、少なくとも半分は。

「次代のファラオは間違いなくきみだ、ラーメス。神々と、いいや、アメン神とさえ同じ座に就かんとするきみは、歴代ファラオの中でも最も偉大な者になるだろう。……そして、きみの心なら、僕にも幾らかは分かるさ」

「そう来たか」

　言ってから、嗚呼、自分も微笑むのだ。

　確かに。ネフェルタリの他にはお前だけが、この胸の裡うちを知るのだから。

　そして兄弟たる少年は語る。

　やがて遠からず、偉大なるファラオが新たに立つだろう、と。

　大地に生きるすべての人々に安寧を与え、平穏と平和を与え、幸福を与えるために──

「鉄剣の人々ヒッタイトにだって、きみは幸福を与えることができる筈だ」

「大きく出たな。いくさに勝つなら自信はあるが……」

「できるさ。誰でもないきみにこそ僕は言うんだ。いいかい、きみはそうして、世界中の誰からも愛される王の中の王オジマンディアスとなるんだよ」

「お前は未いまだいくさを知らぬのだ、だからそのように言える」

「いいえ、ラーメス。不思議だけれど、私も同じように思えます」

「ネフェルタリ、お前まで夢見がちな。ふたりとも、余を何だと思っているのだ？」

「あなたは、あなたですとも」少女が、また微笑む。

「そう、きみがきみであるから僕は言うのさ」少年も、同じく微笑んで。

　その日。その時。

　愛いとしき少女の傍かたわらで、愛しき兄弟の言葉を聞く自分。

　その胸に湧き上がる幾つかの想いは──

　誇り高さと、敬意と、喜びだった。

　後に、自らが真にファラオとして立った後に決定的な断絶を以もって別れることになる兄弟に対して、やがて数多のナルナ人を率いながら大海を割って約束の地イスラエルへと発たつ運命を持つ少年モーセに対して、ファラオならざる聖なるものを確かに感じ取った、生まれて初めての瞬間だった。

　忘れる筈がない。

　敵対と別れを経た今でも、一度ひとたびの生を終えた後の今でも思い出せる。

　世界すべての人々に幸福を願った少年の、その横顔と、声を──







「悠久にも等しい時を経た当世にも、お前のような者が在るか」

　ライダーは囁ささやいていた。

　地下魔術工房の一角。皓々こうこうと白色の明かりに照らされた室内で、繫がれたまま身動きひとつ取らない幼子へ、我知らず、穏やかに微笑みながら。

「よもや、三千と数百の年を経て、再び同じ言葉を聞こうとは。

　喜べ、繫がれし子。貴様の存在をこそ以て、イセミの一族は命在ることを許されたぞ」

　反応はなかった。

　幼子は、苦痛の前に意識を失ったと思おぼしい。

　恐らくは夢の中でも、この小さき者は苦しみながら、痛みを感じながら、先刻口にしてみせた言葉をこそ想い続けるのだろう。

　──ライダーにとっての最愛の友人と、同じようにして。
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　英霊との意思疎通について。

　先述したように、マスターとサーヴァントに於ける関係性の構築は重要である。




　聖杯の機能によって召喚された英霊は、願いを有する。

　基本的には〝聖杯戦争に勝利する〟という一点に於いてマスターとサーヴァントは結び付いてはいるが、その事実に寄り掛かることは危険の一語である。




　聖杯の機能によって魔術師は絶大な魔力を秘めた令呪を得る。

　令呪はサーヴァントへの絶対命令権でもあるが、戦略・戦術として考えた場合、能力強化という令呪の一面をこそ重要視すべきである。




　関係性の齟齬そごに対しての〝行動の強制〟として令呪を用いることは、危険に過ぎる。

　幾度も述べた通り、悪手あくしゅであると心得よ。

　使用した瞬間、相互の関係は決定的に断絶する。

　令呪は、英霊強化のためにこそ使用せよ。




　可能性としての例ではあるが──

　円滑な関係性の構築に失敗した場合、他者を利用することも考慮に入れよ。




　マスター本人とは相あい容いれないまでも、マスターの縁者と結び付いたのであれば、サーヴァントが直ちに反逆する確率は低下する筈である。




　無論、机上の空論ではある。

　聖杯戦争に際して他者、特に家系の縁者をマスターの近くに配置することは、危険であると考えるべきであり、決して推奨されない。

　再度述べる。

　子女を傍らに置いたまま聖杯戦争へ挑んではならない。




　先述の籠城戦が成立し得るような状態でなければ。

　選択肢のひとつとして考えるべきではない。





（古びた一冊のノートより抜粋）
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　何処かの暗がりにて。

　語る者がいる。

　絢爛けんらんの少女と、物静かな賢者。




　両者の在る暗がりが如何なるものか、今は語ることができない。

　ただ、言えるのは──

　其処そこは東京の地下深くであり、其処には巨大な〝杯〟が在るということだけだ。




　否、本当に〝杯〟だろうか。

　暗黒の底そのものの如くして胎動するそれは〝釜かま〟ではなかったか？




「愛まな歌かさま。

　畏おそれながら、ご報告申し上げます」

「なあに、キャスター？　面白いことでもあったのかしら？」

「先日、貴方あなたとセイバーとを襲った幻想種について判明したことがあります」

「あの猫ね。あんまり可愛くなかったわ」

「あれは──神獣です。古代エジプトに於いては天空神ホルスの化身として知られ、荒ぶる炎と風の顕現として存在した人面獅身獣スフィンクス。無論、語るまでもなく貴方にはお分かりのことでしょうが」

「スフィンクスが、どうかしたの？」

「あれを操るライダーの正体は、十中八九、古代エジプトのファラオかと」

「ふうん」

「是より先に語るのは、万が一の可能性。ライダーの真名が私の予想の通りであるとするならば、御身は兎とも角かく、セイバーにとっては些か不利かと。アサシンであれば言うまでもなく、身動きさえ取れずに消滅するでしょう」

「あら。私のセイバーは大丈夫よ。

　だって、彼の聖剣は星の輝き。人の願い。どんな神様や悪魔も敵かなわないわ」

「……聖剣を振るうことができれば、そうでしょうね」

「うん？」

「策を講じました。あくまで保険とお考えいただきたい。光輝のファラオと相対するにあたり、彼が〝大王〟であったとしても必勝を期するための──最善にして最良の策を」

「ふうん。いいわ、あなたに任せてあげる」

「御意」




　賢者が、少女へ向けて深々と頭こうべを垂れる。

　そのさまは、まるで、世界の王に対する従僕が如き仕草ではあった。
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　そして──

　ライダーの現界から六日後。

　玲瓏館邸上空からの閃光せんこう爆撃にて狂の英霊バーサーカーを屠ほふってより二日の後。




　夜の東京湾に、偉容にして威容の巨体がその姿を顕あらわしていた。

　超大型複合神殿体。

　夜空から海上へと落ちた星々の海が如く、無数の光を纏って。

　海中の大規模工事を経て六年後の一九九七年には東京湾アクアラインとして開通することになる、神奈川県川崎市から千葉県木更津市へと至る東京湾横断道路に於ける、木更津人工島こと通称〝海ほたる〟──海中トンネルと橋とを繫ぐ連結地点を、現在まさしく建造途中であったそれを破壊する形で、神殿体は出現した。

　全長数キロメートルに渡る神殿体の〝端〟が、建造中の人工島を破壊したのである。

　奇跡的に死者は〇名。

　否、死者が出ないようにと一応は気を遣ったのだ。神殿体の真なる所有者にして支配者たる光輝の男ライダーがそうしてみせた。

　そう、この超絶の神殿体こそライダーの心象と生前の威とを具現化させた存在。

　これが彼の最大の神威。

　これが彼の最強の宝具。

　現実をも自在に書き換え得る、驚異なりし固有結界。

　デンデラ大神殿、カルナック大神殿等の〝複数の神殿から成る複合神殿体〟を更に複数混ぜ合わせ、アブ・シンベル大神殿、ラムセウム等の巨大神殿や霊れい廟びょうをも組み合わせることで、現実には存在し得ない異形の巨大複合神殿体が成立している。

　生前の彼が手掛けることのなかった神殿さえも組み合わせた異形の形態は、過去現在未来、すべての神殿はこの身のためにこそ在ると宣った彼の威光を正しく示す。

　ライダーとして在るより前、ファラオとして在った彼は、神官たちの説く伝説や物語の悉ことごとくを無視し、あくまで自らの視点によって世界を捉とらえ、神話を捉え、神々を捉えて崇拝していたのだから。

　まさしく世界のすべては彼のものであり、繁栄と幸福は彼のものではあった。

　けれど。

　それでも、叶わぬものがあった。

「……この世で、死に際して余ほどに嘆き悲しんだ者はおらぬ」

　複合神殿体の最奥たる主神殿の〝玉座〟に──

　伊勢三一族による地下の暗がりにひっそりと設置されたものとは比べるべくもない、正真正銘の、何よりも輝ける高みの座に在ってライダーは瞑目めいもくする。

「余は至高であり、完全であり、絶対である。永遠でなくてはならない。余の悲劇は、余が定命であったことに他ならぬ。他のファラオと同じくして、遙かな時の果てでの再生を夢見ながら、神への旅路を征ゆくしかなかった我が無力」

　言葉を聞く者はいない。

　正しく言えば、ライダーが告げるのは神への言葉だ。自分自身への言葉だ。

「故に、余は聖杯なるものに命を求めよう。余は正しく世界のあるじとして君臨せねばならない。……そこで、問う。当世は余が統べるに値する世界や否や？」

　楽しめる世界ではあるだろう。

　少なくとも、戦いのみを見るのであればそう悪くはない。

　アーチャー、ランサー、そしてセイバー。三騎士などと通称を魔術協会なりから与えられるだけのことはあり、中々に強力な英霊たちではある。数多の戦いで勝利を収めてきた彼にとっては、レヴァント地方にてヒッタイトの軍勢と相対した時にも等しい高揚を得られるだろうという確信もある。

　だが、それだけでは意味がない。

　戦いは良い。好きだ。

　宝具など使わずとも愛剣たる両刃の短刀のみであの英雄たちと相対しても良いとさえ考えるが、しかし、この身は最早、戦いだけでは充足なぞできない。何よりも此処には最愛のネフェルタリがいないのだ。

　戦うに値するか？

　二〇世紀なる時代とは、世界とは、この自分が命を得て再臨するに足るものか？

　この数日、僅かにライダーは揺らいでいた。

　そして──

「今こそ認めよう」

　彼は、召喚されてから三度目の微笑を浮かべる。

　一度目は、地下工房の一室にて。聖者の素養を持つ幼子の言葉を受けて。

　二度目は、玲瓏館家の屋敷にて。王者の気風を持つ少女の存在を感じて。

「この時代にも、聖者が在り、王が在る！」

　そして、遍くすべてに仇なす蒼銀の騎士との決戦を予感しながら。

　哄こう笑しょう──

「ははははははははははははははははは！

　良かろう！　認めよう！　余は求める！

　此処もまた余が統べた世界と変わらず世界に他ならず、余は確かに執着を覚えたぞ！　欲しい！　何故ならば、世界とは、余が治めることを運命付けられたもの！」

　高らかな叫びに伴って。

　魔術回路を思わせる幾筋もの淡い光条が、玉座から、主神殿最奥の床・壁・天井を次々に走って行く。暗がりの主神殿が瞬く間に魔力光に埋め尽くされる。この時、この瞬間を以て、ライダー最大の宝具である〝光輝の大複合神殿ラムセウム・テンティリス〟は真に起動を果たす。無数の内部神殿群は対応する神々に由来する結界を稼働させ、岩石製の獅子獣スフィンクスたちは目覚め、大いなりし〝デンデラの大電球〟は天空の怒りそのものと化して鳴動を始めるのだった。




「この、余──

　王の中の王、オジマンディアスによって！」




　自らの真名を誇り高くも叫びながら、ライダーは哄笑する。

　オジマンディアス──

　すなわちは最高神ラー、神より生まれし者。天空神ホルス。アメンの子、ムートより生まれし者。勝利に輝く雄牛、マートに愛さるエジプトの保護者、異国の征服者、年経て偉大なる勝利を誇りし、両国の主あるじ、森羅万象を司つかさどる者、ラムセス、アメンに愛されたる者、ウセルアマトラー・セテプエンラー。

　紀元前千数百年、古代エジプト世界に君臨せし最大最強の神王ファラオたる名。

　真名を彼が口にする時、世界のすべては光輝の下に平伏する他にない。

　過去。現在。そして未来であっても変わることなき、それは彼の自負でもあった。

　東京湾が光に染まる。

　決戦の時を告げるかのようにして、輝き、鳴動して──

「軍神セトと戦いの女神アナト、我が両腕に宿るが良い！

　豊穣の神アスタルテ、我が勝利の栄光より後にはお前こそが戦いに血濡ぬれた地を言こと祝ほげ！
















　ラーでありホルスである余は、是より、再びの命を得て世界に幸福を与えん！

　最愛なりしネフェルタリよ、ハトホルとしてオジマンディアスの光臨を祝福せよ！」

　世界は自らが統べねばならない。

　それが摂理というものだ。

　世界を自らが救わねばならない。

　喩え、天空よりの破壊の輝きによって極東の都ひとつが灰燼かいじんと帰そうとも。

　すべては、この神殿へとかの者が至るかどうか。卑劣にも無辜の人々を盾として都に姿を隠し続けるのであれば、ライダー・オジマンディアスが魔力を大電球に注ぎ込むことで神殿体主砲より放たれる〝光と雷〟が文字通りにすべてを薙なぎ払うまでのこと。

　もしくは、既に時遅く。

　海の彼方かなたより来たるものが現れるのであれば、砲門を、そちらへ向けるまで！

「まさしく世界を救う戦いである！

　余は、余が統べるためにこそあらゆる敵を灼き尽くし、遍くすべてを救おうぞ！」




　──さあ。来い。

　　　蒼銀の騎士に護まもられし世界を喰らう女神ポトニアテローンよ。




　──今こそ、神王が貴様を斃たおしてやろう。
















　──薄暗がりに、激しく舞い踊る女がひとり。




　扇情的な舞いだった。

　情熱的な踊りだった。

　ぴたりと肢体に張り付いた薄布越しに、滑なめらかな肉体が躍動する。

　剝むき出しの背中、腰、脇腹から腕に掛けて大きく露あらわになった肌のあちこちには汗の玉が浮かび、僅わずかな光を受けながら煌きらめいて。

　その肌、生来の褐色。

　その貌かお、白色の仮面。

　髑髏どくろを模して作られた面に表情はなく、漂わせる気配は死のそれだ。

　無情の貌。死を告げる顔。そういう類たぐいの具現とさえ思わせるものに貌が覆われているのだから、如何いかに女の舞踊と肉体が強烈なまでに異性を惹ひく力を備えていたのだとしても、打ち消されてしまう──と言うのが道理ではあるのだろう。けれど。

　健在だった。

　肉体肢体の艶なまめかしさ、舞踊舞踏の猥みだりがわしさたるや。

　ひとつきりの仮面の不気味如きに負けるものでは、ない。




　時に一九九一年、二月某日。

　奥多摩山中の地下、魔術と現代科学とを駆使した不屈の要塞ようさいである筈はずの大規模魔術工房のただ中に、踊る女アサシンの姿は在った。単身のみで訪れたのか。否。彼女があるじ主人と定めた可か憐れんの少女と共に、アサシンは工房内に出現していた。

　実に、あるじの驚嘆のわざを彼女は知ることになった。

　数あま多たの結界や固定砲台ガンターレットをものともせずに、本来、サーヴァントの侵入を強く阻むであろう大魔術さえ容た易やすく無効化されていた。薄暗がりでこうして舞い踊る最中にも、アサシンは一切の不自由を感じはしなかった。エーテルで構成された仮初めの肉体が軋きしむどころか、跳ねる腰、宙を薙なぐ指先のひとつに至るまで何の損傷も抵抗も負荷も感じられはしないのだ。

　山中に拠点を構える極東の魔術師一派──聖杯戦争参加者としての長おさを擁する伊勢三いせみ一族の工房へと侵入する旨をあるじに伝えられた際、確かに、アサシンはある程度の覚悟を済ませておいた。人智を超えた存在とはいえども、サーヴァント階位で言えば最低に位置する階梯クラスで召喚されている我が身、籠ろう城じょうを決め込める程度には入念に準備が施された工房内に足を踏み入れて無事で済むとは限るまい、と。

　だが。何もない。

　歩みを阻む何かも、舞い踊る自身を阻む何かも、ない。

　すべて、あるじの手による驚異の魔術によるもの。

　蝶ちょうが羽ばたくように、花が咲き誇るように、あるじは何もかもを成す。

「──どうか、この場はお任せくださいませ。我があるじ」

　侵入を果たした直後。

　そう、少女へと静かに告げて。

　アサシンは自分のすべきことを行い始めた。舞い、踊り始めたのである。

　完全に閉鎖された地下の大規模魔術工房を内部から殲滅せんめつする等と、実に、容易い。こうして空調制御室へと入り、それから、踊るだけ。荒々しく舞い踊るアサシンの肉体から流れ落ちる〝毒の汗〟が揮発し、そうして発生した〝毒の空気〟が空調装置を通じて広大な地下工房の隅々にまで撒まき散らされる──

　直接の接触に比べれば、毒素の濃度は随分と落ちてしまう方法ではある。

　唇などの粘膜を通じてこそ、アサシンの毒は必殺の攻撃手段となるのだから。

　それでも。踊り続け、汗を流し続ければ。対毒の手段を講じていない対象であれば、それが呼吸によって生命活動を行う生物であれば、まずは四肢が麻痺まひし、思考のすべてと共に心臓の鼓動が散漫となって、やがて緩慢な死へと至る。

　奥多摩山中地下、この工房に在る誰ひとりとして逃がしはしない。

　老若の区別なく。男女の区別なく。伊勢三なる者どもは一夜にして壊滅するのだ。その身に魔術回路を有した魔術師──聖杯戦争の候補者と成り得る者であろうと、魔術の才なき者であろうと、迷宮の如き工房の内にいた者の悉ことごとくは死に果てるのみ。

　彼らは死ぬ。それは最も早はや、完全なまでに決定されている。

　理由は──

　東京湾に座した強力な英霊であるライダーのマスターと、その一族であるから。

　聖杯戦争参加者の係累であるから。

　いいや、それらの事柄は、この舞踊の瞬間にはさほどの意味もないのだろう。

　結果的には同じであっても。

　今この時、アサシンが、こうして歓喜の踊りを舞うことに対しては──

　意味など。ない。

　純粋に、あるじへと捧ささげられる想いだけが此処ここには在る。

　少女のために何かを成せる、という事実だけが導いてくれる歓喜の極み。この場を任せて欲しいと口にしたのは、この歓喜をこそ欲したから。見て欲しい。自分を。かつて敵対する異国の領主や将の数々へと披露してみせた芸を、正しく命在る肉体の身であった頃には暗殺対象の肉体の幾らかを痺しびれさせながら、その思考を性の方向へと傾けさせるための準備に過ぎなかったこれを──今や死の舞踏ダンスマカブルそのものにまで昇華された、我が毒の舞いを。
















　貴女あなたのために、無力な身でも何かがしたい。

　それだけに過ぎない。

　瞼まぶたを閉じれば、際限なく思い出せる。

　殺すために近寄った誰かの前で、こうして舞い踊った過去の日の夜の数々を。

　これ程までに高揚したろうか？

　生前の自分であれば、今ほどには強力な毒の身体ではなかったとは言え、至近距離で踊ることを許可されさえすれば、大抵の男たちは揮発した毒を吸い込んで思考を鈍らせ、獣のように覆い被かぶさってきたものだった。

　猜さい疑ぎ心に溢あふれた領主であろうと、心身共に壮健な名将であろうと変わらない。

　時には女を同じ手法で仕留めたこともある。

　故にこそ、誰ひとり。男女の差なく。

　この舞踊を、正真正銘、最後の段まで目にした者は殆ほとんどいなかった。

　今という瞬間までは。

「綺き麗れいよ、アサシン」

　可憐の声が聞こえる。

　嗚呼ああ──

　貴女だけは、微笑みを崩すことなく舞こ踊れを見てくれる。

「ええ。ええ、素敵だわ。

　そうして踊るあなたは、夜に咲く異境の花のよう」

　視界の端に、至高のあるじ、沙さ条じょう愛まな歌かの無邪気な微笑ほほえみが見える。

　何よりも清らかで、何よりも尊い輝きが。

　同時に。何処どこかで、自らの肉体が毒に蝕むしばまれつつある事実を──死の運命を察したかのような悲鳴や絶叫が幾つか響いたような気がしたものの、特に、留意しておくべき事柄でもない。躍動を、滾たぎる想いの具現たる汗を撒き散らす舞踊を止められはしない。

　ただ、何故か──

　誰かの姿が不意に脳裏に浮かんでいた。

　現界してから何人目になるのかも分からない、自分が殺した相手。成人してはいないだろう、少年。青年か。何か、奇妙な言葉をこちらへと告げていた彼。

　三日前に口付けを交わした、バーサーカーのマスターであった男。

　彼は何を言っていただろうか。

　確か、おかしなことを言っていたような気がする。

　出来の悪い冗談のようだったと彼女はうっすらと記憶している。

　殺し合いのさなかに告げるにしては、滑稽こっけいを通り越して見事でさえあった言葉だった。




『俺に令呪これを使わせないでくれ』




　舞い続けながら──

　毒の娘は、彼の言葉をほんの少しだけ思い出す。

　変わった青年だった。

　彼が、もしも、聖者の真似事として犠牲の死を選んだのであれば。

　英霊を操る魔術師としては兎とも角かく、道化の類としては優れていたと言えようか？

（道化、か）

　仮面を纏まとって踊り狂う自分にこそ、それは相応ふさわしい。

　少なくとも、あの青年よりも。
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　拠点襲撃について。

　聖杯戦争に於おいて、敵である魔術師マスターの拠点はすなわち工房となる事例が多いと予想される。魔術工房。原義としては生涯を懸けた研究のために用意される施設となるが、こと聖杯戦争に際しては魔術師が己おのが奥義を尽くした要塞としての側面が発揮されるだろう。




　強力な霊地を確保したマスターの工房は極めて難攻不落だ。

　召喚された英霊サーヴァントを始めとする魔力的存在の侵入を阻む類の結界が仕掛けられている可能性も十二分にある。




　その場合、強行侵入を果たせばサーヴァントは著しく消耗してしまうだろう。

　故に、結界の破壊、或あるいは結界に伴う効果の緩和が肝要となる。




　サーヴァントは絶対的な戦力を有している。

　翻って言えば、無事に目標地点──マスターの座する場所へと彼らを届けることが叶かなえば、如何なる強固な要塞といえども拠点襲撃は成功する。




　例えば、令呪使用によるサーヴァントの一時的強化や瞬間移動等。

　宝具やスキルといった固有の能力に依よらずとも、これらの奥の手を選ぶことで襲撃の成功確率は格段に跳ね上がるだろう。




　心せよ。

　拠点襲撃に際しては切り札の使用を躊躇ためらうな。




　同時に──

　拠点防衛に際しては、敵陣営の覚悟や能力の如何いかんでは容易く突破され得る可能性を常に考慮せよ。聖杯戦争は殺し合いであるが故に、すべての状況は有り得るものと前提して挑む他にない。





（古びた一冊のノートより抜粋）
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　多くの人間が死んでいた。

　老人もいた。

　若者もいた。

　子供もいた。

　男も、女も、ただの人間も、魔術回路を備えた人間も、すべてが死んでいた。

　苦痛による死ではない。ただ、自身や周囲のすべてが死にゆくことを、明確に自覚しながら命を失ったせいか、多くの死者は恐怖の表情を色濃く残したまま事切れている。

　魔術師だけは例外だった。

　彼らの多くは、苦しみと痛みを顔に張り付かせて絶命している。

　何故か？

　それは、対毒の礼装を所有していたからだ。念のために、とアサシンの毒にある種の変化が行われるように少女が細工を施した結果、魔術回路の存在を感知した毒素が即座に変化・変質し、魔術師たちの肉体に接触すると同時に、魔術回路を絶対死の回路へと組み替えたのだった。

　結果として、地下工房には静寂が満ちた。

　誰も、音を発する者はいない。

　少女とアサシンとが廊下を進む静かな音が、断続的に響くのみ。

　そこへ──




『愛歌さま。畏おそれながら、キャスターが申し上げます』

「あら、なあに？」

『既に察しておられるでしょうが、東京湾上の決戦にて愛歌さまの行動が功を奏したことをご報告申し上げます。ライダーはマスターを失い、魔力供給を断たれました。あれほどの巨大宝具ともなれば、魔力消費著しく、遠からずライダーは斃たおれるでしょう』

「そうかしら」

『何か、懸念がお有りでしょうか』

「あのファラオ、とっても強いし、奥の手があるかもしれないわ。あ、それとね。奥多摩ここを落としたのは、わたしじゃないの」

『は──』

「アサシンよ。この子、よく働いてくれて。よしよし、偉い偉い」

『お戯れを』

「あら、どうして？」

『奥多摩の地下工房は魔術師の園なれば、毒に対する礼装を纏った魔術師も少なくはないでしょう。あれが殺すことができるのは、せいぜいが魔術なき者』

「余りはわたしが手伝ってあげたけれど……」

『やはり』

「もう。あまりアサシンを苛いじめるものじゃないわ、キャスター」

『失礼いたしました、愛歌さま』

「あなたは引き続き、セイバーを助けてあげてね。固有結界が完全に消えるのを確認するまで、ちゃんと自分の仕事をすること。あなたの策ですものね？」

『御意』

「わたしは工房を見て回ってから、アーチャーのマスターに連絡するわ。きちんとファラオを殺してしまいたいから、やっぱりアーチャーは必要だと思うの」

『ご注意下さい。あれの忠誠は絶対のものではありません。魔術師との接触に際してはどうか、愛歌さまとはいえどもご注意いただきたく』

「大丈夫よ。電話を使うから」




　死に満ち溢れた地下の薄暗がりで、少女が声を響かせる。

　傍らに仮面の女を侍はべらせながら。

　遠く離れた地に在るしもべの一騎と、まるで隣にいるかのように言葉を交わして。




「すごいのよ、あのひと。携帯電話を持ち歩いているんですって！」

『魔術師にしては稀有けうですね。科学の先端技術を多くの魔術師は疎うものですが』

「でしょう？　そういう魔術師もいるのね。

　でも、この工房にも色んな機械がとってもたくさんあって──あら？」

『何か』

「面白い部屋を見付けたの。それじゃあ、また後でね」
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　視界に映るのは──いつも、無機質な天井であるのが殆どだった。

　あとは無数の管ばかり。

　機械装置に繫つながった、ケーブル。

　自分の体に繫がった、ケーブル。

　見慣れた光景ではあった。

　ベッドの場所が地中の大規模工房に移されても、何の代わり映えもない。

　普段の、新宿区内の総合病院の特別病棟に誂あつらえられた専用の病室と、間取りも天井の様子も何もかも同じ。ケーブルの一本にしてもそうだった。

　何らかの意図があってそうされているのだとは思わない。

　きっと、同じ設計をしただけだ。その方が効率的であるから。

　別段、それを恨みに思ったりはしない。

　地下工房の奥深くに移送されて、こうして、無菌状態を保つための処理が施された特別な病室を用意して貰もらえるだけ、きっと自分は幸運なのだろうと思う。

　確かに、幸運ではあった。

　その瞬間を迎えるまで、少なくとも、自分だけは生き延びていたのだから。

「ふうん──」

　鈴の音のようにして響く、綺麗な声。

「ここは、気密性が高いのね。それに部屋だけで空気が循環するようになってる。防塵ぼうじん処理も、防毒処理も、きちんとされているし」

　知らない声。

　いつも通りの部屋の中に、いつもと違う誰かがいた。

「機械的な処理だけじゃない。ルーンの効果もあるのね、これは。ええ、そうでなければアサシンの毒を阻むなんてできないものね」

　多くの事柄を知らない身ではあっても、認識できた。

　女の子の声だった。

「嫌いじゃないわ。こういうの。あなたの一族はちょっとだけ面白い。こんな遊びをしているなら、みんな殺してしまうのは惜しかったかしら」

　麗しく形作られた庭園に咲き誇る、大輪の花を想像する。

　果たして、ケーブルの幾つかを避けながら、ベッドの上から覗のぞき込むようにしてこちらを見つめる少女の姿は、確かに花の美しさを備えていた。可愛い。綺麗。可憐。佳麗。これまで生きてきた、そう長くない時間で得た知識を総動員して複数の形容が浮かぶ。

　そんな女の子が、いた。

　これまでに一度だって見たこともないような服を着ている。

　ドレスだ。よく似合っている。

「……こんにちは」

　喉のどから、声を絞り出して言葉に変える。

　肺の調子が今日はすこぶる良いから、人工呼吸器が付いていなかったお陰で、こうして何とか挨拶あいさつまでは口にできた。そんな、まさか、一族の人間ではないだろう誰かへ声を掛けるなんて奇跡が、この短期間で二度も起こるだなんて。

　一度目は、太陽の輝きを瞳ひとみに持つ男の人。

　二度目は、この女の子。

「こんにちは、可愛い男の子。あなたは元気じゃなさそうね」

「……そう、だね」苦しい。言葉は、やはり喉と肺に負荷を掛けてしまう。

「わたしは元気よ。わたし、今、聖杯戦争をしているの。大好きな彼のために」

　なるほど。

　女の子の不思議な言葉の意味がやっと理解できた。

　少し前から、誰も病室に入って来ないのはそういうことだったのか、と。普段であれば、自分に繫げられた機械装置の計器類を確認したり、血管にいつも繫がった針とチューブを通じて投薬をしたり、問診や、実験用の器具の装着や、魔術回路の移植なりの下準備といったあれこれを行う白衣の人々が行き交う筈なのに。

　誰も、病室に入って来ないのは──

「ごめんなさいね。もう、あなた以外のひとは殺してしまったわ。ライダーはとっても強いから、魔力供給を絶ってしまおうと思って」

　困ったように眉まゆ根ねを寄せて。

　女の子は、微かすかに、笑う顔を見せた。

　返事はできなかった。

　言葉が出て来ない。

　元々、話す、という動作に慣れていないから──ではなくて。

　この病室の外で命を落としただろう多くの人たちを、想ったから。沢山の人がこの工房にはいた筈だから。大人もいた。老いた人もいた。聖杯戦争に際しての事柄を、魔術回路を有している自分は聞かされていたけれど、何も知らない小さな子供たちもいた。

　殆どの人には、会ったことがない。

　顔も。名前も知らない。

　でも。

　女の子の告げる内容と笑顔に対して、選べたのは、悼む行為だけだった。

「恨んでもいいわ。憎んでもいい。ああ、ううん、喜んでもいいのよ？

　あなたをそうして無理矢理生かしてきたひとたちは、結構な数が死んだのだから」

　優しい微笑み、とか。

　そういう風に表現できそうな顔をして女の子が言う。

　実際にそういう顔をする人を、見た覚えはない。大抵の白衣の人たちは表情というものを浮かべたりはしなかったし、時に感情を見せて接してくれるような人が向けるのは、憐あわれみとか、同情とか、そういうものだったから。

「……恨まない。僕は、誰も。きみも……伊勢三の、一族も」

「そう？」

「……もしも、叶うなら……」




　もしも叶うなら──

　自分以外のすべての皆に平穏と、平和と、幸福を。




「きみが、一族を殺してしまったというのが……本当なら、とても……」

　悲しい。

　誰かが傷付けられてしまうこと。

　それは、悲しくてたまらない。

　それでも。

「僕は、誰も……」

　誰をも恨んだりはしない。

　言葉の終わりの方は噎むせてしまって、きちんと言えなかったものの、言いたかった内容は伝わったと思う。不思議と、この女の子には言外の考えや意図のすべてが伝わるのだという実感があった。

　だから──

　ほら、女の子は、小さく首を傾げる。

「ふうん？」

　興味を抱く素振りだった。

　このあたりで、徐々に理解していた。

　この子は違うのだろう、と。

　普通の人とは違う。普通の魔術師とも違う。

　人倫というものから逸脱した自己を認識した魔術師や、意図的に感情を抑制しながらこちらを実験動物として扱う白衣の人々とも違って、この女の子にはきっと、感情がある。すべて受け止めて、感じて、考えて何もかもを成している。

　ただ、尺度、というか。視点？　位置？

　何かが違う。

　誰とも違う。

「あなた、面白いのね。まるで、大昔の聖者さまのよう」

　空間が歪ゆがむような錯覚があった。

　女の子の手の上に、何かが、浮かんでいる。

　黒いものだった。

　黒く、いつかモニター越しに見た自分の心臓よりも余程力強く脈打つ、何かの塊。

　それは黒く脈動する何かだ。

　目にしただけで、奥底で何かが軋んだ。魔術回路。違う。心とか、魂とか、そういうものが叫んでいるのが分かる。あれは──

「あなたの一族よりも、あなたはずっとずっと面白い。ええ」そう言って、優しくこちらの頭を撫なでて「だから、本当にあなたが誰のことも恨んだりしないのか、今からこれで確かめてあげる。どうかしら」

「確か、める……？」

「大聖杯、もう見付けているのだけど──これは、ううん、この仔こはその奥底で見付けたモノなの。この仔は凄すごいのよ。すごくお腹が空いているの。この仔を埋め込まれて、一時間、いいえ、三〇分後にもあなたが同じことを言えるなら、ええ、あなただけは殺さないでおいてあげる」
















　綺麗な声が、嬉うれしげに。

　綺麗な顔が、優しげに残酷を告げている。

　女の子は微笑んでいた。

　そう、咲き誇る花のように、夜空に輝く星々のように。

「がんばって、ね？」




　僕にとっては──

　花も、星も、モニターを介さずに見たことはないものではあったけれど。
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　被験者Ａについて。

　想像を絶する状態で、被験者Ａは発見された。

　瀕ひん死し状態。等と、その一語だけでは到底表現しきれるものではない。




　我らが一族本拠たる奥多摩地下工房で発見された唯一の生存者でありながら、被験者Ａは最も損傷激しい被害者の一名でもあった。




　状態としては、脳機能と心肺機能こそ辛うじて残されてはいるものの、人体としては決定的なまでに欠損していた。生来の疾患で、被験者Ａは元より多くの機器との接続なくしては生命活動を維持できない多大な欠損を有した肉体ではあったが、発見された時点での状態は従来のそれを遙はるかに逸脱していた。




　何らかの要因による壊死、もしくは融解。

　内部から、貪むさぼり喰くわれていたのだ。




　要因は定かではない。

　発見時、被験者Ａの肉体には僅かに不明物質が付着していた。（写真２を参照）




　黒色のゲル状であるこの物質に接触した作業員一名は即座に発狂し暴れ出し、それを取り押さえようとした別の二名も同じく発狂、捕食に類する単語を断片的に叫びながら他の作業員に襲い掛かり、これらの鎮圧には強行的手段を執らざるを得ず、合計で六名の作業員を完全損失する結果となった。（発言内容からは異常なまでの破壊衝動、使命感にも等しい憎悪の発生などが原因として類推される。発言の詳細については報告書第〇〇二三三号を参照）




　特筆すべき点は、何らかの魔術的手段もしくは生物兵器による攻撃を受けたと思おぼしき一族本拠の捜索にあたり、作業員のすべては対ＢＣ生物化学装備としての気密スーツを着用していたにも拘かかわらず、件くだんの作業員たちは精神に変質を来きたしたことである。




　黒色の物質の正体は、現在に至るも尚なおも不明なままである。

　その後、被験者Ａの肉体に付着していた当物質は、不可解に消失している。




　被験者Ａは現在も生存している。

　以前よりも遙かに苛か烈れつな状態であり、これまでに、心臓が脈打つ毎、呼吸のひとつ毎、多大な苦痛がもたらされているものと観測数値は告げている。人体、特に脳に対する許容量を遙かに超える苦痛である。

　大量の投薬や魔術的な治癒は当然施されているが──以前まではある程度効果のあったそれらは、現在ではほぼ通用していない。




　許容量以上の剝き身の苦痛を、被験者Ａは常時、感じている。

　それでも尚、少なくとも苦痛を要因としては、被験者Ａは死はおろか発狂に至ることもない。一族の技術が心肺機能を始めとする生命維持を繫いでいる限りに於いては命を繫ぐだろう。無論、数年が限度であるのは言うまでもない。




　是これほどまでに強きょう靭じんな精神を持つ被験者Ａが、健常な肉体を有した魔術師であれば如何に一族の復興に役立つかは計り知れないが──




　現段階で最も有効な被験者Ａの活用方法は、次回の聖杯戦争に於けるマスターとして選出されるよう、引き続き生命維持措置を施し続けることだ。生まれ持った魔術回路、そして常人を凌りょう駕がする精神は、聖杯に認められるだけの素質として十二分に可能性を有しているに違いない。




　唯一の問題は、ここまで損傷著しい肉体では、英霊召喚及び召喚後の現界維持に伴う魔力消費及び負荷に耐え切れまいという事実だが──




　さして問題はない。

　一族の技術を結集して当主玄しず莉りが開発した〝仮面〟は疑似的なマスター相フェイスとして正常に機能し、召喚されたサーヴァントを維持し続けるだろう。たとえそれが被験者Ａの死亡後であろうとも。





（とある総合病院の報告書より抜粋）
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　──そして、ほんの一度ひとたびだけ時は進む。




　八年後。

　西暦一九九九年。

　東京都新宿区、とある総合病院の特別病棟の一角にて。




　史上第二の聖杯戦争が始まる頃。

　七人七騎の戦いが今まさに繰り広げられんとする頃。




　若き聖者がその命を終えようとしていた頃。

　恐るべき獣をその身に埋め込まれ、更なる苦痛の日々の果てにあった頃。




　変わらない天井の下で。

　数多のケーブルの先で。

　無表情の白衣の人々に囲まれながら。




　──人生の中で唯一の我が儘を彼が果たしてから、数日の後のこと。
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　聖杯に対する願い事など、なかった。

　この身は既に満たされているのだから。

　ずっと信じていた。

　世界の温かさを。人々の善を。




　多くの英雄たちを屠ほふり続けた恐るべきゴルゴンの怪物メドゥーサを倒した時も、神罰の怪物ケテュスへの生贄いけにえとして捧げられつつあったアンドロメダを助け出した時も、母上を悪王ポリュデクテスの魔手から取り戻した時にも。

　ティリュンスの王として君臨した後にさえ。

　オリュンポスの神々はいつだってこの身を守り、助けてくれた。

　父たる大神ゼウス、戦女神アテナ、智慧ちえの神ヘルメスは、数多の冒険に際しての危機や窮地に手を差し伸べてくれていたし、多くの人々は讃たたえることはあっても憎しみをぶつけてくることなどなかった。

　人を害する怪物や悪に落ちた王──

　そういうものは、正しき世界から外れた存在であると疑わなかった。

　いつだって、幸福だった。

　命の危険があろうとも挫くじけたりはしなかった。

　世界は輝きに満ちていて、進むべき道はどんな時でも明確だった。

　だから。

　きみの姿を初めて目にした時も、仮初めの命を得てサーヴァントの一騎として現界を果たした世界で、今回、自分が救うべき者こそがきみなのだと確信した。繫がれたきみ。あの日、あの時のアンドロメダのように無数の鎖ケーブルに体を繫がれて。

　白い寝台にいつまでも横たわり続ける、きみ。

　儚はかない少年。

　一族の大願を背負いながら機械に繫がれて生き続け、英霊召喚を果たした人物。

「気になりますか？」

　きみは、そう尋ねてきた。

　繫がれている人によくよく縁があるようだからと返したら、きみは、星座の話をしてくれたね。アテナさまによって天へと召し上げられて星座となった、この我が身──ペルセウス座について。

　この極東の地に在っては秋の星座だというから、今は、見られない。

　今は冬だ。寒い季節。

　きみと共に外へ出て冬の夜空を見上げてみたいと思ったけれど、きみには難しいのだと知らされた時には、悲しかった。きみの体は病魔にひどく蝕まれていて、この真っ白な部屋からは出られない。それは何と悲しいことなのだろう。

　きみは、野原にそよぐ風を感じた経験がない。

　きみは、海辺で香る潮さえ匂った経験がない。

　きみは、夜空の星の美しさを見た経験がない。

　ああ、それなら──

　願い。最後に勝ち残ったマスター一人とサーヴァント一騎がそれぞれに叶えられるという聖杯への願いは、秋の星空を共に見ることにしようか。

　そう告げたら、きみは大層驚いていたね。

「そんなに簡単に、願いを決めてしまうんですか？」

　不思議でも何でもない。

　願い事なんて、召喚される以前のこの身には何ひとつとしてないのだから。星座にまでして貰えたのだから、この上は望みなど在ろう筈もない。それなら、召喚されて後にこうして知り合った新しい友のために願ってみせよう。

　きみのその体を治して、一緒に、ペルセウス座を見よう。

　そう告げたら、きみは頷うなずいてはくれなかった。

　そして、言ったのだ。

　八年前に死ぬ筈だった自分の命を、こうして一族の皆に繫いで貰った。

　友達と言ってくれる人もできた。

　だから、自分自身に望むことはない──

「聖杯には、もっと大きくて沢山の人の幸せを願いたい」と。

　心臓が脈打つ度に痛みを伴う命。

　針を吞のむような呼吸。

　痛みの多さに釣り合わない、生の実感のなさ。

　後は死を待つだけの状態に在りながら、きみは、そう言ってみせた。無限の苦痛に苛さいなまれているだろうに、あらゆる不平、不満をこぼさない。惨むごたらしいまでに蝕まれた体を一切意に介さず、きみは、人々の幸せを願った。

　ああ、きみこそが英雄だ。

　大神ゼウスよ、アテナよ、ヘルメスよ、何故、彼を助けないのです。

　此処には誰よりも星座となるに相応しい者がいます。英雄。いいや違う、何かを傷付け倒す暴力などに頼らず、聖なるものだけを備えて人々の幸福を願う者です。

　既に、神々は大地から離れたのだときみから聞かされたのは本当だった。

　少なくともこの地に神々はいない。

　聖者の声を聞き届ける慈悲は、この、夜さえ輝きで埋め尽くす都市にはないのだ。




「お願いがあるんです」

　ある日、きみは言った。

　自分に可能なことなら何でもしようと返答すると、きみは微笑んでいたね。

　街の姿を見てきて欲しい。

　出来る限りの多くの人々を見て、覚えて、それを伝えて欲しい。

　それは、きみのささやかな望み。その一言を発するまでに、どれだけきみが迷い、僕に告げても良いものかと悩んだかを思うと胸が苦しい。そんなに大おお袈げ裟さに考える程ではないのに、きみは、とても済まなそうにしていたね。

　望みはない。そう言ったのに、掌てのひらを返してしまって申し訳ないと。

　いいや、お安い御用だ。

　本当にそうなんだよ。

　友が友に何かを頼むのに、緊張する必要も引け目に思う必然もない。

　きみの望み通りに、街をうろついて、天にも届くかの如き超高層ビルの谷間を縫って、広い公園の木々や囀さえずる小鳥たちを眺め、笑い合う親子やはしゃぎ回る幼子たちの姿を記憶しながら、一日中歩き回った。

　写真というもので記録を残した方が良いのではないかとも思ったものの、きみは、頑かたくなに首を横に振ったね。ケーブルがずれてしまうから、あまり動かない方が良いのに。

「アナタの、目で、見て欲しいんです。

　見て、感じたままに、僕にそれを伝えてくれれば」

　きみの言うままにした。

　その日に見たもののすべてを、きみに伝えたね。

　すると、きみは、咳せき込みながら、嬉しそうに微笑んでいて。

「……僕の、願い。それは、今日、アナタが見たものです」

　そう言った。

　きみは、自分自身で目にしたことさえない人々を想ってそう言ったんだ。

　何と美しいのだろう。

　何と悲しいのだろう。

　きみは世界と人々をこうも愛しているのに、街で目にした人々は、果たしてきみを愛しているのだろうか。




　そして、今。

　きみの召喚によって現界してから七日目である、今日という日に。

　ただこの世界に在り続けるだけで魔力を、命の力そのものを吸い上げてしまう我が身の影響を痛ましい程に受けて、きみは、見るからに衰弱している。ほんの僅かな時を経た後に、きみの命の火は消えてしまうだろう。

　これでは、聖杯を得るための戦いにきみは耐えられない──

　手立てがない。何も。

　こうして枕元に立って、弱っていくきみを見つめるしかない。

　それもいいかも知れない。最早、きみを治すこともできず、きみが命を失ってしまうのであれば、我が身もきみと一緒に消えてゆこう。英霊の座へと戻るのか、星座へと戻るのかは不明だけれど、後者であるなら神々への声も届く可能性もあるかもしれない。

　きみも星座となって──

「僕には、友人がいませんでしたから」

　震える喉。

　残り僅かな命が、音、声、言葉へと変換されてゆくのが分かる。

　聖杯戦争のサーヴァントには非業の運命を遂げた英霊を選ぶもの。そういう決まりだと聞かされてはいたものの、自分はそうしたくなかった。そう、きみは続ける。そんなに喋しゃべっては体に悪い、という制止の言葉には微笑みだけを返して。

「だから……僕の人生の中で、唯一の我が儘ままが、アナタです」

　我が儘？

　何を言うんだい、きみは。

「不幸な英雄ではなく、幸福な人が良かった」

　もう、話してはいけない。

　知っている。分かっている。有り得ざる病魔に食い尽くされたその体は、こうして言葉を放つだけでも信じられないほどの苦しみが満ちる。せめてどうか、最後の瞬間だけは少しでも安らかにいて欲しい。

　けれど、きみは言葉を続けてしまう。

　こちらへと向けて。

　初めての友人だときみが言ってくれた、この、ペルセウスへと。

「だって──満ち足りた人が願うことは、きっと、幸せなものでしょう？

　アナタが聖杯に願うことは、温かいものだと思うのです。だから、どうか……」




　──どうか。人々が、平和で、幸福でありますように──




　夢見るように微笑んで。

　きみは、言葉ならぬ言葉を口にしながら、この世界から去って行く。

　左の掌に浮かんだ令呪を費やして、ペルセウスワタシを受肉させながら。

　軋まぬ骨を得て、しなやかな肉を得て。

　きっと、世界に幸福を満たして欲しいと願いながら。

「そうか」

　五体に新たな骨を得て。

　全身に新たな肉を得て。

　熱くも赫あかい血潮が駆け巡る、仮初めのエーテルならざる肉体が得られたことを確かに感じながら、霊核に対して本物の心臓が接続されたという驚異すべき事実を認識しながら、ワタシは、今、きみの死に顔を見つめる。

　令呪を用いたとは言え──

　我が身を受肉させる等と。

　この小さな体の何処に、それほどまでの力が残されていたのだろう。

　魔術の奥義が成せるのか、きみという個人の素質が令呪をこうも応用させたのかまでは知り得ない。ただ、ワタシは、きみの願いを受け止めながら、死したきみを見る。

「そこまで、きみは、皆を……」

　刹せつ那な。心中に渦巻いたものがあった。

　酬むくわれなかったきみの人生を、想って。

　最後まで余人を恨まず、世の温かさを信じたきみの心に頭こうべを垂れて。

　そして。きみを救わなかったすべてに、おぞましいまでの憤ふん怒ぬを覚えて。

　──悲しみと、敬いと、怒りが、どろりと溶けて。

　あらゆる色を失って、光の届くことのない黒色へと濁り果てて。

「聖杯に、今、ワタシは願う」

　きみに幸福を。

　聖杯の力が真に万能であると言うならば、今は遠き父ゼウスにも成し得ぬことが成せると言うならば。ワタシは、ここに誓う。
















　聖なる者よ。

　幸福な人々を望んだ者よ。




　きみは──

　きみだけは、誰よりも、幸せにならなくてはいけない。




　慈しみの手を伸ばさなかったこの世界に、きみを奪わせはしない。

　絶対に。
















　──可か憐れんが、かたちを成していた。




　純粋と無垢むく。妖精と花に喩たとえる者もいるだろう。

　幻想がその姿を隠してしまうよりも以前の世界を知る詩人であるならば、万感の想いを込めつつも、その技巧のすべてを尽くして生ける神秘の数々を口にしながら表現したに違いない。地上の庭園にて咲き誇る花々よりも美しく、人を狂気に堕おとす艶えん美びではなく、人を優しく満たす佳麗の尊さを。

　屋敷の広さと規模に比べれば幾らかささやかにも見える浴室バスルームの中にあって、浴槽に身を浸して、少女は、明らかなまでに輝いていた。全身に想いが満ちていた。

　桃色に染まった頰を見れば、誰であろうと理解する。

　此処ここには〝恋〟が在るのだと。

　石鹼せっけんで真っ白に泡立った湯の熱さが、体温を上昇させたが故ではない。

　少女は知っているからだ。

　想い人が、自分のすぐ近くにいることを。

「ね、セイバー。聞こえていて？」

　磨すり硝子ガラスが塡はめ込まれた扉の向こう──ひどく寒い筈はずの脱衣所に。

　彼が。いる。

　であるからこそ、少女の頰は染まるのだ。瞳ひとみは揺れて、濡ぬれたように輝く。




　純粋に、少女は彼を想っている。

　無垢に、少女は彼を慕っている。




　観測結果としては紛まごうことなき真実であり、事実ではある。

　彼のためにこそ少女は生きる。

　彼の心よりの願いを知り、それを果たすがために〝すべて〟を捧ささげると決めたのだ。

　世界最高の劇作家シェイクスピアは言うだろう。是これこそ、紛うことなき恋愛そのものであると。

　世界最高の童話作家アンデルセンは言う筈だ。是こそ、世界を成し世界を毀こわすモノであると。

　想うが故に慕うが故に、恋するが故に──

　あらゆるすべてを彼女は成せる。文字通りに。

　魔術の秘奥と奇き蹟せきとの果て、この一九九一年の東京、超常にして最強たる英霊たちの一群が現界を果たし、その悉ことごとくが障害となって行く手に立ちはだかろうとも。月夜に吼ほえる狂獣であろうと、五大を支配せし魔術師であろうと、致死の毒の塊たる娘であろうと、遙はるか東方の大英雄であろうと、超重異形の槍やりを操る女であろうと、天空と大地を我が物とする神王であろうとも。

　怯ひるみはしない。

　畏おそれはしない。

　およそ世界のすべてが阻もうと、少女は一切の迷いを見せはしないだろう。

　それが彼女の恋というものだし、世界はおよそ彼女に牙きばを剝むくことがない。

　ただ──

　自らの行いの愚かしさを悔いることはある。

　例示は可能だ。今、この瞬間も。

「……セイバー」

　少女は、呼び掛けた彼の名を小さく繰り返す。

　二日前。幾重もの策を立てて、手を尽くし、最善の上に最善を重ねたというのに、東京湾での決戦は彼の肉体に手て酷ひどい傷を残してしまった。彼女の渾身こんしんの治療により、傷のすべては既に癒いえているとはいえ──当初は、傷のあまりの深さに幾らか慌てもした。本来であればまず見せることのない表情を見せたのだ。

「そこにいるのよね？　わたしの王子さま、いいえ、わたしの騎士ナイトさま」

　改めて、声を掛ける。

　言葉を返してくれない意地悪な騎士王へと。

　一秒、二秒。やはり返答はない。

　客観的事実として語るのであれば、たとえ扉を隔てているとはいえども、淑女の入浴にこうも寄り添うのは騎士として憚はばかられるものであると事前に彼は宣言していたし、明確なまでに白き裸身のままに在る少女の呼び掛けに応こたえることも、やはり同じくして憚られるのだろう。

　未だ騎士たる彼の葛藤かっとうを知ってか知らずか、少女は、ここで僅わずかに拗すねた。

　愛らしくも頰を膨らませて──

「だめよ、ちゃんと其処そこにいてくれないと。どんなに怖いサーヴァントが、いつ襲ってくるのか分からないのだから」

　やはり返答はない。

　ここで、更に少女は拗ねる。

　そうしてしまうが故に、自らを自らで窮地に陥れてしまうのだ。

　万象のすべてを成し得る機能を有しているというのに、少女は──

　自身の行き着く先を見ることがないから。

　決して。

　絶対に。

　それは、彼女が自分自身に課した唯一の枷かせではあって。
















「それとも……」

　くすり、と少女が今度は微笑んでみせる。

　拗ねるのはもう止めて、清廉にして潔白の愛いとしい騎士を、いっそ思い切りからかって困らせてしまおうという意地悪な微笑みである。年齢相応の悪戯いたずら心と見るべきか、年齢よりも幾らか幼きに過ぎる無邪気と見るべきか。

　どちらにせよ。

「あなたがそんなに意地悪をするなら、もう、わたしにも考えがあるわ。ええとね、そんなところにいないで、いっそ……」

　その、蠱こ惑わくの響きの声色は。

「あなたも一緒に……」

　妖姫モルガンが如きを気取る言葉は。

「お風呂、入り──」

　哀れ、自傷を行うが如き行為ではあるのだ。

　それが証拠に、見るがいい。

「…………っ！」

　はっとしたと言うよりは、自分で言っておきながらあっと驚いたという表現の方がより正確である筈だ。何らかの失敗に気付いたかのような気配の後、みるみるうちに少女の頰が明るい薔薇ばら色に染まっていく。最も早はや、桃色程度で済む話ではない。

　あっという間に、耳まで赤く染まって。

「な、な、なんでもないわ。なんでも、ない、から」

　自分から言っておいて自分で気恥ずかしくなるさまを、自傷、自縄自縛と言わずして何としよう。今まさに「わたし、莫迦ばかな子だわ」と呟つぶやきながら湯船へと沈んでいく少女のさまは、世界に数あま多た溢あふれるであろう恋に恋する純粋無垢の少女たちと変わるまい。

　ぶくぶくぶく。

　ぶくぶく。

　ぶく。

　頭まで沈めてしまって。

　白い泡に、更なる泡が浮かんでゆく──
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　霊体化について。

　現界した英霊サーヴァントが自動的に備える特徴のひとつとして、実体ならざる霊体と化す機能が挙げられる。正確には機能と呼ぶべきものではなく、結果として付帯されたものと認識するのが正しいだろう。




　まず、召喚された彼らはエーテルで構成された実体、仮初めの肉体を有する。

　現世に於おける実体である。

　仮初めであろうとも物質的に構成されているという点では我々と何ら変わりなく、彼らが物理的障壁にさしかかれば破壊して進むしかないだろう。




　同時に、彼らはやはり、この世ならざる霊質的な存在でもある。

　特殊な事情で〝受肉〟を果たさない限り、彼らは現世での存在であると同時に、現世ならざる存在のままなのだ。

　故にこそ──




　霊体化という機能じみた特質を得る。

　霊体となった彼らは物質ならざる存在と化し、物理的干渉を受け付けず、壁のような物理的障壁をもすり抜けて移動することも可能となる。




　また、本来、現世ならざる存在であるためだろう。仮初めの肉体を紐ひも解とき、霊体へと変わった彼らの現界維持のための魔力消費量は著しく低下する。

　高い魔力消費を有する強力な英霊であろうとも、霊体化した状態であれば、魔術師マスターの負担は大部分が軽減される。




　ただし。

　霊体化した状態では、サーヴァントは物理的影響を他者に及ぼすことができない。

　故に、一般的なサーヴァントの運用は「平常時は霊体化させ、戦闘時に実体化させる」といったものが想定されるが──




　是はサーヴァントの特性にも大きく左右される。

　常時実体化してこそ、意味を有する者も在るだろう。





（古びた一冊のノートより抜粋）
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　一九九一年、二月某日。夕刻。

　東京都杉並区、沙さ条じょう邸。

　この小さな屋敷には、今、三騎のサーヴァントが在るのだということを誰が知る。

　誰が想像する。枢すう機き卿きょうを始めとする聖堂教会の者、テンプル騎士団、海の彼方の魔術協会のロードたち、知られざる極東の魔術結社の者ども。誰もが予想だにしないだろう、ただ一人の魔術師の少女が一騎の英霊と契約を結び、更には二騎を自ら恭順させた等などと──




「……」

　娘は、僅かに白い息を吐く。

　仮初めの肺が薄く呼吸しているのが分かる。

　静かに佇たたずみ、娘──アサシンは、夜の冷ややかな空気を褐色の肌で感じ取る。

　霊体化を解き、実体を伴って此処に立ったことについて、深い理由はなかった。誰よりもあるじが愛してやまない彼セイバーが、不自然なまでに実体化を続けていることに対抗心を燃やした訳ではない。ない、筈だ。あるじの望みかも知れないのだから。

　強いて言えば実体のある目で見てみたかったのか、視線の先に在るものを。硝子張りの壁と天井に覆われた見事なまでの──ガーデン、とあるじが呼ぶ庭園を。

　聖杯からもたらされる知識は造園の詳細を伝えるものではないが、それでも、一目で見事な庭園であることはすぐに理解できた。

　夜にあってこそ、こうして星々の下でこそ映える美しさにも見えた。

　朝のそれを娘は見たことがない。

　だから、真にどうなのかまでは分からない。

　ただ、見つめるだけだ。

　本邸から続く通路の果てに立って、ガーデンへの扉を開けることなく、扉の前で。

　立ち入ることなく、じっと、硝子越しに見つめ続ける。

「結界、か」

　入らない。

　入れない。

　扉には防御の魔術が仕掛けられている。

　あらかじめ定められた守護対象が中に入ることで強固になる、ある種の結界か。呪じゅ詛その類たぐいによって強化されているのは、面白い。サーヴァントに対してもある程度は有効に働くだろう。特に、対魔力スキルの類を一切有していない我が身であれば、これ以上は踏み入るべきではないと娘は自然と考える。

　ここに入るサーヴァントがいるとすれば、相応の目的が在る者だけだろう──

　聖杯戦争に際して、敵対するマスターを殺害せんとするサーヴァントであるとか。

「だれ？」

　柔らかな声。

　無警戒のようでいて、どこかに警戒心を孕はらんだ響き。

　敵ではない。紛うことなき人間だ。ひどく幼く、ひどく[image: ]もろい。

　幼子の喉のどから発せられたそれは、あるじの響きとは似ていない。

　他者の接近に気付かなかった訳ではない。ただ、察知しても尚なお、この庭園を見つめようと決めていただけだ。あるじの血縁者である彼女は要警戒対象ではないと判断した。それだけだった。

　白い息をもうひとつ吐き出してから──

　アサシンは、変化スキルで〝貌かお〟を形作りながら振り返る。

　服装、既にいつものワンピース姿に変じていて良かった。屋敷の中で実体化するのであればサーヴァントとしての姿は相応ふさわしくないと考えての行為だったが、今後は、貌についても留意した方が良いのだろうか。

「お邪魔しています」

「えっと、お父さんの、お客さま……ですか？」

「はい」

　さらりと、噓を吐く。

　噓には慣れている。

　生前もそうだったし、死を経て現界した今でも変わることはない。正式にあるじとの再契約を行った訳ではない身の上なれば、肉体維持のため、魔力供給のため、夜毎に盛り場へと出向いて男たちの命を捕食している。魂を。魔力を。喰らい続けているのだ。

　噓は常に使う。

　噓の貌で微笑んで、噓の言葉で誘いざなって、噓の仕草で男たちを狂わせて。

　今日の夜も、きっと自分はそうするだろう。新宿か、中野か荻窪おぎくぼあたりの街角で。

「え、えっと」

　沈黙に耐えきれなくなったのか、幼子が再び唇を開く。

「もしかして、お姉ちゃんの、お友達？」

「はい」

　また、噓を吐いた。

　先んじての返答と矛盾する内容だったことにはすぐ気付いた。故に。

「沙条広ひろ樹きさまの知人で、愛まな歌かさまの友人です」さらりと補う。

「そうなんだ」

「はい」

「そう……」

　家族の名を出されたせいか、口調こそ多少はくだけたものの。

　疑われているのだろうか？

　だとしても、問題はない。潜入には慣れている。生前であれば、教団に反する有力者たちや土地を穢けがす西方の騎士や将の拠点へと幾度となく赴いてきたし、不意に幼子と遭遇したことなど幾らでもある。屈強な騎士や衛士えじ相手と同様に、問題なくやり過ごせる。

　何よりも、子供は嫌いではない。

　好きか嫌いで言えば、そう、好きだ。

　孕むことも産むこともない我が身であればこそ、幼き者は特に愛おしく想う。

　慈いつくしみの中で育てられるべき無垢。この両腕で抱き締める機会など永遠にない相手。

「あなたは、綾あや香かさまですね。沙条綾香さま」

「うん、そう」

「私は──」

　何と言おう。名。

　ハサン・サッバーハの名は自らだけのものではない。

　この世に唯一のハサンと成るには、自分には欠落が多すぎるのだ。他者との触れ合いをこそ渇望する弱き身にして、手に掛けた数は数多なれども教団の盟主として十二分に使命を果たせた等とは到底思えず、唯一、自らが歴代のハサンのひとりであると胸を張れるとすれば、あの御方の手に掛かって死したことだけなのだから。
















　たとえば聖杯戦争に何らかの奇蹟が起きて、この手に聖杯を得たとしても──

　おこがましいというものだろう。

　我が身がよもや、ハサンを名乗る等とは。

「私のことは、ジールとお呼びください」

「ジール」

「故郷の言葉で、影を意味します」

　影。その程度が相応しい。

　我知らず、口元に自じ嘲ちょうの微笑みが浮かびそうになる。意識して抑える。

　この笑みは、幼子に見せるべきものではない。

「ジールは、ガーデンが好きなの？」

「……はい。美しいものでしたから、つい、目が向いてしまいました」

「そうなんだ」

　ぽつり、と幼子は言って。

　それから──

　柔らかくささやかに、はにかんだ。

　刹せつ那な。アサシンは襲い来る衝動に対して必死に耐えた。

　それは、愛しきものだった。我が身が夜の影であるなら、あるじたる沙条愛歌が月の輝きであるならば、幼子が浮かべた表情は暖かき太陽の光そのものだった。

　大おお袈げ裟さに過ぎる形容だろうか。

　否。断じて、否。

　性質はまるで違うまでも、確かに、天に在ってアサシンには届かぬものだ。

　届かざる眩まばゆきものという一点に限って言えば、光量はあるじのそれに遠く及ばないとしても、確かに、それは光ではあって。

　そして。あるじと違い、触れてはならぬものだった。

　あるじには触れられる。

　この幼子は触れられない。

　僅かにして、絶対の差なのだから。

「ここ、わたしの勉強場所なの」幼子が言う。薄くはにかみながら。

「そうなのですか」

「何の勉強かは、言えないんだけど……」

「構いません」

　家系の魔術たる黒魔術の勉強なのだろう。

　見る者が見れば、庭園の端にはそのための設備があるとすぐに分かる。

「本当は、お姉ちゃんの場所なんだと思うけど、今はわたしが使わせて貰もらってるの」

「それは……どうでしょうね」

「うん？」

「いいえ。出すぎた物言いでした。忘れてください」

　あるじは、この設備を必要とはすまい。

　魔術の研鑽けんさんなど恐らく意味はない。キャスターの言葉を借りるまでもなく、アサシン自身もその事実には行き着いていた。あらゆる魔術系統、西洋魔術や東洋のそれといった大元の区別さえなく、あるじこそ、世界の──

「えっと……見たいなら、ガーデン、案内してあげようか」

　そっと。

　手が、こちらへ伸びていた。

　嗚呼ああ。何という純粋、何という善意！

　いけない。我が身に触れれば、あなたはたちまち苦く悶もんへと堕ちて死へ至る。

　故に。アサシンは、幼子の伸ばした手を避ける。偶然、目測を誤って、手が届かなかったのだと思わせる程度の自然さで。白い指は、褐色の指には届くことがない。

「あれ？」

「ご遠慮いたします。綾香さま」




　すれ違う。

　重ならない手と手。




「私のような卑いやしき者に、お手を差し伸べてはいけません」

　そう、静謐せいひつのハサンは最期の時まで気付くまい。

　ひとつの可能性がここで途絶えたという事実に。

　ささやかにして眩くも尊き希望の萌芽は、決して彼女に与えられるものではなく、これから数日の後、蒼銀の騎士にこそ与えられるということに──

　気付かない。

　だからこそ、彼女は、この硝子戸を開けはしない。

　ただ。ほんのすぐ手前で佇むだけで。

　差し伸べられた手に──応えることは、ない。
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「成る程──」

　沙条家の、本来であれば客間のひとつである一室にて。

　静かに、男は言葉を述べていた。

　艶つややかな長髪をした男だった。もしも姿を見る者がいるとすれば、多くは好感を口にするだろう魅力的な容貌ようぼうを有した男だった。切れ長の瞳は、優美であると同時に穏やかさを思わせる。形のよい口元に浮かぶのは、他者に安あん堵どと共感を与える微笑みだ。

　沙条の家の工房の内部で、更なる工房と化した客室にて、男は──キャスターは頷うなずく。

　彼は、大いに納得していた。

　自らならざる主人なきサーヴァントについて。

　聖剣を有しながら、本来の用途にそれを用いることのない騎士ではない。あの騎士はまさしくマスターを有しているのだから、ここで言うのは別のもう一騎。

　キャスターと同じく、契約なくしてあるじたる沙条愛歌に仕えし者。階梯クラスは暗殺者アサシン。真名、静謐のハサン。或あるいはハサン・サッバーハ。

　哀れな女だった。

　詳細な過去までは知り得ていないが、およそ、無惨な生前ではあったのだろう。

　だが、現在の彼女の在り方は、キャスターにとっては些いささか歪いびつに過ぎるものとして映っていた。あれでは、自らの心よりの願いさえ何たるかを理解しているのかどうかさえ疑わしいというもの。

　既に、こちらは。

　深く理解しているというのに。

「それが、貴方あなたの求めるものですか。アサシン」

　言葉は、静寂の部屋へ溶けていく。

「……決して、卑しきものではない。それは尊きものだ」

　言葉は、宣告だった。

　ある種の告発、或いは、ある種の断罪についての。

「しかし、ならばこそ。

　自らの成したる行いの何たるかを、貴方は、今こそ知るべきでしょうね」

　視線を部屋の片隅へ向ける。

　ホムンクルス用の培養槽。薬液の中に浮いているものがある。

　使い所などないものと断じていたが、何、意外な使い道があるだろうか──
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　英霊サーヴァントの趣味・嗜し好こうについて。

　先述したように、召喚され現界した彼らは明確に人格を有しており、すなわち固有の性格や嗜好を有しているのは明白である。円滑な関係を構築すべきである点については、これ以上の記述をするものではない。




　此処ではより具体的に。

　趣味・嗜好が如何いかなる場合に重要となるのかを記す。




　こと戦闘に際してのみ実体化を行い、極力、平時には霊体化させておくのであればサーヴァントとの人間的接触の回数は限りなく抑えられるだろう。そういった場合には、こと趣味・嗜好が関与する余地はないものと予想できる。




　だが、何らかの理由で──

　魔術師マスターやサーヴァント本人の意思によって接触回数が多い、もしくは極めて特殊な事情を有しており霊体化が困難である、といった場合には、自ずと彼らの趣味・嗜好に接する機会は増加する。




　私の知る一例は、食事に関するものだ。

　とある一騎は明確に、食事に対する特定の嗜好があった。

　霊体化を行わず、実体で在り続けるが故に欲するものであるのか？




　それとも、食事という行為が魔力供給の補助として働くのか？

　確かに、魔力はすなわち生命力に結び付いており、身体の生命機能に対して栄養補給や休息は有効に働くのも事実ではあるが。

　サーヴァントの魔力供給の補助、と明確に規定できるのかは不明である。




　だが、補給としての意味合いが万が一に薄かったとしても。

　趣味・嗜好を明確に把握したのであれば、それを無視するのは下策。




　自らの能力や技量で処理できる類のものであれば、彼らのそれを充足させることは決して聖杯戦争に対してマイナスに働くものではない。

　ただし──




　無論、神秘の隠蔽いんぺいという魔術師のルールに反しなければ、の話である。

　無闇に彼らを充足させれば良いという問題では、ない。





（古びた一冊のノートより抜粋）
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　可憐の響きが聞こえていた。

　それが、少女の奏でる言葉なき旋律ハミングであることはすぐに認識できた。

　妖精の歌声だ。

　故郷ブリテンの深い森にて聞き届けた、遠き日々のそれを彼セイバーは想う。

　現代の魔術師たちが幻想種として語る数々を、過去には実際に目撃し、時に発せられる声や音を耳にして、時に触れ合い言葉を交わし、民に牙剝く巨人や魔獣の類であるならば刃やいばを向けて斃たおすこともあった。

　今、こうして夕刻の食卓に座した身に届くのは、あの頃に聞いた妖精たちの合唱にも似た美しき調べに他ならない。

　世界初の聖杯戦争に於いて我が主人マスターとして在る、少女。

　沙条愛歌。

　彼女のハミングは、まさしく可憐。佳麗。

　その姿から想起される通りに。

　あの大魔術師マーリンであれば、まず間違いなく花に喩えていただろう。詩歌に疎く戦火ばかりでブリテンを駆け抜けた自らでさえ、花を想う。

　初めて彼女を目にした時と同じく──

　華やかに咲き誇る、朝露に濡れた大輪の花を。

「ごめんなさいね。とってもお腹が空いたでしょうに、待たせてしまって」

　湯浴みを終えた少女は、本格的なディナーを作っていた。

　世界そのものを料理して食卓に並べるが如き、見事なものだった。メインは英国から、香草をたっぷり詰めて焼き上げたローストチキン、焼かれた外側と半生の内側との具合が絶妙なローストビーフ。スープには、数多のパプリカ粉による味わい深さを誇るというオーストリア風グヤーシュの二種。サラダや各種前菜は、特別に繊細な芸術家が手掛けたのかと見紛うばかりのフランス風。

　取り敢あえずはこれで一通り。

　でも、ここまでであれば普通よね、と彼女は言う。

「けれどあなたは人間以上、サーヴァント。何よりあなたはよく食べてくれるって、もう、わたしは知っているから……むしろ、ここからが勝負よね」

　花の如く、微笑みながら。

　星の如く、輝きを纏まとって。

　舞うようにくるくると回りながら、少女は、広い食卓狭しとばかりに料理を並べる。

　ロシアからは鮮やかな赤のボルシチ。オリエントからはペリメニにケバブ、中華は焼売シウマイに刀とう削しょう麵めん。日本の釜飯かまめしに加えて、大小さまざまな形の麵麭パンはドイツ風。更にまだまだ、あれこれと──

「さあ、セイバー。たくさん召し上がれ♪」

「すごいな、これは──」

　料理の山を前にして、目を見張る。

　ひとつひとつを彼女は一言ずつ紹介してくれたものの、途中から把握しきれなくなってしまった。あの、黒くて丸い卵は何だろう。鶏卵に似ているものの、ああまで黒い白身は見たことがない。自分の知らない動物か、それとも魔獣や幻獣のそれか？

（本当に。きみは、何でもできてしまうんだな。愛歌）

　専業プロの料理人コックでさえ及ぶまい。

　少女の料理の腕は、前にも増して完璧かんぺき以上のものになっていた。

「どうか、ご遠慮なく。好きなだけ食べてね？

　それから……できたら、一番美味おいしかったのがどれだったか、教えてね」

「ああ」

　頷いて。

　少し考えて、口を開く。

「私ひとりで食べてしまって良いのかな」

「もちろん。世界まるごとだって、あなたはきっと食べてしまえるわ」

　それは、どうだろう。

　返しかけて、しかしセイバーは喉の奥にそっと言葉を仕舞い込む。

　少女の顔。そこに浮かんだ真実の笑みは曇らせるべきではないと考えたが故に。




　この少女は──

　笑うのだ。自然に、正しき明るさを備えて。




「おかわりもあるの。……でも、くれぐれも、無理はしないでね」

　こんなにも、可憐に。佳麗に。朗らかに優しく、まさに少女そのものとして。

　一点の曇りもなく、虚偽もない。

　仮面の微笑みではないことをセイバーは強く実感する。

　およそ全能であるかの如きわざを持ちながら、神代の魔術師さえ届く筈のない驚嘆すべき神秘の天賦を有しながら、時には妖姫モルガンさえかくやと思わせる残虐性を発揮しながら──こうも、笑ってみせる。微笑んで。はにかんで。

　さあ、少女の振る舞う料理を口にするがいい。

　そこに在る味わいは、邪悪のものか。否。断じて。

　其処には確かに、戦いに傷付いたこちらを慈しみ、労いたわる想いがある。

　だからこそ──

　この味わいを手ずから生み出す少女であるならば、と。

　彼は、一いち縷るの望みを懸けずにはいられない。

　唇を開こうとしたセイバーは、不意に。先日の記憶を想っていた。

　それは、超常の絶技と共に自ら崩壊していった勇者アーチャーの言葉か。

『なあ、騎士の王。輝きの剣を栄光のままに振るう男よ』

『──お前は、聖杯に何を願う？』

　更に記憶が蘇よみがえる。

　それは、揺るぎない確信と共に神しん威いを振るった神王ライダーの言葉か。

『その光、知っているぞ』

『余はかつて目にした。我が友、我が兄弟が、かつて我が許もとを離れたあの日』

『ならば、お前こそが──』

　いずれも敬服すべき強者であった。

　いずれも賞賛すべき戦士であった。

　願いのために命を賭とすべき聖杯戦争に在って、眩い程に彼らは英雄だった。

　ならば、この自分は何だ？

　自問しながら、彼は、目前の少女について語っていた、彼女の父の言葉を想う。
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『あれが──

　愛歌がああして笑顔を見せるようになったのは、お前の召喚を経て後のことだ』

　それは数日前のこと。

　東京湾上での決戦へ赴くよりも以前。

　沙条家当主、沙条広樹は自室へと呼びつけたセイバーへと語ったのだ。

『以前のあれは、人間というよりも』

　当主の私室。他には誰もいなかった。

　現在、この屋敷に新たに姿を見せるようになったキャスターとアサシンも。

　聖杯戦争の参加者たる愛歌さえ、いなかった。料理を作っていたから。

『……兎とも角かく、召喚を境に愛歌は明確に変質した。

　あの年頃のままに、無垢なる少女のように振る舞い始めた』

　沙条広樹は冷静だった。

　単純に、事実のみを語る雰囲気を崩さずに、淡々と語っていた。

　ならば、とセイバーは尋ねた。

　自分が召喚されるより前の彼女は、どのような少女だったのか。

『少女？　ああ、そうだな。外見的にはそれではあるが、赤子の頃より、あれは何もかもを見通すような子だった。時に、自分自身の行く末さえも見通すかのようでもあって』

　行く末──

　具体例を聞く前に、言葉は続けられていた。

『だが、ある時を境に、その気配が消えた。魔術に対する天賦の才はそのままに、少なくとも自身のことについては見通す素振りは失われていた。代わりに、あれは、表情のほぼすべてを失った。その頃には我が妻はこの世になかったが、綾香の乳母にと雇った女は、長女の愛歌さまはまるで生きた亡霊のようだ、等と言ってのけたよ』

　あなたはどう感じたのか。

　セイバーはそう尋ねたが、返答はなかった。

『綾香に対してある程度のやり取りはしていたが……。

　そもそも、愛歌は綾香の存在を真に認識していたのかどうか』

　残酷な言葉だった。

　沙条綾香という幼子に対して。

　沙条愛歌という少女に対して。

　そう、姉妹のどちらに対しても──

『そして、今。お前の召喚を経て愛歌は多彩な表情を得た。だが』

　言葉のしめくくり。

　それは、会話ではなく、独り言のようではあった。

『……どうにもな。

　私は、それが喜ばしいことだとは言い切れずにいるのだ』
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「愛歌」

　食事の途中ではあった。

　食事の最中にすべき話題ではないのかも知れない。

　少女が少女として微笑むのであれば、そのままにさせておくのが何よりであるという直感や自覚と、こうして微笑んでいるからこそ、慈しみを得ている時であればこそ、口にすべきであるという判断とが刹那にぶつかって。

　結果、後者が勝利した。

　セイバーは、意を決して唇を開く。

　既に是は、幾度目かの同じ行為ではあったが。

「……既に、聖杯戦争の大勢は決したと言っても過言ではない。そうだね」

「うん？」

　笑顔のままに、沙条愛歌が振り返る。

「ええ、セイバー。もう、勝ったも同然」

　彼が言う前にとスープのお代わりを皿へよそいながら、朗らかに。

　表情、善の妖精の如きまま。

　言葉、明るく無邪気なまま。







「──もうすぐ、六人六騎。ぜんぶ殺してしまえるわ」







　すべて。

　同じだった。

　料理の味への感想を述べたセイバーの言葉へ喜んだ時と、変わるものはない。

　美味しいと言って貰えるのが何より嬉うれしいと笑った時と、変わるものはない。

　そして、初めて、ひとを殺あやめるのは良くないことなんだ、と告げたセイバーへ、どうしてと愛らしくも小首を傾げた時と。何もかもが同じままだった。

「バーサーカーは思ったより簡単だったわ。あなたがどうしてもって言って戦ってしまった時は心配だったけれど、そもそもあなたが負けるはずはないのだし、ええ、終わってみれば、意外にあっさりとマスター諸共もろとも殺してしまえたし」

『グヤーシュは思ったよりも簡単だったわ。あなたにはきっと馴染なじみがないお料理のはずだから心配だったけれど、そもそもあなたは繊細な味付けは大好きで、ええ、作ってみたら、意外にあっさりした繊細な味わいになってくれてて』

　成る程。

　これは、そうか。

「ライダーは強敵だったけれど、何とかなったと思うの。ほら、アーチャーが頑張ってくれたでしょう？　さすがの王さまも、これで、聖杯戦争からは脱落した筈だし」

『ペリメニは強敵だったけれど、何とかなったと思うの。ほら、そういえば餃子ギョウザみたいなものでしょう？　さすがにぜんぶ同じじゃないけれど、要は、包むお料理だし』

　差が──

「キャスターとアサシンは大丈夫、いい子たちだから、わたしには逆らわないし」

『ローストチキンはきっと大丈夫、前にも作ったから、コツなら分かっているし』

　差が、ないのだ。

　此処に至って漸ようやく──セイバーは理解し始めていた。

　こちらの言葉が届かない？

　違う。違う！

　届いている。間違いなく、少女はこちらの言葉を認識している。

　その上で、こう返しているのだ。すなわち。

　聖杯戦争に於ける趨勢すうせいと、料理についての話題に、一切の差が存在していない。

　ひとを殺すという事実と、料理についての話題に、一切の差を見み出いだしていない。

「……えっと。ごめんなさい、気に障ったなら、謝るわ。あなたは優しくて、人間たちをどうしても助けたい、欲張りエゴイストなひとだって、わたし、知ってるのに」

　視線が揺れて。

　瞳に、濡れた気配さえ漂って。

　少女の表情が昏くらく翳かげっていた。

「あなたが嫌がるって、分かってるのに。つい、口にしてしまうの。……ごめんなさい、セイバー。わたし、もっと気を付けるわ。あなたが嫌がるようなことは……」

　真しん摯しに。

　誠実に。

　まっすぐに澄んだ瞳で、少女は、こう口にした。

「言わないようにするから」

「愛歌」

「大丈夫。わたし、大丈夫よ。あなたのためなら、何でもできる。あなたが誰のことをも殺したくないことだって、知ってるの。だから──」

　一度、言葉を切ってから。

　優しく優しく微笑んで。

　誰より愛しく見つめて。

　無垢にして佳麗の少女は、蒼銀の騎士へと告げる。




「あなたの願いエゴは、わたしが果たしてあげる」

　──妖精の輝きを伴って。




「優しいあなた。残酷なあなた。

　あなたが、決して、あなた自身を嫌いにならないように」

　──花の明るさを伴って。




「代わりに、わたしが、みんなを殺すの」

　──何よりも透き通った可憐の瞳。




「それでいいんでしょう？　ね、セイバー？

　わたし、頑張って、きっとあなたの故国ブリテンを救ってみせる」

　──万象すべてを塗り潰つぶす。

　──穢されざる絶対の白が、確かに、其処には在って。




　セイバーは、一度開いた唇を閉ざしていた。

　何も。言えなかった。

　諭すために用意された言葉のすべては、雲散霧消してゆく。

　亡国の騎士王はすべての言葉を受け止めざるを得ない。




　まさに、少女が口にした通り。

　ただひとつ、心よりの願いのために。
















　聖杯の威を以もってこの極東の地に現界したすべての英霊たちと同じくして、絶対の願いを有しているが故に。高潔にして潔白と称された我が手を血の赤と黒に染めてでも遠き日々の故国を救うのだと、既に、決意してしまったが故に。




　そして──




　蒼銀の騎士たる彼は。

　自らの過ちを知らせる、希望の萌ほう芽がと、未だ出会っていないが故に。

　少女の輝くばかりの想いに、抗あらがうことは、ない。








（第三部『Beautiful Mind』・了）


















　──兄が、消えた。




　來きた野の巽たつみくんが三日前から登校していない。欠席の連絡もない。電話を掛けてみても、アパートへ赴いて呼び鈴を鳴らしても反応がない。そういう連絡が、兄の通っている東京の高校の担任教諭からあって。

　たとえば悪い友達と渋谷のあたりを夜通しうろついている、なんて、兄がそんなタイプじゃないことは担任教諭も分かっていたし、私たちも知っていた。それでも、最初はそれほど大ごとだとは思わなかった。偶然、そういう遊び方を覚えてしまったとか、そういう友達が出来てしまったとか。父が「若い頃は俺も」と言い出したのは、きっと、母を安心させようとしてのことだったろうけど。

　父は泊まりがけの海外出張の予定が入っていたし、母は体調をひどく崩していたから、私が東京へ行くことになった。兄のアパートの鍵かぎを持って。

　むしろ私は自分から名乗り出た。

　丁度、中学生活最後の定期試験を終えたばかりだし、高校の推薦入試も終わってる。

「私が行くよ。パパは大事なお仕事だし、ママはちゃんと寝てないとダメ」

「でも、環たまきちゃん」

「大丈夫だってば。一日くらい、今さら内申に響いたりしないよ」

「そういうことじゃないの。いい、環ちゃん、女の子ひとりで──」

「もうすぐ高校生だよ、私」

　中学生の女子がひとりで遠出をするのは危ない、とひとしきり母には反対されたものの、夏休みや冬休みの度たびに何度も兄のアパートへはひとりで訪れているから。むしろ、今こそひとりで行く時なんだろうと私は思った。

　もしかしたら、巽は熱でも出して倒れてしまって、外からの呼び掛けに反応できなかったんじゃないだろうか──母はそう言って心配していた。父は、それほど心配していない感じ。若いうちは夜遊びなり何なりすることもある、と言って。

　私は、どう思っていただろう。

　ドアを開けたら、高熱で身動きの取れない兄が倒れている？

　それとも、冬休みに会った時とは別人みたいな不良になってしまった兄がいる？

　ううん。どちらも違う。

　何となくだけど。

「なんだ、環か。どうした？」

　そんな風に言って、笑いかけてくる兄の姿を想像していたかもしれない。




　來野環。

　中学校の生徒手帳に印刷されている、私の名前。

　真横には制服姿の証明写真。比較的可愛く写ってる。兄に似てると言われることはあるけど、どちらかというと母に似てるのだと思う。

　写真写りは良いよな、と兄が言ってくれたのは去年の三月末、確か春休みの頃だったろうか。三年生になって新調されたばかりの生徒手帳を見せた時の反応だった。兄は、妙に嬉うれしそうな顔をしていた。

　私はどんな反応を返したろう。

　確か、じろじろ見ないでよ、と言って兄の肩を軽く叩たたいたような。

「……あった。ひかり四号」

　ＪＲ広島駅──みどりの窓口に並んで生徒手帳を取り出しながら、電光掲示板の表示をチェック。二十分後に新幹線が来る。あれに乗れたら、昼過ぎには東京駅に着く筈はずだから、十五時までには兄のアパートに行ける。

　こういう時、ＪＲ駅に近い広島市内に暮らしていて良かったと思う。

　普段はそれほど便利を感じたことはなくて、とは言え不便を感じたこともない。生まれてから十二年と少しを過ごした東京世田谷に比べて、違う点はそれなりにあっても、取り立てて騒ぐほどの違和感は広島にはなかった。

　むしろ、広ひろ電でん──路面電車に乗って数分もすれば八丁堀なりの繁華街に出られるのは、下手をすると世田谷に住んでいた頃より便利かもしれない。池袋や新宿のような大都会とは違うけど、大きめの本屋さんへ行ったり、服を見たり、友達と遊んだりするくらいは充分事足りる。

　それでも強いて何か挙げるとするなら、ハンバーガーのチェーン店のようにして、お好み焼き屋さんのチェーン店があちこちにあることぐらい？　東京のそれと違って、こちらのお好み焼きは店員さんが焼かず、自分で焼くのだとか。流石さすがに少しだけ驚いた。驚いてから、ああ、兄だったら顔色を青くしたろうなと思った。

　兄は、それほど器用な方ではないから。

　特に、何かをひっくり返すのは得意でなくて、そのせいで、一人暮らしをしても焼き魚がうまく作れないとよくぼやいていて。

　その点、私は、焼き魚もお好み焼きもどちらも得意の部類。普段食べていないという焼き魚を兄へ振る舞ってあげるのは、私にとっては、長期の休みが来る度の恒例行事。

「買い物してから行こうかな」

　指定席の切符を買って。駅員さんに切って貰もらいつつ、ホームへ入ってきた新幹線へと乗り込んで、禁煙席の十号車。席を見付けて、腰を下ろして。

「……やっぱり、焼き魚？」

　ぽつりと呟つぶやいていた。

　どうせ、まともなものはあまり食べていないだろうし。

　何か作ってあげるなら、まず食材を買わないといけない。

　大抵の場合、兄の冷蔵庫は殆ほとんど空で、ろくに自炊できていないだろうと一目で分かる状態になっているから。あの様子を母に見せたら、きっと嘆いてしまって目を回す。実際、私が今回の東京行きに立候補した理由にはそれもあって。

　何も問題がなくて、何かの偶然や行き違いが重なったとかで──十中八九、そんなものなのだろうけど──兄が普通に部屋にいたりしたら、そう、母はまず間違いなく兄の一人暮らしが理想的な生活ではないことに対してひどく落胆する。体調を崩すくらい。

「心配性なんだから」

　窓の外を見る。

　平日の新幹線はそれほど混んではいなくて、窓際の席も簡単に取れた。

　厚いガラスの向こうに見える、広島市街。海へ続く空。




　空は灰色だった。

　あまり、好きではない色だった。
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Fate/Prototype　　　　　　




蒼銀のフラグメンツ







『Stray Sheep』
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　十三時十二分、ＪＲ東京駅に到着。

　広島と変わらない色の空だった。ひどく沈んだ灰色。

　ＪＲ線と私鉄線とを乗り継いで兄の暮らす世田谷区へ。二年前までは家族の全員が住んでいた街は、季節ごとに遊びに来ているせいか、一見すると以前と何も変わっていないように感じられる。

　本当は、違う。

　あちこち変わっている。

　小さな頃から置いてあった街角の自動販売機がすっかり撤去されていたり。

　兄と一緒によく遊んだ空き地には、五階建てのマンションが建っていたり。

　私鉄への乗り換えのために降りた新宿駅周辺の様子の違いは殆ど分からないけど、世田谷であれば、注意して観察すれば変わってゆくものは見て取れる。

　見知った街。少し前までの、自分たちの街。

　うっすらと淀よどんだ匂いはやっぱり光化学スモッグだろうか。冬の最さ中なかに？

　警報は出ていない程度でも、匂いの存在を感じてしまうのは、気のせいなのか、幼い頃からずっと嗅かいできたからこその嗅ぎ分けなのか。よく分からない。

　ただ、少しだけほっとして──

　ああ。知っている街だ。お兄ちゃんのいる街だ、と。

　いつか、兄は言っていた。お前がいつも嫌な顔をしてるこれはスモッグの発生に伴うオゾン臭だから、多分、引っ越したら嗅ぐ機会はぐっと減るはずだぞ、とか何とか。

「……ん」

　胸元に手を当てていた。

　私、そうか。ほっとしたってことは、そんなに、心配していたんだ。

　一度自覚してしまえば、全身の緊張が解ほぐれていくのがはっきり分かる。大丈夫、大丈夫だよ。お兄ちゃんの暮らす街、少し前までの私たちの街はこんなにいつも通りなんだもの。だったら、お兄ちゃんだってやっぱりいつも通りなんだ。

　広島に比べるとやけに狭く感じられる路地も、軒先を歩いていく私へと大声で吠ほえてくるハスキー犬も、変わらない。一ヶ月と少し前、冬休みに来た時と同じ。

　食材──買い物、してから行こうか。

　この季節だと旬の魚は何だろう？

　ううん。まずは兄に声を掛けよう。顔を見たい。

　母に心配を掛けないようにと言うくらいかな、と東京駅のホームへ降りた時には思っていたものの、路線変更。私も心配していた。だから、まずは、ごめんなさいの一つも言わせないと気が済まない。

　食べたいものがないか、作って欲しいものがないかを聞くのは、その後にしよう。




　そして、私は──

　予定通りの十五時前に兄のアパートへと辿たどり着く。

　まずは郵便受けを確認。手紙の類たぐいが溜たまっている様子はない。

　二階への階段を上って、兄の部屋の呼び鈴を鳴らす。二秒待って、もう一度。

　反応なし。

　三度目の呼び鈴の後、合い鍵を使ってドアを開ける。

　小さな１ＤＫの部屋。

　玄関からは、まず、キッチンや洗面所が見えて。その先に六畳間があって。

「お兄ちゃん」

　返事はない。

　玄関先に倒れたりはしていなかった。

　狭いお風呂場にも、トイレにも、六畳間にも。

　兄は、いなかった。

　念のために押し入れを開いてみても、誰もいない。このアパートからすぐ近くの家に家族全員で暮らしていた頃、というか、ずっと幼い頃であれば、兄も自分もよく押し入れに隠れて遊んでいたけど。

　いない。お兄ちゃん。

「……あれ？」

　首を傾げても。

　兄の姿はどこにもなくて。




　──ふと、見ると。

　小さな卓袱ちゃぶ台の上に、二人ぶんの湯飲みが置いてあった。
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　無茶で、無謀だ。

　俺たちがやろうとするのはとんでもない無茶なんだ。

　友達はそう言ってたし、今さら、あいつの言葉を疑ったりはしない。




　ああ、無茶だ。

　どう考えたって分が悪いんだろうな。




　だから、ここに書いておく。

　本当は部屋に書き置きでも残すべきなのかもだけど、できない。どういう仕組みかは聞いたけどよく分からない。ともかく、隠蔽いんぺい？　そういうものは徹底されるって話だから。

　部屋に何か残したりしたら、真っ先に処分されそうだ。




　だから、ここに。

　残しておく。
















　父さん。

　母さん。

　環。

　どうか、元気で。





（学生手帳のメモ欄より抜粋）
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　私の思考は正常だった。

　私の感覚は平静だった。

　何もかもをあるがままに受け止めて、こころは、静寂の水面みなもの如く透き通っている。

　一分の揺らぎも在りはしない。

　何ら、迷いなど在りはしない。




　いつでも、死のう。

　聖杯へと魂のすべてを捧ささげよう。




　死にたくない？

　いいえ。

　いいえ。

　私は──

　静謐せいひつのハサン。

　ハサン・サッバーハ、影の英霊アサシンとして当世に現界を果たした、この、私は。




　もう、いつだって死ぬことが出来る。

　諦あきらめた訳ではない。その逆。




　私は、とうとう手に入れた。

　聖杯の力に依よらずして、心よりの願いを果たすことが出来たのだから。




　すなわち、私は、あるじを得た。

　すなわち、私は、この身に触れても斃たおれることなき絶対の光を得た。




　他に何を望むことがある？

　何も、何も。

　私は満たされています、かつての生にて夜を駆けた時よりも。夜に舞った時よりも。

　畏おそれ多くもあの御方の手に掛かり、紛まごうことなきハサン・サッバーハの一人として死を得られたあの瞬間よりも、私は、溢あふれそうなほどに満ち足りている。




　──きっと、もう、溢れているのだ。




　あのひとのために死ねる。

　この穢けがれきった魂が、魔術師たちの言う〝善き魂〟のひとつとして聖杯を真に稼働させ得るのであれば、捧げよう。今にでも。いつでも。




　嗚呼ああ。一体、その時はいつ訪れるのです。

　尊き御方、かけがえのない我があるじ──沙さ条じょう愛まな歌かさま。




　既に、あるじは大聖杯の在あり処かを突き止めている。

　残るマスターは事実上、一名のみ。

　聖杯戦争の終しゅう焉えんは近い。




　ともすれば、あるじは、魔術師たちが身命を賭として挑む聖杯戦争の趨勢すうせいなどさほど気に掛けてはいなかったのかもしれない。実際のところ、あるじは最も早はや、大聖杯の起動にこそ意識を傾けているのだから。




　この沙条の屋敷に留とどまるのもそう長くはないだろう。

　遠からず、拠点は大聖杯へと移されて──
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「丁度良いところに」

　夕刻に差し掛かった頃。

　廊下の静寂をささやかに破って声を掛けてきたのは、術の英霊キャスターだった。

　あるじへと忠誠を捧ぐ英霊。令呪によって正式なサーヴァントとして結ばれた剣の英霊セイバーとは異なって、その在り方はむしろ私にこそ近い。同じくしてマスターを手に掛け、沙条あるじ愛歌への恭順を自ら選んだ者。

　裏切りの英霊。

　ただし、根本的な私との相違として──彼は、反英雄ではないのだという。

　真名パラケルスス。

　魔術と科学とが現在ほどには分かたれてはいなかった時代の、古き魔術師。

　人を愛し、医療の発展に寄与したという男。血塗られた道を進んだ者ではなく、眩まばゆいほどに正しく、人類史にその名を残した英霊の一騎。

「貴方あなたを探していました。アサシン」

　艶つややかな黒髪の向こうで、彼は毒の娘わたしへと微笑む。

　嫌な表情だった。

　私は知っている。

　是これは、獲物を前にして舌なめずりする獣か狂人の顔に他ならない。




　通されたのは、客間のひとつだった。

　沙条家当主たる沙条広ひろ樹き殿──あるじの父御は、我らサーヴァントに屋敷内での自由な活動を許している。唯一の決まりがあるとすれば、あるじの妹御である沙条綾あや香かさまとはなるべく接触しないこと。出会ったとしても、己がサーヴァントであることは伝えず、聖杯戦争には極力巻き込むことのなきように。

　先日の、私と綾香さまとの不意の遭遇の後に言付けられたものだった。

　故に、私は、細心注意して過ごしている。

　霊体化して控える時間も増えた。こうして実体化する際には、仮面なき、人の娘としての姿を取るように意識もしている。

　一方のキャスターは私とは違い、そもそもからして屋敷内で行うべき活動は幾らか多いと言えるだろう。東京湾上での決戦に於おいては、彼が精製を果たした〝賢者の石エリクシール〟は大いに剣の英霊セイバーの助けとなった。決戦を終えた現在も、彼は、大聖杯起動のためにさまざまな魔術的手段を講じている。我があるじにとって、それが真に必要かどうかは定かではないまでも、少なくとも、あるじは彼の行動のすべてをお許しにはなっている。

　たとえば、この客間。複数の客間を、彼は父御殿から借り受けており、自らの工房として日夜あれこれと何かに勤いそしんでいる。

「……新しい使い魔か」

「はい」

　キャスターが頷うなずく。

　私は、照明のない客間の暗がりに潜むものを既に感じ取っていた。

　何かがいる。

　我らのように魔力と深く結び付く存在、けれどサーヴァントではない。異常なほどに高い魔力を感じるが、何かが違う。幻想種でもない。薄く漂う茉莉花ジャスミンの芳香は、その身から漂う死臭を覆い隠すためのものか？

　尋常ならざる生命の在り方だった。

　知っている。

　聖杯のもたらす知識ではなく、私は、ハサン・サッバーハとして是を知る。

　在ってはならない穢れそのもの。

　おぞましくも命を悉ことごとく貪むさぼるもの。

　穢けがらわしくも食屍鬼グールの類か──

「この局面で、死体如きがあるじのお役に立つのか」

「愛歌さまのためのものではありません。是は、貴方への贈り物ですよ、アサシン」

「何？」

「貴方にこそ、地上で最も相応ふさわしい」

　そして、彼は告げたのだった。




　──貴方は愛歌さまのしもべには相応しくない、と。




「故に、贈り物を。哀れなる毒の娘よ」

「……言いたいことは」

　それだけか。

　言葉の最後を影へと溶かし込みながら、静かに、私は息を吐く。

　互いの呼気が交わりそうな程の間合いで、七騎の英霊の中でも最速を誇るこの私へと挑発を行って、まさか只ただで済むとでも思ったか。この男は。毒の口付けでも、抜き放つ刃であっても、どちらでも構わない。私が憤りのままに彼の霊核を貫けば、大勢に影響は薄くとも、あるじの大願への道程が僅わずかなりとも遠ざかるだろう──

　とは言え、その整った貌かおを引き裂く程度であれば私はやってみせる。

　構わないのか、魔術師よ。

　視線で尋ねる。

　返答はなかった。

　ただ、冷ややかな言葉だけが返って。

「貴方にぴったりの贈り物です。貴方は、愛歌さまでなくとも良いのでしょう？　触れて、死なぬモノであれば何でも良かった。違いますか、静謐のハサン」

　真名で呼び掛けられながら、果たして、私は見てしまう。

　暗がりから姿を見せたものを。

　歩く死体を。

　命なき人を。

「仮初めの命を与えました。通常、動く死体リビングデッドの類が幽体の脳を得るには相応の経緯と時を必要とするものですが……何、英霊としての私が有する道具作成スキルの評価レベルは規格外なれば、是このように」

「な……」

　莫迦ばかな。

　莫迦な。

　否、殺した。殺したのに。

　どうして。

「死からの再生。擬似的な復活。我が手で生み出された〝賢者の石〟を用いることで、死を一時的に遠ざけることは可能なのです。今回のように、脳が使い物にならないのは残念ではありますが、生前の記憶を付与する方法は在る」

「なぜ……」

「ですから、貴方のためです。貴方は自らの愛が真に何たるかを知るべきだ」

「あ、い……？」

　声が。

　噓だ、こんなにか細い音が私の喉のどから出る筈がない。

　獲物を牙きばに掛けるための罠わなとしての演技でさえ、こうも細い声が出たことはない。

　ああ。

　ああ。

　私の、目の前に、いる、のは。




　──私が、命を奪った者だった。




　あの日。あの夜。あの時。

　東京都杉並区、マンションの最上階。

　私が抱き締めて。

　私が唇を重ねて。

　私が、脳を蕩とろかして、完全に殺した筈の、彼。

　バーサーカーのマスター。

　赫あかく輝く静止の魔眼の持ち主。あの青年。

　名前は、何といったろう。

「き、ミ……は……ダレ、だ……？」

　青ざめた唇が動いて──

　軋きしむような音声が、死して硬くなったままの喉から絞り出される。

「だメ、だ……。

　おレハ、きみヲ、こロシたく、なイ」

　白濁した瞳ひとみが。

　私を見ていた。

　死した者に、宿るはずがないものが其処そこには宿っていた。

　吸血種。そうなのか。分からない。分からない。いいや、脳は砕いたのだ。ならば、いや、けれど確かに此処に在るのは、いるのは、彼に違いない。

　だって、ほら。

　聞こえる。

　分かってしまう。

　彼は、あの夜の続きの言葉を告げているのだと。




　──私は、両の眼まなこを見開いて、その場に立ち尽くす。




「ああ、やはり。喜んで戴いただけると思っていましたよ。この贈り物は貴方にこそ相応しいというもの、何せ、如何いかなる毒を受けても斃れることがない。貴方の毒は確かに強力で、上位の幻想種さえ殺すのでしょうが……死体には、その限りではない」
















　氷の如き声が聞こえる。

　私の、すぐ後ろから。

「さあ。存分に愛あい撫ぶなさい。

　誰も、止める者はいないのですから──」
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　お兄ちゃんへ。




　　　元気ですか？

　　　ママが心配しています。

　　　電話でいいから、連絡ください。

　　　電話じゃなくてもいいです。




　　　私も心配してます。

　　　何があったの？





（來野巽宛の書き置きより抜粋）
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「ねえ、お兄ちゃん」

　そう──

　私が、兄に声を掛けた時のこと。

　それほど以前のことだったようには思えない。でも、ずっとずっと前。

　珍しく遠出をして遊んで、丸子川沿いに歩いて家へと帰る最中だったと思う。現在の兄が暮らしているアパートにごく近い場所にあった二階建ての一軒家へ、二人並んで、手を繫つなぎながら歩いて。

　同じ年頃の子に比べても私は背が低くて、小さくて。何より臆おく病びょうで。

　ひとりで遊んだり、友達の家に行ったりすることは殆どなくて、いつも、兄が行く場所について行って。

　うん。そうだよ。

　いつも、お兄ちゃんの姿を探していた。

　見えなくなるとぽろぽろ泣いて。そうすると、兄はすぐに駆け付けてくれて。

　帰りは、必ず手を繫いで歩いた。

　兄は嫌がる素振りなんて微み塵じんも見せずに、私が手を握るとしっかり握り返してくれた。

　あの頃の私はあまり沢山喋しゃべるほうではなかったから、帰り道も、大抵、何かを話すのは兄の方で、私は大抵、「うん」と小さく言って頷いてばかり。

　毎日、そんな風だった。

　よく覚えている。

　中でも一番はっきり記憶が明めい瞭りょうなのは、やっぱり、あの日。あの時のこと。

「さっき、ノリくんが、わるものやったときね」

　兄の同級生のノリミツ君と遊んだ後の帰り道。

　その頃は確か、大好きな金曜夜のアニメを見ていたら、特殊メイクを施したゾンビが出てくる映画のＣＭがよく流れたりしていて──そういうホラー映画が流行していたのだと思う、多分──私は、すっかり恐がりになっていて。

　だから、その日も同じ。

　他愛たわいない子供のごっこ遊び。なのに、心の底から怖かった。

　ノリミツ君がなりきった悪者は、東京じゅうの水道の水を毒に変えてしまうような、恐ろしい計画を実行しようとする怪人で。

　兄は、正義の味方。

　悪者と戦う改造人間とか、そういうモノ。

　そして、私は、こういう遊びの時には必ずと言っていいほど人質の役で。

「ちょっと、こわかった」

　兄に囁ささやいた言葉。

　少しじゃない。本当に、本当に怖かった。

　だって、水道に流れる水が本当に毒になってしまったら、みんな死んでしまう。

　ママも、パパも。あの時飼っていた犬のチビ君も。幼稚園のクラスメイトも、先生も、みんな。みんな。大好きなひとたちが死んでしまう。

　その光景を想像してしまって。

　遊び終えて帰り道を歩いている時も、私は震えていた。寒くもないのに。

　ノリミツ君が笑いながら言う「皆殺しだ」「誰も助からない」という言葉は、当時の私には深々と突き刺さってしまって、どうしようもなく私は怯おびえて。

　ドッジボールが得意で、ＴＶゲームがちょっと苦手な普段のノリミツ君じゃなかった。

　私を捕らえて離さなかったあいつは、間違いなく、あの瞬間は悪いひとだった。

　だから。怖くて。怖くて。

「ちょっとだけだよ」

　言いながら、私は、兄の手を強く握って。

「でも、お兄ちゃんがいたから、こわくなかった」

　半分、噓で。

　半分、本当。

　とても怖かったけれど、兄がいてくれたから──

　兄が私を助けてくれるって知っていたから、ごっこ遊びが終わるまで耐えられた。

　帰り道、こうして手を繫いでくれるって分かってたから。

「なんだそりゃ。怖かったんじゃないのかよ」

　私の噓に、兄は多分気付いていたと思う。

　でも、それ以上は何も言わずに。




　笑ってくれたのだ。

　大丈夫、心配することなんて何もない──そう、表情だけで告げながら。
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　兄のアパートで──

　勉強机に書き置きのメモを置いてから、所在なげに立ち竦すくんでいたのは数分間。

　來野環は、少し考えてから行動に移った。

　警察への連絡。違う。

　実家への連絡。違う。

　確かに、少なくとも数日以内に兄がこの部屋にいたのは確かだった。生活感に溢れた部屋の中は、いかにも、部屋の主の帰りを待っているようにも思えて、それならきっとすぐに帰ってくるのだろうと環は考えた。

　考えることにした。

　最善の行動ではなかったかもしれない。

　それでも、自分に出来ることをしようと環は決めた。

　一旦いったんアパートを出て、近場の、夜二十二時までやっているスーパーへと赴いて、売り場の中年女性たちからの「久しぶり」「お父さんとお母さんは元気でやっている？」といった他愛ない言葉へ、かろうじて笑顔を返しながら、食材を買い込んで。

　予想の通りに殆どが空だった冷蔵庫には頼らずに、料理を始めた。

　ホウレンソウのおひたしに、きんぴらごぼう。

　蜆しじみを入れた赤味噌みその味噌汁。

　実家から送られたものと思おぼしい米を炊いて。

　豚肉多めの野菜炒いためは辛め且つ濃い目の味付けで、量はたっぷり。

　それから、兄の好きな魚を焼いた。鰆さわら。文字通り、春の魚。まだまだ空気は冷たいけれど、もうすぐ春が来る。

「よっし。できあがり」

　この夕食は我ながらよく出来た、と環は思う。

　普段から母の手伝いをしているのは伊達だてじゃない。

「可愛い妹にこれだけ作らせといて、また、カレーが良かったのに、なんて言ったらぶっとばしてやるんだから」

　料理を作り終える頃には、陽が沈んで夜になっていた。

　そこで漸ようやく気付いて、部屋の電話を使って広島の家へと掛けて──

「……うん。もうちょっと待ってみるよ」

　電話の向こうで、母の心配は最高潮に達しようとしていた。

　十五時には連絡が来る筈だったのに数時間も遅れてしまったのだから仕方ない。謝りながら、何とか、宥なだめる。大丈夫。確かに部屋にはいないけど、長く留守にしている訳じゃないようだし、きっとすぐ戻ってくると思うから。

　今日はここに泊まって、取り敢あえず、明日まで様子を見てみる。

　そう伝えて。

「泣かないで、ママ。大丈夫だから」

　電話を切って。

　ふう、と短く息を吐く。白い。

　そう言えば暖房を付けるのを忘れていた。これでは、せっかく作って卓袱台の上に列ならべたばかりの料理があっという間に冷めてしまう。料理。寒い中でもこんなにきちんと作ったのだから──作らせたからには、早く戻って来て欲しい。

　こうして、まだ熱々の湯気を立てているうちに。

　一緒に、食事して。

　美味おいしいと何がなんでも言わせて。

　それから、どうして学校を休んでまで留守にしていたのかを問い質ただそう。

「……あ……もしかして、彼女と遊んでる、とか」

　口にしてみてから、可能性は低いだろうと思い直す。

「ないかな」

　何度来ても兄は変わらなかった。背はぐんぐん伸びて、体つきもどんどん立派になって、父の身長だっていつか超えそうなぐらいに成長しても、こと彼女の話になると兄は自信なげな表情を浮かべるのだった。

「私と似てるってことは、見目は良いんだから。自信持てばいいのに」

　独り言。

　スイッチを入れた電気ヒーターが暖まるのを待ちながら、立ち上がって、真っ白な息を吐きつつ両手を擦こする。部屋の空気が暖まるまでは、マフラーは兎とも角かくも、ダッフルコートは着たままのほうが良いだろうか。

　壁に掛けたコートへと手を伸ばそうとして、ふと、止まる。

　自分のコートの隣。

　ハンガーで壁に掛けられた黒い学生服の上下。

　兄の体格とそっくり同じ、黒い、顔のない人型ひとがた。

「……どこ行ってるのよ、お兄ちゃん」

　ぽふ、と。

　軽いパンチを一発。




　──中身のない学生服からは、頼りない手て応ごたえが返るだけで。

　他には。何も。








後書き　（※注意　ネタバレを含みます）




桜井　光　　　　　






　聖杯戦争へと挑む、魔術師マスターと英霊サーヴァント。

　遙かな時を超えて出逢った両者は、必ず、相手に対してひとつの意味を見出す。

　仮かり初そめの協力者か、真なる友か、願い果たすための生いけ贄にえか。

　或いは。まったく別の──




　本作は、ゲーム、コミック、アニメーション等の複数媒体で展開中のTYPE-MOON作品『Fate/stay night』の原典小説を原案として形作られた、『Fate/Prototype』のスピンオフ小説です。一九九九年の東京を舞台として描かれる『Fate/Prototype』に対して、本作はその八年前──一九九一年の東京で繰り広げられた最初の聖杯戦争を、複数の〝断片フラグメンツ〟として紡ぐものです。




　一九九一年の東京に召喚された四騎。アサシン、バーサーカー、ライダー、セイバー。

　そして、彼らのマスターとして暗闘する四名の魔術師たち。

　以上の八名による願いの断片を中心として紡がれた物語が、本巻です。

　……すみません、今回は多くを語ることは出来ません。

　ただ、ひとつだけ。彼らの抱いた心からの願いは、聖杯という願望機によって翻弄される運命にあるのだとしても、強く強く願うが故に転げ落ちてゆく回転悲劇の動力に成り果てるのだとしても……。

　純粋ではあった筈です。

　少なくとも、自らの在り方に対して。




　改めまして──

　本作、『Fate/Prototype 蒼銀のフラグメンツ』は本巻を含めた既存の三巻ぶんに対して新たに二巻を加えまして、全五巻の物語となることが決定いたしました。一九九一年の東京で果たして何が起きたのか──そして、何が起きるのか。引き続き、この手で紡がせて戴くことになります。

　どうか、終幕まで、ご覧戴ければ幸いです。

　更には──なんと、新たな作品もお届けいたします！

　断片の物語フラグメンツの主軸である〝沙条愛歌〟を主人公として、英霊たちと魔術師による完全に新たな物語『Fate/Labyrinth』が月刊コンプティークにて集中連載されます。挿絵は、勿論、中原さん。

　本作と併せてこちらもお楽しみ戴ければ、無上の幸いです。




　ここからは謝辞を。

　奈須きのこさま、武内崇さま。『Fate/Prototype』に於ける一九九一年を紡ぐというお願いをおふたりに認めて戴けたからこそ、本作は全五巻という規模の作品へと昇華されることになりました。本当に、ありがとうございます。

　中原さまには、物語の中核を担う愛歌や英霊たちのみならず、聖杯戦争を形作る多くの〝人々〟を美しく描き出して戴きました。これから先も、よろしくお願いいたします。

　古代エジプト世界及びハサン・サッバーハという人物の調査を行ってくださった森瀬繚さん、いつも無理なお願いばかりですみません。

　デザイナーのＷＩＮＦＡＮＷＯＲＫＳさま、平野清之さま、そして月刊コンプティークの小山さまと編集部・営業部の皆さま。引き続き本巻でもありがとうございました。

　そして、この物語を楽しんで下さるすべての方々に、幾万の感謝を。




　それでは──次の断片で。
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